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　リア充かボッチかと聞かれれば、俺はソロ充だと答えるつもりでいた。




　俺に恋人はいない。

　友達もいない。

　けれど、リアルは充実していた。

　小学生の頃から毎日好きなゲームで遊んで、好きなお菓子を食べて、お気に入りコンテンツの新作情報に胸を躍らせ、中学からは一人でカラオケで熱唱して、飲食店で好きなモノを注文して食べてきた。

　時間も労力もお金も、他人を気にすることなく自分のために使い、人生を謳おう歌かしてきた。

　むしろ、社会的地位なんて無いに等しい小中学生のクセに、マウントを取り合ったり、ボッチを回避したり、ＳＮＳのイイネを稼ぐべく、好きでもないことに時間と労力とお金を浪費している連中を眺めていると、何と戦っているんだろうとすら思う。

　だから、一人でも人生が充実している俺はソロ充で勝ち組だと思っていた。

　けど、俺はそうした連中にいじめられていた。

　その都度、ガツンとやり返す俺は強いと思っていた。

　でも、中三の秋、口裏を合わせる証人のいる連中の言うことが真実となり、担任は俺に、謝罪をしなければ高校への推薦状は書けないと言ってきた。

　無実の罪で頭を下げさせられた時、俺は自分がボッチなのだと気が付いた。




　それとは関係なく、日本が財政破綻をしたのは、その二か月後だった。




　　　　◆




　高校入学から一週間。

　２０４０年４月12日の木曜日。

　政府の借金が限界を超えて日本が財政破綻してから、一か月が経たった。

　それでも、俺の日常は平常運転で、今は四時間目の数学の授業を受けている。

　輸入業界など、一部の業界は大打撃を受けているらしいが、我が家への影響は食卓に一部の食品が上がりにくくなったぐらいだ。おかげで、財政破綻の実感は無い。

　呑のん気きと言われればそうなのだが、国の財政破綻なんて気にしたところで、高校生のガキがどうこうできる問題でもない。

　そういうのは偉そうな顔でふんぞり返っている政治家たちに任せていればいい。

　実際、対策らしきものは打っている。

　なんでも、財政破綻対策の人材として、超能力者を招集し始めたらしい。

　超能力者とは、何かの比喩ではなく、読んで字のごとく、あの、超能力者だ。




　２０４０年現在。世界では、１００人に１人の割合で超能力者が生まれているらしい。

　今から18年前、世界中で超能力少年が見つかり、彼らはお茶の間の人気者になり一大超能力ブームが起こった。

　けれど、超能力者が次々見つかり非日常は日常になった。ブームは去り、超能力は左利きや天然パーマ同様、個性の一種になった。

　国や地域によっては超能力者が迫害されたり崇拝されたりしているらしいけど、日本では、人によるという感じだ。

　実際、超能力者であることを原因にいじめられている人もいれば、超能力を使って他人をいじめている人もいる。




　この超能力者が、どう財政破綻対策になるかは知らない。が、どのみち一般人の俺には関係の無いことだ。

　目下、俺が留意すべきは国の財政ではなく、目の前の数式たちなのだ。

　数学の授業を受ける俺は、黒板や数学教師ではなく、目の前のＭＲ画面を注視していた。

　耳の裏に装着しているデバイスは、常時、学内ローカルネットと接続されている。

　そのデバイスが、俺の視覚情報に上書きして、ＡＲ映像や、ＭＲ映像を見せてくれる。

　今は、机の上に展開しているＭＲ画面に、ＭＲ黒板と同じ数式を表示している。

　数学教師が、自分の手元に表示されているＭＲ画面を操作すると、黒板に重なるようにして表示されているＭＲ映像が更新されて、生徒一人一人の目の前に表示されるＭＲ画面も更新される。

　ＡＲ技術とＭＲ技術が発達し、皮膚に装着したウェアラブルデバイスが脳に直接電気信号を送り五感に働きかける現代では、教師の顔や黒板を見る必要はない。

　なのに……。

「えー、では渡わた会らい、次の問題、解いてみろ」

「はい」

　30代の男性数学教師に指された俺は立ち上がり、解答を読み上げた。

　これだけ科学が進歩しても学校はリモートにならず、生徒たちを校舎に集め、教師と同じ部屋で口頭の授業を受けさせわざわざ立ち上がって問題を解かせる。

　何な故ぜそれが必要なのかを忘れ、考えもせず妄信して、無意味なものを伝統の二文字で覆い残そうとするのは、大人の悪癖だ。

　40年後、今の文部科学省の大人が全員退職した後に何か変われば上出来だろう。

「なのでＸイコール──」

　答えを言おうとした瞬間、首筋に冷やりとした衝撃が走った。

　まるで、氷の塊をシャツの衿えりから背中に入れられたような。

　俺は素っ頓狂な声を上げて、その場で背筋を仰のけ反らせた。

　──違う。ようなじゃない。これは本物の氷だ。

　教室のみんなが笑う中、俺はバタバタと慌ただしくシャツをズボンから引き抜くと、転がり出た氷を握りしめた。

　氷は表面が溶けていて、濡ぬれたシャツの感触が気持ち悪い。

　こんな低俗なことをする馬鹿は、一人しかいない。

　怒りで眉間に縦たて皺じわを刻みながら、俺は勢いよく振り返った。

「坂ばん東どう！」

　後ろの席に座る長身の男子は、コワモテにニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべながら、鼻で笑ってきた。

「あ？　なんだよ渡会。授業中に変な声出しちゃって？　発情期か？」

「お前のせいだろ！」

　俺は手を開いて氷を突き出してやるも、坂東は余裕を崩さなかった。むしろ、計画通りとばかりに、喉の奥で愉快そうな笑いを押し殺していた。

「おいおいまたかよ渡会ぃ。そうやっていつもオレを悪者扱いするのやめろよなぁ。オレが氷を入れた証拠がどこにあんだよ？」

「どう考えたって、お前の超能力、【アイスキネシス】だろうが」

　俺は声を荒らげて抗議するも、坂東は涼しい顔だった。

「だーかーらー、証拠がないっつってんだろ？」

　坂東は人を馬鹿にした声を上げて立ち上がる。

「お前が家から持ってきた氷を授業中に背中に入れた自作自演かもしれねーじゃん。もちっと頭使えよ、ん～？」

「ッッ」

　反論できない悔しさで、俺は口を引き結んだ。

　坂東の言う通り、俺の背中に入れられた氷は、形も大きさも、冷凍庫の氷ケースで作れるようなシロモノだ。

　坂東が、【アイスキネシス】で作った証拠はないし、こうしている間にも唯一の証拠品である氷はみるみる溶けて、自動隠滅されようとしている。

「たく、証拠もねぇのに人を悪者扱いとか頭悪すぎ。そういう決めつけはよくないでちゅよ渡会ちゃ～ん」

　声にわずかなドスを利かせて、坂東は長身で俺を見下ろしてきた。

　ガタイが良く、スポーツ万能の坂東に見下ろされると、けっこう迫力があった。

　俺はチビじゃないのに、こいつとの身長差は年々開いている気がする。

「つうか、この氷帝・坂東亮りよう悟ご様が、なんでテメェみたいな低能にかまわないといけないんだよ？　相手見てもの話せよ低能！」

「小一の時からお前が近くにいる時しか起こっていないだろ！」

「せんせー、また渡会がオレに冤えん罪ざいをかけてきまーす。こういうのはいけないと思いまーす」

　今度は、ころりと平へい坦たんな声を作り、坂東はそうそうに判断を数学教師に投げた。

　数学教師は面倒くさそうに眉をひそめて、眼鏡の奥からジロリと俺を睨にらみつけてきた。

「渡会、授業中に騒ぐな」

「でも」

「坂東がやった証拠はないんだろ？　それにそういう個人的なことは休み時間にやれ。お前はもういい。吉本、問題の続きを解け」

　他の生徒が立ち上がると、坂東は勝ち誇った顔で席に座った。

　俺も、理不尽な状況への憤りを押し殺しながら、着席した。けれど、もうまともに授業を受ける気分にはなれなかった。




　　　　◆




　四時間目が終わって昼休みになると、俺は二階の購買でコロッケパンを買って、テラスの飲食スペースを目指した。

　高校に入ったらお弁当、というのも考えたが、そんなものを鞄かばんに入れておけば、坂東たちが何をするかわからない。

　なんの因果か、あの劣悪男子、坂東亮悟と俺は小学校一年生の頃から、10年連続で同じクラスだ。

　それは同時に、このゴミみたいな学園生活が、10年目に突入したということでもある。

　そして９年間、教師たちの対応は、一貫して俺の頭を押さえつけるものだった。

　そもそも、教師とは大学を卒業すれば学校の外の社会に出ることなく学校に勤務し、22歳の若さで親子ほど年の離れた保護者から先生と敬語を使われ、目下の子供たち数十人を支配する役職に就く。しかも、安定した公務員だから降格も減給もない。

　結果、社会を知らない坊ちゃん嬢ちゃん教師は、権力者気取りのバカ殿様と化す。

　教師にとって生徒間トラブルは、自分の仕事を増やす面倒ごとであり、コスパ重視で立場の弱い生徒を黙らせることしかしない。

　ちなみに、熱血教師ドラマに憧れて教師になった奴やつは、別の意味で厄介だったりする。頭がドラマ脳なので、

『坂東君は不器用なだけで本当はお前とお友達になりたいんだよ！』

『同じクラスの仲間をお前は信じられないのか！』

『よし！　じゃあ坂東と遊ぶんだ！　そうすればお互いの理解も深まるさ！』

　などと言い出す。頭が痛い。




　広い中庭の見えるテラス席は、今日も混んでいた。

　板張りの床に並んだ白い丸テーブルの間を縫うように歩いて空席を探すと、奥に誰も座っていないテーブルを見つけて、なんとか確保した。

　けれど、この程度のラッキーで気持ちが晴れる程、俺は単純じゃない。

　──あの馬鹿、なんとかなんねぇかなぁ。

　坂東との一件を思い出すと、頭の中は沸々とした怒りでいっぱいになるし、喉には溜りゆう飲いんが上がり、コロッケパンの味もわからない。

　──これから３年間、あの馬鹿と同じ学校で過ごすのか。

　そう考えるだけで奥歯に力が入るし、不快な気分になっていく。

　坂東亮悟は、およそ考えつく限り、最低の人間だ。

　傲慢で嫌いや味みで他人を攻撃することが大好きで性格は二重螺ら旋せん階段のように曲がり（そんなものがあるのか知らないが）、自分の脚本通りに動くことを他人に強要し、自分にはそれだけの権限があると思い込んでいる。

　地球中心天動説ならぬ、自分中心他動説を、地でいく男だ。

　──しかも、なんだってあんな奴が超能力を持って生まれてんだよ。

　坂東は超能力者であることを鼻にかけ、小学校時代からクラスのボスというポジションを欲しいがままにしている。

　目立ちたいわけではないが、俺も超能力が欲しかった。漫画やアニメでは超能力者を主人公にした作品が多いし、なんかカッコイイ。

　超能力者である以上、いずれ、坂東も政府に招集されるのだろうか。そうなれば、ますます増長して手が付けられなくなる。

　暗黒の未来を想像して、一段と気が重たくなる。

　誰かあの馬鹿に天てん誅ちゆうを、いやマジで。

　──それにしても、坂東は超能力があるからあんな性格なのか、元から歪ゆがんだ性格が、超能力のせいで増長しているのか……いや、きっと後者だろう。だって……。

　自然と、視線が横に流れる。

　二つのテーブルを使う大グループの中で、癒いやし系アイドルのように扱われているのは、長い黒髪をハーフアップにした、目の覚めるような美人だった。

　落ち着いて大人びた雰囲気。声は柔和で、大きなタレ目は親しみやすく、つい気を許してしまいそうになる。

　彼女を視界に入れて、目を留めない人はいないだろう。

　自分が一番でないと気が済まない自己顕示欲の強い一部の女子でさえ、敗北感の後にほだされてしまいそうだ。

　朝あさ倉くら美み稲いな。

　隣のクラスの、同じ一年生だ。

　入学一週間にして誰もが認める学校一の美少女で、全男子憧れのマトだ。

　彼女も超能力者だが、気取った風はなく、社交的で人当たりが良く、誰に対しても優しい、慈愛が服を着て歩いているような少女だ。

　──同じ超能力者でも、坂東とは月とスッポンだな。

　そして、そのスッポンが徒党を組んで現れた。




　テラス席に乱暴な足音がどやどやと乗り込んできて振り返ると、坂東が肩で風を切りながら、取り巻きの男子たちを引き連れてきたところだった。

　そのまま、俺と目が合うと、獲物を見つけたハイエナのように獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

　坂東は大股に、まっすぐこちらに向かって歩いてくると、周囲を意識しながら声高に叫んだ。

「おいおいおい、駄目だろ渡会、テーブル席を一人で占領して。少しはみんなの迷惑を考えろよな！」

　誰よりも迷惑を考えない奴に言われたくない。

　けど、坂東にとっては俺を攻撃出来ればそれでいいのだろう。

　いつだって俺を攻撃できるポジション取りをするので、もう坂東はキャラがブレブレだ。

　この馬鹿をどうあしらおうか考えていると、取り巻きたちまで騒ぎ出す。

　トドメとばかりに、坂東が声を荒立てた。

「迷惑野郎がスカしてんじゃねぇぞ。とっととどけよ。マナーを守れマナーを！」

　もう立ち位置がわけわかんなくなっている馬鹿と関わること自体がうっとうしかったので、俺は黙って立ち上がり、その場を後にした。

　そして坂東たちは、俺の立ち退のいたテーブルに座った。

　──周りの迷惑と言っておきながら、自分らが座りたかっただけだろ。

　俺は心の中で吐き捨てた。

　決して、坂東に屈したわけじゃない。

『三十六計逃げるに如しかず』『雄弁は銀、沈黙は金』『触らぬ神に祟たたりなし』。大人でクレバーな男は、無駄な争いはしないものだ。

「渡会ってほんと迷惑ですよね」

　けれど、俺の意思とは関係なく、背中越しに取り巻きたちのバカ騒ぎが聞こえてきた。

「まぁな、オレ、ああいうマナーの悪い奴って放っておけないんだよね」

「亮悟さんは正義感強いからな」

「亮悟さんって付き合っている女いないんすか？」

「ばっかお前、亮悟さんは能力者だぞ。そこらの女が釣り合うかよ！」

　明らかに、朝倉を意識した発言だ。

　振り返れば、どいつもこいつも、朝倉のほうをチラチラと意識しながら坂東を持ち上げて、坂東も正義の味方面をしている。

　けれど、朝倉はまるで聞こえていないように、自分のテーブルの人とだけ会話していた。

　朝倉のことが好きなのは、坂東も例外じゃない。

　加えて、同じ能力者同士、自分と付き合うのが当然だと思っている節がある。

　けど、現実は御覧の通りだ。

　その光景は、ちょっと気分がいい。

　反面、失恋した時の八つ当たりは俺に向けられるんだろうと思うと、気が重かった。




　　　　◆




　重たい気分を引きずったまま、五時間目も終わり、迎えた放課後。

　初老の男性担任は粛々と帰りのホームルームを進行し、連絡事項を口頭で告げながら、同じ内容のメッセージファイルを、俺らのデバイスに送りつけてきた。

　学校さえ終わってしまえば、坂東たちとは無関係だ。

　小中学校の頃は、放課後になれば胸のすくような解放感に溢あふれ、喜んで家に帰った。

　でも今は、どうしたら坂東と縁を切ることができるかと考えるばかりだった。

　俺が狙われる理由は明白だ。

　俺が、浮いているからだ。

　幼い頃から、誰もが坂東の超能力を褒ほめ称たたえる中、俺は無関心だった。

　ついでに、クラスで唯一ＳＮＳをやっていないし、みんなの間で流行はやっている各種コンテンツにも、無関心だった。

　それが、坂東たちの目についたらしい。

　曰いわく、

『スカしてんじゃねぇぞ！』

『みんなとは違う俺カッコイイとか気取ってんのか目ざわりなんだよ！』

　ということらしい。

　そういえばイジメが始まったのは、坂東が自分のＳＮＳをフォローしてイイネをつけるよう要求してきた時『ＳＮＳやっていないから無理』と言った翌日からだった気がする。

　でも、今更ＳＮＳを始めたところで遅いだろう。

　──やれやれ、来年のクラス替えに期待しよう……。

　数は力。少数派は、いつだって多数派の暴力に踏みにじられる。

　そうして、ため息をつくと、

「連絡は以上ですが、ちょっとそのまま待っていてください」

　担任の言葉に、俺は顔を上げた。

　みんなも、隣近所となんだなんだと騒ぎ合う。

　俺も、ＡＲカレンダーを開いて、日付や曜日を確認しながら、今日は何か特別なことがあったかと考えを巡らせた。

　教室のドアが勢いよくスライドしたのは、次の瞬間だった。




「やぁ、待たせたな諸君」

　雄々しい声とたくましい足取りで入室してきたのは、黒ジャケットとタイトスカートに身を包んだ、覇気漲みなぎる美女だった。

　顔立ちはひたすらに凛り々りしく、世が世なら、薙なぎ刀なた一本で軍をまとめあげ、天下に覇道を布しいて然しかるべき人相だった。

　体格も、男子にひけを取らない程の長身で、要塞のような威圧感を持つバストの重量に負けることなく、背筋は鉄筋のように伸びている。

　教卓の横でくるりと腰を回して、彼女は凛りんとした視線で俺らを射抜いた。

「私は総務省異能部部長、龍りゆう崎さき早さ百ゆ合り24歳だ。今日は、さる国家プロジェクトの為ため、能力者の招集に来た！」

　クラス中の視線が、坂東に集まった。

　坂東は、口角を上げて、待ちわびていたかのように笑った。

　まるで、売れっ子役者が、ハリウッド映画の主演オファーを受けたかのような態度だ。

　けど、龍崎さんは坂東を一いち瞥べつもせず、クラス全体へ語り掛けるように、話を続けた。

「既に異能部では何人もの能力者に協力を要請し、念写、探知、サイコメトリー能力者の力を借りて、日本中の能力者を特定し、招集している」

　龍崎さんが廊下へ目配せをすると、坂東以外では一年生唯一の能力者、朝倉美稲が、綺き麗れいな黒髪を揺らしながら、やわらかい足取りで入ってきた。

　その後ろには、見慣れない美少女が歩いている。

　やや小柄で、栗くり毛げのショートカットをワンサイドアップにした、可愛かわいらしい女の子だ。

　朝倉と同じ優しそうなタレ目だけど、朝倉のような大人びた感じはない。初々しくて、年下の印象を受けた。

　──うちの高校の制服じゃないよな？　小柄だし、まだ中学生か？　どっちにしろ、なんで他校の生徒がいるんだ？

　二人の美少女と美女の登場に、クラスの男子たちは色めき立ち、全員、謎のキメ顔を作っている。なんてあさましい光景だろう。まぁ、気持ちはわかるけどな。

「彼女は我わが妻つま舞まい恋こ。昨年度より協力してもらっている、サイコメトリー能力者だ」

　つまり、彼女もスカウトマンの一人、ということらしい。

　【サイコメトリー】は、確か触れた対象の情報や過去を読み取る能力だったな。

「彼女は優秀な能力者でね。触れなくても、視界に入れるだけで、相手が能力者かどうか判別できる。我妻舞恋、事前の念写調査によると、このクラスに能力者がいるらしいんだが、誰かわかるか？」

「そんな必要はないですよ」

　やや食い気味に、坂東が悠々と立ち上がった。

　気取った笑みで前髪をかきあげ、思い切りカッコをつけてから、坂東は芝居がかった口調で言った。

「オレがこの学園最強の能力者、坂東亮悟です。もっとも、みんなは氷帝って呼びますけどね」

　──誰も呼んでいない。いつもお前が自称しているだけだ。

　俺は心の中でささやかにツッコんだ。

「まっ、オレは学生の身分ですけど、国のためなら力を貸しますよ。朝倉、これからはこの学校を代表して、一緒に頑張ろうぜ」

　ナンパ師のようにわざとらしい笑みで、坂東は早くも朝倉に媚こびを売り始めた。

　朝倉は嫌がることなく、いつもの優しい表情で「うん、がんばろ」と愛想笑いを返した。

　その光景に、俺は嫌な気分になった。

　別に、朝倉のことが好きで嫉妬した、というわけではない。

　流行りに流されない例に漏れず、俺は他の男子たちとは違い、朝倉に恋愛感情は抱いていない。

　魅力的な女子だとは思う。

　他の、頭の軽そうな女子とは違い、朝倉は大人びていて、知的で品がある。

　でも、それだけだ。

　俺は朝倉のことを詳しくは知らない。話したこともない。

　俺の持つ朝倉への好感は、アイドルの女の子を見て『ふーん、綺麗な子だな』というのと変わらない。

　男女の仲になってお付き合いをしてデートをしたいとか、そういう感情は無い。

　俺が嫌だと思ったのは、坂東にとって都合よく世界が回る現状にだ。

　世の中が不平等なのは知っている。

　今更そんなことに文句を言うほど子供じゃない。

　でも、悪人に幸運が転がり込むと、やっぱり嫌な気持ちになってしまう。

「あ、龍崎さん、あの人はアイスキネシスの持ち主なんですけど……」

　我妻と呼ばれた、栗毛をワンサイドアップにした女子が、ためらいがちにこちらへ歩いてきた。

　俺の背後の席に立つ坂東が、何かを期待する顔で待ち構えた。

　そして、我妻は俺の横を通り過ぎ……ずに踵きびすを返した。

「ん？」

　俺を見下ろす彼女と目が合った。

　近くで見ると、ますます可愛らしい。

　人畜無害そうというか、思わず守ってあげたくなってしまうような、そんなタイプの女の子だ。

　初対面なのに、家庭的とか、子供に好かれそうとか、色々と想像が膨らんでしまう。

「この人も、能力者です。テレポーターです」

「へ？」

　それは俺と、そして教室中の口から出た疑問符だろう。

　虫の足音でさえも聞こえそうな静寂を、坂東が破った。

「おいおいお前何言っているんだよ。こいつは能力者なんかじゃない。ただの凡人、むしろ低能だぜ？」

「ううん、能力者だよ。えっと、渡会錬れん徒とくん？　もしかして、自分が能力者なの知らないんじゃない？」

　あっさり坂東を否定して、我妻は俺と向き合いそう言った。

　──俺の名前を知っているのは、サイコメトリー能力者だからかな？

「確かに、俺は超能力なんて使ったことないけど、そんな奴やついるのか？」
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「いるよ。能力者ってね、説明書を貰もらって自分の能力に目覚めるわけじゃないの。生活している中で、ある日ふと使えて気づくの。渡会くんて、今まで、どこかに行きたいとか、強く念じたことある？」

「……言われてみると、ないな」

　俺は真面目なので、遅刻の心配をしたことはないし、旅行に興味もない。

　強く「どこそこにワープしたい！」なんて念じたことはない。

「じゃあなんだ？　もしかして俺、本当に能力者なわけ？　マジで？」

　しかも、テレポーターと言えば漫画やアニメでも活躍する、カッコイイ超能力だ。

　俺は、否が応にもテンションが上がった。

「うん、渡会くんも間違いなく、わたしや朝倉さんと同じ能力者だよ。これから一緒に、総務省に来てくれる？」

　我妻は得心をすると、両手を合わせてお願いしてきた。

　その健けな気げな態度には、初対面と言えど、心を動かされてしまう。

　まだ能力者の実感なんてないけれど、断る理由は無かった。

「行く行く、絶対行くって」

「ほんと、ありがとう」

　語気を強めた感謝で、我妻は安あん堵どの笑みを浮かべた。それが心底嬉うれしそうで、なんだかいいことをした気分だった。

　俺は、龍崎さんの元へ行こうと立ち上がった。

　デバイスで授業が行われ電子マネーの普及した現代では、ノートも教科書も筆記用具も財布もいらなくなった。

　なので、昔の学園モノよろしく、学生鞄かばんを持つ生徒は激減している。

　俺も、学校には手ぶらで登下校しているので、そのまま我妻と共に教室の前を目指した。

　直後、背中に寒気がするような怒気を感じた。

　また背中に氷でも入れられたかと思ったけれど違った。

　肩越しに振り向くと、坂東が鼻にしわを集めた顔で睨んでいた。

　まるで親の仇を恨むような、自分の未来全てを奪った怨敵を憎むような、見たことのない表情だった。

　押し殺すように「渡会がオレと同じ能力者？」と漏らした声には、明確な敵意を感じた。

「うむ、では後は上級生の能力者だな。渡会錬徒、坂東亮悟、貴君らも付いてきたまえ」

　龍崎さんは満足げに頷うなずいて、足早に教室を出て行った。朝倉もその後に続く。

　俺は、自分が能力者という状況に喜ぶよりも、背後の坂東と距離を取りたい気持ちが先立ち、龍崎さんの背中を追いかけた。

　テレポートを覚えたら坂東から逃げまくろう。絶対。




　　　　◆




　15分後。

　俺らは、自動運転で走る黒塗りの公用車の座席に腰を落ち着けていた。上級生の能力者さんたちは、他の公用車に乗っている。

　俺の左隣には我妻、そのさらに左には朝倉が座り、俺の正面には龍崎さんが座っている。坂東は、しっかり朝倉の正面を確保していた。

「それで我妻、あ、同学年でいいのか？」

「うん、わたしも今年で高校一年生だから、タメ口でいいよ」

　──やっべ、年下だと思っていた。

「さっき、俺のことをテレポーターって言っていたけど、具体的には何ができるんだ？」

「あ、ごめん。わたしも、能力の詳細までは、触らないとわからないの」

　我妻は、申し訳なさそうに肩を縮めて、言い淀よどんだ。

　その意味を察して、俺も申し訳なさそうに手を横に振った。

「悪い悪い、初対面の男子に触るの嫌だよな。デリカシー無くてごめんな」

　いきなり女子に「俺に触ってくれ」なんて、これじゃあまるで変態じゃないか。

　でも、我妻はさらに慌てて、俺以上に激しく両手を振った。

「ちちち、違うよ渡会くん！　そうじゃなくって、触ったら相手の個人情報とか記憶とか、本当になんでも読み取れちゃうの。だからわたしに触られるのは危険なの！」

　なるほど、と俺は納得して、落ち着きを取り戻した。

「あー、そういうことか。じゃあ、そういうのは読み取らない方向で頼む」

「え？」

　俺が手を出すと、我妻はきょとんとまばたきをした。

「あの、だからね、わたしがその気になったら、本当に何でもわかっちゃうんだよ？」

「ああ。でも、わざわざ教えるってことは、我妻はそんなことしないんだろ？」

　その気があるなら、何も言わずに触っているはずだ。

「やっていいことと悪いことの分別がついているならそれでいい。人間、疑ったらキリがないだろ？　それとも我妻は、通行人が全員通り魔かもしれないとか警戒しながら生活してんのか？」

「…………」

　無言のまま、我妻は心底驚いた顔で固まり、戸惑っていた。

　──俺は何か、また浮いたことをしてしまったのだろうか？

　朝倉は感心したように息をついて、龍崎さんは興味深そうに目を光らせ、坂東は憎らし気に舌打ちをした。

　またあの、「スカしてんじゃねぇよ」という顔だ。

「じゃあ、ちょっと見させてもらうね」

　我妻は、ためらいがちに、俺の手を握った。

　──くっ、やわらかい。

　初めて触る、女の子の手の感触と体温に動揺しないよう、平静を意識しながら、サイコメトリーが終わるのを待った。

　──そういえば女子の手に触れるのって人生初めてだった。ありがとうございます。

　と、ひっそりと感謝を捧ささげた。

「うん、わかったよ」

　こくんと頷いてから、我妻の手が離れる。

　彼女の声には、変態への警戒心は微み塵じんもない。思った通り、俺の考えていたことなんかは読まなかったらしい。

　──さてと、俺の【テレポート】はどんな能力かな。

　テレポートのポテンシャルに期待が湧いて止まらない。俺が胸をワクワクさせていると、我妻はちょっと先生っぽい感じで説明し始めた。

「渡会くんの能力は、自分や近くのモノを、別次元経由で好きな場所にワープさせられる能力だよ。でも地面の中とか押しのけられない物があると失敗するから気をつけてね」

「送り先は？　漫画だと、自分が一度行った場所にしか行けないってのが定番だけど？」

「場所は地図とかだいたいのデータがあればいいみたい。ただ漠然とした、たとえば『ここから一番近くの駐車場』、みたいなのはダメ。行ったことが無くても、『三丁目の駐車場』、みたいに念じないと」

　今までの気後れした感じがなくなって、我妻はスラスラと答える。意外と説明好きなのかもしれない。

「あと、これは能力を鍛えないと使えないみたいなんだけど、遠くのものを手元にテレポートさせることもできるみたい。厳密にはアポートって言うんだけど、広い意味ではテレポートの一種だね」

「へぇ、それは便利だな。でも、超能力ってどう使うんだ？　呪文みたいに口で言えば発動するわけじゃないんだよな？」

「えっ!?」

　と、我妻の表情が曇った。

　さっきまでの自信溢あふれる先生顔が嘘うそのようだ。

「うんと、なんて言えばいいのかな。感覚的なものだし……」

　同時に、坂東の視線が逡しゆん巡じゆんするようにブレた。

　ここで俺にコツを教えて朝倉にいいところを見せたい反面、俺の利益になることはしたくない。そんなところだろう。

　すると、困り顔の我妻へ助け船を出すように、朝倉が身を乗り出した。

「あのね渡会君。超能力を使うのに大事なのは、胸の中のスイッチを意識することなの」

「胸の中？」

「そう。ほら、日本語でも『胸を躍らせる』『胸が痛い』『胸がすく』『胸をなでおろす』『胸が熱くなる』って、精神的なことは頭よりも胸で感じるでしょ？」

「言われてみるとそうだな」

　実際、医学が発達するまでは、人間は胸で考えると思われていたらしい。

「超能力は精神力。だから、精神的な影響が出やすい胸の奥を意識することで、コントロールできるの」

「へぇ、超能力ってそうやって使うんだな」

　流石さすがは朝倉。打算的な坂東とは違い、わかりやすく、サクサクとコツを教えてくれる。坂東は、酷ひどく面白くなさそうな顔をしている。

「じゃあちょっとやってみるか。ええっと、じゃあ龍崎さんの隣の空席にテレポートしたい、したい、したい」

　我妻にサイコメトリーされた時、胸がワクワクしたように、胸の奥で何かのスイッチを入れる気持ちで、俺はテレポートを念じた。

　その矢先、坂東が口を挟んできた。

「おいおい。いくら胸の奥って言われたからって朝倉の巨乳ばっか見るなよ。失礼だろ」

「は？」

　急に何の話かわからず、俺がついていけない隙に、坂東はまくしたてた。

「教室でもいつも下ネタばっか言って女子たちが嫌がっているのに気づけよ。オレ、お前みたいに女子を胸の大きさでしか見ない奴やつ、嫌いなんだよ。これから一緒に仕事するなら、そういうエチケットは守ってくれないと。ほら、さっさと朝倉や我妻に謝れよ」

　──なるほど、そういう計画か。

　これが坂東のいつものやり口だ。

　俺の視線が、朝倉の胸を向いていた、という事実はない。

　だが、虚偽を声高に叫ぶことで、観衆にあたかもそうであったかのように思わせ、虚偽を責め立てることで相手を劣勢に追い込む。まさに、俺を無視して、自分で作った虚構の俺を自分で倒して勝者顔をする、というわけだ。

　そんなふうに解説すると、坂東が弁舌術の達人ぽく見えるけどそういうわけじゃない。

　むしろ、坂東のように劣悪な人間たちの手口としてはありがちなものだろう。

　幼い頃から、坂東たちグループにこうした詭き弁べんを使われ、いつだって俺は悪者扱いを受けてきた。

　坂東は、この幼稚な屁へ理り屈くつや詭弁を、高校生になっても使い続けるつもりらしい。

　言い返したくても、言い返した分だけ、坂東は詭弁で俺を攻撃してくるに決まっている。

　嫌な気持ちが溢れて思考力が鈍ると、龍崎さんが胸の下で腕を組んで持ち上げた。

「なんだ、貴君はおっぱい国民か。それなら話が早い。私の胸の谷間にテレポートするがいい。これならやる気も出るだろう？」

「騙だまされないでください！　坂東は嘘しか言わない男ですから！」

「なんだ、私の爆乳よりも朝倉美稲の巨乳のほうがいいのか？」

　一瞬、朝倉の豊満な胸を想像して、俺は欲望を振り払うように叫んだ。

「そういう意味じゃ──」

　言い終える前に、視界が消えた。いや、変わった。

　目の前に、朝倉の巨乳が迫ってくる。

　俺の妄想が暴走しているのかと思ったけど違う。

　俺は、朝倉の上にテレポートしたらしい。

「うわっ」

「きゃっ」

　顔面は深い谷間に、両手は胸の頂点の上に着地してしまう。

　セーラー服のリボン部分に顔を埋うずめた俺は、制服越しに、朝倉のおっぱいを顔いっぱいに感じてしまう。

　朝倉のおっぱいは顔の型でも取れるような底なしのやわらかさで、得も言われぬ快楽に脳のう味み噌そがトロけそうだった。

　両手には、制服越しでもなお濃厚なやわらかさと低反発力が広がり、理性のタガが一瞬で緩んだ。

　そのせいで、すぐには離れることができなくて坂東の敵意への反応が遅れてしまう。

「テメェッ！」

　振り返れば、坂東が短い氷の棍こん棒ぼうを握り、全力で振り下ろすところだった。

　──マズイ！

　小学生の頃から、何度も殴られ味わってきた痛みが蘇よみがえる。

　体を硬くして、俺が痛みに備えると、三人が動いた。

「「ダメぇ！」」

　朝倉は俺を抱きしめ、背中でかばうように身をひねってくれた。

　我妻は、俺と坂東の前に割り込んで盾になってくれた。

　龍崎さんの拳は氷の棍棒を打ち砕き、坂東の腕は空ぶった。

「坂東亮悟。随分と手慣れた動きだが、貴君は日常的に能力で暴行を？」

　龍崎さんの鋭い眼光を浴びて、冷静になった坂東は身をすくませた。

「え、いや、その、偶然ですよ。オレはただ朝倉を守りたくて……」

　──よく言う。ただ、お気に入りの朝倉に俺が触れたのが許せなかっただけだろ。

「大丈夫？　渡会君」

「ケガしていない？」

　朝倉と一緒に、我妻も心配そうな表情で俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「あぁ、ありがとう二人とも。それにごめん朝倉」

「ううん、気にしないで。わざとじゃないし」

「ありがとう。あと我妻、俺の考えていること、サイコメトリーしてくれるか？」

　朝倉から体を離して、自分の席に座ると、俺は我妻に手を出した。

「え？　う、うん、いいよ」

　我妻は、ちょっと不思議そうに俺の手に触れた。

　途端に、彼女は眉を八の字に垂らして、口の中でくちびるを噛かんだ。

　横目を坂東に注ぐと、我妻は深刻そうな声を漏らした。

「……ひどい」

　ぎゅっと、握り拳を作りながら、我妻は坂東から距離を取るように、身を引いた。

「はっ、テメッ、渡会、お前いま、我妻に何吹き込んだんだよ？」

　龍崎さんと朝倉の手前、必死に言葉遣いを取り繕いながら、それでも坂東の声には強い敵意が滲み出ていた。

「気になるなら、お前も我妻にサイコメトリーしてもらえばいいだろ？」

「そ、それは……」

　坂東は息を呑のんでから青ざめ、居ずまいを正した。

「ふん、どうでもいいよ。オレはお前みたいな子供じゃないんだ。鼻息荒くして、自分の正しさを証明しようなんて思わねぇよ。そうやってオレを悪者扱いしたければしてろよ。でも覚えておきな、本当に正しい奴は、いつか認められるものなんだよ。自然とな」

　無駄に得意げな坂東から視線を外し、龍崎さんは俺へと向き直った。

「よし渡会。では総務省に着くまで、テレポートの練習を続けよう。自分の席と私の隣の空席、あと私の膝の上の三か所に連続でテレポートするんだ」

「はい」

　龍崎さんの膝の上、というのは引っかかるも、ここは頷うなずいておいた。

「頑張って、渡会くん」

「慌てずに、落ち着いてね」

　美少女二人と美女一人が俺に言葉をかける現状に、坂東は背もたれに体重を預けた姿勢のまま、額に青筋を浮かべた。

　その姿は痛快でもなんでもなく、後で何か八つ当たりしてこないだろうな、という不安だけが煽あおられた。




　　　　◆




「ここが講堂か」

　テレポートで俺が辿たどり着いたのは、総務省の入っている合同庁舎に併設されている講堂だ。

　あれから俺は、車内でテレポートのコツをつかむことに成功していた。

　そして合同庁舎に到着するなり、龍崎さんから合同庁舎内の地図を見せられ、テレポートで移動するよう言われて、現在に至る。

　それでも、まだ俺には自分が能力者という自覚が無かった。

　なんていうか、「俺って凄すごい」じゃなくて、テレポートマシンを渡されて、「この道具便利だな」と、他人ひと事ごとな感じだ。

「それにしても、ここにいる人たち、みんな能力者なんだな……」

　壇だんの前に設しつらえられた、扇状に広がる階段席には、１０００人以上の生徒たちが座り、ざわざわと騒がしかった。

　これが全員能力者かと思うと、なかなかに壮観な光景だ。

　様々な高校の制服姿の彼ら彼女らは妙に上機嫌で、まるで親友のように語り合い、笑い合っている。

　そこかしこで、能力らしきものを使っているから、きっと互いに能力を見せ合っているんだろう。

　──考えてみれば、能力者は１００人に１人。ひとつの学校に10人もいないんだよな。自分以外の能力者なんて、そりゃ珍しいよな。

　少子化が進み、年に60万人ほどしか子供の生まれない昨今、全校生徒が１０００人を超えるようなマンモス校は稀まれだ。

　能力者は学年に自分一人、なんてことも珍しくないだろう。

「どうやらテレポートは成功のようだな、渡会錬徒」

「龍崎さん」

　入口へ振り返ると、朝倉、我妻、不機嫌顔の坂東を引き連れた龍崎さんが、力強い足取りで入室してくるところだった。

「これからプロジェクトの説明に入る。貴君らもてきとうな席に着いてくれ」

　風格すら感じる語調で俺らに着席を促してから、龍崎さんは壇上へ続く階段をのぼっていく。

「じゃあ行こっか」

　朝倉に誘われて俺と我妻、それからいつの間にか上機嫌になった坂東は、空いている最前列席に座った。

　坂東は、これから自分に訪れるであろうバラ色の未来に頬ほおを染めているんだろう。

　ちなみに我妻は「え、最前列？」と気後れしているけど、空気を読んだのか朝倉の隣に座った。

　最初、うしろをだらだら歩いていた坂東は距離的な問題で朝倉の逆隣を逃して、俺の隣に座った。

　端から、我妻、朝倉、俺、坂東の順に座っている。

　──我妻の隣に座れば良かったかな。

　けど、坂東は相変わらず上機嫌だった。

　俺が胸をなでおろすと、壇上から、龍崎さんが声を張り上げた。

　現代では、デバイスのマイクアプリを使えば、声を周辺のデバイスに送信して、脳に直接声を届けられる。

　けれど、龍崎さんの美声は大きく良く通り、マイクなんて使わなくても、講堂の隅々まで届いていそうだ。

「諸君、今日はよく集まってくれた。まずはそのことに感謝したい。私は今年の４月、つまり今月から正式に発足した総務省異能部部長、龍崎早百合、24歳だ！　親しみを込めて早百合部長と呼ぶように！　それと、部署名が超能力部ではないのは語呂が悪いからだ！」

　講堂に笑いが生まれ、場が和んだ。もっとも、場は最初から和みまくっていたのだけど。

「では本題だが、皆、日本が財政破綻したのは知っているだろうか？」

　それは知っている。

　今、一番ホットなニュースで、テレビも新聞もネットも、連日その話題で持ちきりだ。持ち切り過ぎて、うちの母さんは「どのチャンネルも財政破綻のニュースばかりで飽きた」と文句を言っているぐらいだ。

　一方で、経済評論系のユーチューバーは動画の再生数を伸ばして、儲もうけているようだ。

　俺の思考を断ち切るように、龍崎さん、もとい、早百合部長は鋭い声で話を続けた。

「日本の国家予算は年間１００兆円！　だが税収は50兆円。足りない50兆円は、国債という借用書のようなものを発行して、民間の銀行経由で日本銀行などに買い取ってもらい、国の借金を増やして賄っている。２０２０年度時点で１２００兆円と言われた借金は積もり積もって現在、２０００兆円に達している！」

「あれ？　でも確か日本政府の資産って２０００兆円以上あるからいつでも返せるって聞いたっすよ」

　総務省の官僚様の話をぶった切って、誰かが口を挟んだ。

　声の先では、純白の髪をツインテールにまとめた美少女が立ち上がり、きょとん顔で早百合部長と対たい峙じしていた。丸い真紅の瞳が綺麗だ。

「ほお、よく知っているな」

「ふふん、これでも詩し冴さえはインテリなんすよ」

　詩冴と名乗る美少女は、得意げに胸を張った。

「貴君の言う通り、日本政府は８００兆円の資産と１３００兆円の債権を持っている。だが、８００兆円の資産の正体は、国会議事堂や国道だ。つまり、売りたくても売れないものばかりなのだ」

「じゃあ外国に貸しているお金を返してもらえばいいんじゃないっすか？　１３００兆円の債権て、ようするに利息含めて１３００兆円貸しているってことっすよね？」

　名案とばかりに、詩冴はポンと手を叩たたいた。

　けれど、早百合部長はばっさりと切り捨てる。

「無理だな。お金が無くて困っているから日本が貸しているのだ。今年日本がピンチだから耳を揃そろえて全額返せと要求したところで、外国も無い袖は振れない」

「ぐぐぐ、なかなか手ごわいっすね。あっ、でもぉ、確か日本の借金は自分で自分にしているから日本は破産しないって聞いたっすよ」

　歯を食いしばり、詩冴は、謎の食い下がりを見せる。

　その飽くなき気合いはどこからくるのだろう。

「本来は、な。だが、今回は事情が違うのだ」

「何が違うんすか？」

「では、日本の借金の仕組みを簡潔に説明しよう」

　小首どころか大首を傾かしげる詩冴と視線を合わせ、早百合部長は演説口調で語り始めた。

「まず、財政破綻とは、政府の預金がなくなり、必要な金を払えなくなった状態だ。しかし、日本円を発行しているのは政府の銀行である日本銀行、通称日銀だ。日本政府はお金が足りない分だけ、先程も説明した国債を発行して日銀などに買い取ってもらい、予算を調達できる。この買い取ってもらった分が借金だ」

「ん～？　待ってください。でも日銀て、政府の銀行なんすよね？」

　詩冴は、両手の拳を頭にグリグリと押し付けて悩んだ。

「つまり、これが自分で自分に借金をしている、という言葉の正体だ」

　早百合部長は、ぴんと人差し指を立てた。

「例えるなら、財布を二つ持っていて、貰もらった給料はまず財布Ａに入れ、使う時は財布Ｂに移す女がいたとする。そしてこの女は、移した金の事を、財布Ｂは財布Ａに借金をしたとのたまっているのだ」

「なら今年も足りない分は国債を発行して日銀に買い取ってもらえばいいじゃないっすか？　なんで財政破綻しちゃったんすか？」

　早百合部長は嘆息を漏らして、やれやれと片目をつぶった。

「それがだな……今年は馬鹿な日銀総裁が、国債を買わないと言い出したのだ」

　それは、ニュースでも見た。

　確か理由は、借金が増えすぎてこれ以上は貸せないからだったか。

「でも今の話を聞いていると、借金はいくらでも増やせるんすよね？　どういうことっすか？」

　俺の疑問を代弁するように、詩冴は尋ねた。

「ここだけの話、とは言いつつ、既にいくつかの週刊誌で疑惑報道されているのだが……総理は日銀総裁に、次期財務大臣のポストを約束していたのだ。しかし総理は、いわゆるお友達人事で、経済の事を何も知らない、ただ長く国会議員を務めているだけの議員を財務大臣に指名してしまったのだ」

　頭が痛い、とばかりに、早百合部長はかぶりを振った。

「怒った日銀総裁は、表向きは借金が増え過ぎた為ためとは言いつつ、裏では総理が謝罪をしなければ国債を買わないと言い、総理は自身の非を認めず、お互いに振り上げた拳の落としどころがないまま新年度を迎えてしまったというわけだ。予算は前年の半分。予算は半年で尽きる。完全な財政破綻だ」

「うわ、最悪っすね。それで、なんでウチらが集められたんすか？」

　それは、俺もずっと疑問だった。超能力が経済破綻対策にどう関係あるんだ？

　早百合部長は、気を取り直して咳せきばらいをした。

「単刀直入に言おう。財政破綻した日本を、貴君らの超能力で救ってほしい」

　講堂に、一陣のざわめきが波紋のように広がった。

　──いや、だから超能力でどうやって救うんだよ？

　超能力者を主人公にした異能バトル漫画やアニメとちがって、ボスキャラを超能力でブチのめせば解決、とはいかない。

　予算不足という目には見えない元凶を、超能力でどう退治しろと言うのか。

　その疑問に答えるように、早百合部長は説明を再開した。

「今の日本を救うには、もはやただの経済政策では間に合わないのだ。半年以内に50兆円を稼げなければ、日本は国際通貨基金、ＩＭＦの管理下に置かれ、追加徴税で全国民の財産の九割を差し押さえることになるだろう。そんなことになれば貴君らの生活も破綻する。それだけは避けなければならない！」

　それも、連日ニュースで報道されている。

　日本の財政破綻は世界中に知れ渡り、日本円は外国では価値が暴落。日本円で輸入ができなくなり、輸入産業は倒産が相次いでいるらしい。

　幸い、うちの父親は輸出型企業に勤めているので、影響は少ない。

　でも、財産の九割を差し押さえられたら大変だ。

　ローンが20年も残っている家を取り上げられたら、うちはどこに住めばいいんだ。

「何の確証もなく言っているわけではない。以前から親交のあった能力者たちと話し合い、いくつかの社会問題に対して有効であることは証明済みだ。この説明会が終わり次第、一部の生徒には、こちらで用意した仕事を斡あつ旋せんしたい。受けるかは自由だが、好待遇を保証する。悪い話ではないはずだ」

「すごいっすね。あーでも、あとひとつ、なんでサユリちゃんみたいに若い官僚がシサエたちのリーダーなんすか？」

　──サユリちゃんておい呼び方。

「誰もやりたがらなかったからだ」

　──え？

「この計画は、前々から大臣たちに上申していた。だが、頭が固く保守的な官僚と政治家共は皆、失敗したらどうするだの高校生に国の大事を任せられるかだのと頑かたくなだった。だが今回、尻に火がついてそれが全身に回りそうになってやっと許可を出したというわけだ。そうして総務省に異能部が新設されたが、誰も部長をやりたがらなかったので、発起人の私がやることになったのだ」

　なんというお役所仕事だと、俺は呆あきれ果てた。

　総理と日銀総裁のやり取りもだが、この国の上層部はとことん腐りきっているようだ。

　余談だが、その国の単語を読み解くと、お国柄がわかると言われている。そして、日本では時間ばかりかかって非効率で融通の利かないことを、お役所仕事と言う。

　つまりは、そういうことだ。

　そんな俺の暗い気持ちを払うように、早百合部長は相変わらずマイクアプリによる音声送信を使わず、美声を張り上げて語り掛けてきた。

「若いリーダーで頼りないかもしれないが、だからこそ、自分の未来は自分で作りたいと思っている！　貴君らと一緒にだ！　私に力を貸してくれ！」

　デバイスを通さない肉声は、生の感情がこもっていて、彼女の熱意が伝わってくる。詩冴も感心していた。

「では、これから財政破綻に伴う問題の説明をする。貴君らの能力に合わせ、各人に斡旋する仕事内容はすでに決めてあるが、自分の能力なら解決できるというものがあれば、挙手を頼む」

　確かに、本人にしかわからない能力の活いかし方もある。

　仕事を斡旋する傍ら、本人たちの意見と希望も取り入れる。

　従わされている感を減らしつつ、俺らのやる気を刺激する、上手うまいやり方だと思う。

「まず、現状、日本は輸入がほぼ不可能になった」

「それって、日本が財政破綻して超絶円安になったからっすか？」

　──そして詩冴はまだ質問を続けるんだな……。

　説明会というか、ほとんど討論会である。

「そうだ。日本は財政破綻したのだ。そんな国の金や株など誰もいらん。今、世界中の国が日本円と日本企業の株を売りに出している。日本円の価値は10分の１以下だ。つまり、以前は１ドルの商品を１１０円で輸入できていたのに、今は１１００円以上払わないと輸入できないということだ」

「でも日本て確か、めっちゃ輸入に頼っていませんでしたっけ？」

「うむ、今、日本企業は何も輸入できず、輸入産業の会社は年内にその大半が倒産予定だ。彼らが輸入していた商品を、政府で用意して政府から買える体制を整えなければ、日本は失業者で溢あふれかえる。つまり、貴君らの親だ！」

　力を込めた最後の言葉で生徒たちに不安が走り、講堂はどよめいた。

　うちの父さんが勤めているのは輸出型企業だけど、少し不安になってきた。

　日本に失業者が増えれば不況が加速して、そのあおりを受けるかもしれない。

「というわけで、ホームレス高校生になりたくなければ死に物狂いで頑張ってくれ。具体的な数値だが、日本は毎年80兆円以上の商品を輸入していた。企業が商品を政府から買えば、今まで海外へ流出していた金銭は国内を巡るようになり景気は上向く。そして政府が50兆円以上稼げれば、予算不足も解決だ！」

　言われてみれば、輸入するってことは海外にお金を払ってモノを買うわけで、それだけ日本国内の金銭総額が減るって事だよな。

　輸入量が減れば国内が潤うのは、なんとなくわかる。

「つまり、貴君らに頼みたいのは超能力による歳出削減、及び、輸入品目の調達だ！　そして、日本の主な輸入品目は以下の通りだ！」

　早百合部長が手元の空間をタップすると、彼女の頭上に巨大なＭＲ画面が展開された。そこに、日本の輸入品目と金額が表示される。




鉱物性燃料：石油９兆円　原粗油７・３兆円　ガス７兆円　石炭２兆円

原料品　　：金属資源４兆円

食料品　　：農産物（畜産含む）６・８兆円　水産物２・７兆円　林産物１・２兆円

繊維製品　：衣類３兆円

輸送用機器：自動車１・４兆円

電気機器　：通信機３・１兆円　半導体等電子部品２・８兆円　音響映像機器１・２兆円

科学光学機器１・８兆円

一般機械　：電算機類２兆円　原動機１・３兆円

化学製品　：医薬品２・７兆円　有機化合物１・８兆円

その他　　：20兆円

「このうち、機械類と化学製品は国産でなんとかなる。むしろ国産品需要が伸びて、業界は潤うだろう。だが、【鉱物性燃料】【金属資源】【食料】【衣類】の四つはどうにもならん。それを踏まえてまとめると、調達すべき品目はこうなる」




鉱物性燃料：石油９兆円　原粗油７・３兆円　ガス７兆円　石炭２兆円

原料品　　：金属資源４兆円

食料品　　：農産物（畜産含む）６・８兆円　水産物２・７兆円　林産物１・２兆円

繊維製品　：衣類３兆円




「日本は地下資源に乏しく燃料の備蓄は僅かに三か月分。コットンは１００パーセント輸入に頼っている。食料自給率は30パーセントで食料の七割を輸入に頼っている上に、農作物や家畜は今日明日で育つものではない」

　どれも、俺のテレポートでどうにかなるものじゃないな。

　──あえて言うなら、テレポートでモノを送れば輸送燃料の節約になるかな？

「それと冷凍肉の在庫の都合上、来週以降、スーパーの肉売り場は閑散として値段も数倍に跳ね上がるだろう。今ある冷凍肉を計画的に市場へ流し、それでもいつまで持つか、という状況だ」

「あ、食料なら多分なんとかできるっすよ」

「ほう、早速だな。確か貴君は留萌るもい詩冴、能力は【ハーメルン】。人間以外のあらゆる生物を操るのだったな？」

「はいっす。確か日本って、オオカミちゃんが絶滅したせいでシカちゃんとイノシシちゃんが大量発生し過ぎて、畑への被害と環境破壊が進んでいるんすよね？」

　それは、前にテレビで見た。

　天敵のいなくなった鹿と猪いのししは無制限に増え、畑を荒らしまわり森や山の緑を食い尽くしているらしい。

　確か、鹿は５００万頭、猪は１８０万頭くらいいるんだったかな。

「だから、シサエの能力で半分ぐらい捕まえるんす。元からジビエで鹿肉と猪肉は食べますよね？」

「それは良いな。頼めるか？」

「任せて欲しいっす♪」

　詩冴は指を三本立てたスリーピースを目元に当てて、明るく笑った。

　ノリは随分と軽いけど、結構知識もあるし頭のいい子だと思う。

　──もしかして、さっきから早百合部長に質問しまくっているのも、討論形式の方が、みんなに伝わりやすいと思ってわざとか？

　考え過ぎかもしれないが、考え過ぎてしまうぐらい、詩冴の言動は理に適かなっていた。

　──ん？　待てよ。

　あることに気が付いた俺は、自然と口が開いた。

「なぁ、留萌の能力って外来生物だけ集めたりできるのか？」

「できるっすよ。シサエの能力は半径10キロ以内の生物を操るんすけど、対象はシサエが決められるんで。ていうかシサエのことはシサエって呼んでくれないとイヤっす」

　舌先を出してウィンクを飛ばしてきた。

　──随分とフレンドリーだな。

「わかったよ。それで早百合部長、確か前に見たテレビだと、日本中で問題になっている外来生物って食べられるのが多いらしいんですよ。食糧難なら例外的に食料にできたりしませんか？　キョンとかブラックバスとかウシガエルとか」

「そうだな。環境省に打診してみよう。外来生物がいなくなれば環境問題対策の予算も節約できる。渡会錬徒、貴君のテレポートで詩冴を日本中の至るところにテレポートで運んでやれ」

「え!?　レントちゃんテレポーターなんすか!?　初めて見たし聞いたっす！　放課後は二人でご当地巡るっす！」

「旅行かよっ」

　ちょっと語気を強めてツッコんだ。

　その一方で、俺もちゃんと役に立てるようで安心した。

　──でも、言われてみるとテレポーターって聞いたことないな。

　フィクションでは割とありふれた能力だけど、知っている限りではいない。もしかすると、俺が史上初のテレポーターなんじゃないだろうか？　何それカッコイイ。

　ちょっと気分が上がった。

　その後も、次々手が挙がって、みんな自分の能力で解決方法を提案していった。

　それらを早百合部長がまとめ、手元の空間を手早くタップしていった。

「流石だな。皆、自身の能力を上手く扱っている。では、皆の意見をまとめよう」

　早百合部長の頭上に展開されている、ＭＲ画面の表示が更新された。




　●鉱物性燃料・金属資源

　・【探知】で未発見の鉱脈を探す。

　・それを【地形操作】で掘り起こす。

　●食料

　・【ハーメルン】で野生動物を集める。

　・【サイコキネシス】で農地開拓。

　・【植物操作】で農作物の生育を促進させる。

　●林産物（食料以外）

　・木材は国内の杉を切り、【水分操作】で瞬間的に乾燥させて木材にする。

　●医薬品

　・国産品の量産体制が整うまでは、治療系能力者たちを各地の病院へ派遣する。

　・化学反応促進系能力者たちを工場へ派遣して医薬品の製造を後押しする。

　●歳出削減

　・【探知】【サイコメトリー】【念写】で事件を解決し、警察の捜査費用を削減する。

　・【ハーメルン】で外来生物を集めて、環境対策費を削減する。




「では諸君、各自の仕事について、別室で詳しい説明をするので、能力別に集まってくれ」

　そう言って、早百合部長は金属班、燃料班、食料班などに俺らを振り分けた。みんな、席を移動したりステージの前に集まる。

　俺らも、朝倉は金属班、我妻は警察班、俺と詩冴は食料班に振り分けられた。

　けど、坂東を含め、それなりの人数の生徒は一向に呼ばれなかった。

「では金属班は第一会議室、燃料班は第二会議室、それから──」

「ちょっと待ってくださいよ早百合部長！」

　最前列に座っていた坂東が、声を大にして立ち上がった。

「なんだ、坂東亮悟」

「なんだって、いや、オレらは何をするんですか？」

　苛いら立だたしげな坂東に、早百合部長は冷静に返した。

「まだ呼んでいないのは、貴君を含めて、全員戦闘系能力者だ。貴君らには要人警護の仕事を斡あつ旋せんする予定だ」

「要人警護？　あぁはい、ＳＰって奴やつですね」

　途端に、坂東は機嫌を直して制服の襟を正した。

　そして、ステージ前に集まる俺にドヤ顔を向けてきた。

「じゃあ渡会、オレは要人たちと国事に励むから、お前は食料調達よろしくな。山は虫が出るから気をつけろよ」

　遠回しな嫌いや味みだ。

　自分が都会で上流階級の人たちと交流する間、お前はド田舎で鹿や猪相手に土にまみれていろと、坂東はそう言っているのだ。

「安心するっすよレントちゃん。あの悪党ヅラが老人会でよろしくやっている間、レントちゃんは巨乳で可愛かわいいシサエと全国巡りするっす♪」

　細い腕でフランクに俺の首を抱き寄せて、詩冴はぐっと親指を立てウィンクをくれた。

　我妻に手を握られた時とは違い、ドキドキよりも呆あきれが先立った。

「お前は初対面の男子相手によくもまぁそこまで気さくにやれるな」

「レントちゃん、千里の道も一歩から、ズッ友も初対面からっすよ」

「じゃあ一歩目を刻めよ！」

「たっはー！　レントちゃんツッコみ厳しいっす！」

「なんで喜んでいるんだよ!?」

　色素の無い、いわゆるアルビノで、髪も肌も儚はかなげな白で瞳は神々しい真紅なのに、詩冴は漫才芸人のようにテンションが高かった。

　外見と性格は関係ないんだなぁ、としみじみ思う。

「なお、仕事の特性上、要人警護の任についてもらう者には、精神鑑定としてサイコメトリー検査を受けてもらう」

　早百合部長の一言で、坂東と他の戦闘系能力者たちの顔が凍り付いた。

　さっきまでみんな、坂東みたいに誇らしげだったのに、今はばつが悪そうに顔の向きを彷徨さまよわせている。

「な、なんでそんなことする必要があるんですか？　普通に精神科医と面談すれば良くないですか？」

「何を言っている？　サイコメトリーのほうがより確実だろう？　戦闘系能力で過去に暴力事件を起こしているような人物を、要人の側に侍はべらせるわけにはいかないからな。それに、後になってから過去のスキャンダルが発掘されても面倒だ。サイコメトリー検査を受けないのであれば、要人警護の仕事は斡旋できないぞ」

「っ、なら、自衛隊や警察の仕事はないんですか？　正直、そこらの犯罪者なんて目じゃないですよ。なんなら能力者だけの特殊部隊を編成するとか」

　坂東の案に、他の戦闘系能力者たちも前のめりになる。

　けれど、早百合部長はにべもない平静な態度を返した。

「貴君らでは力不足だ」

「え？」

「漫画やアニメではないのだ。能力者の戦力では役に立たないし不便なのだ」

　けんもほろろに切り捨てられた坂東は、頬ほおを引き攣つらせながら、無理のある愛想笑いを作った。

「な、なにを言っているんですか？　オレは氷帝と呼ばれる最強の氷使いですよ？　オレに勝てる奴なんて、同じ能力者でもそうそういませんよ」

「貴君のアイスキネシスは、機関銃やロケットランチャー、スティンガーミサイルや戦車や戦闘機や戦闘ヘリやその主砲、ミサイルよりも強かったり防げるのか？」

「えっ!?　それは……」

「警察になるには警察学校で法律や各事件への適切な対処法など、多くを学び、覚え、訓練をしなくては現場では使えない。そも、警察の仕事は事件の解決であり、凶悪犯との戦闘行為はごく一部。それも、機動隊やＳＡＴなどの特殊部隊がいる。氷や炎を操るなどの力を持つ学生の出番は無い」

「じゃあ、なんで要人警護はできるんですか？」

「箔はく付けだ」

「箔付け？」

「そうだ。戦闘系能力者の能力は見た目が派手だからな。良い抑止力になるだろう」

「ッッ、でも、他に何かあるでしょう？　オレのアイスキネシスは、いつでも自由に瞬間的に氷を作り操れるんですよ！」

　坂東の声は徐々に熱がこもり、言葉遣いも荒くなり、優等生のメッキが剥はげていく。

　そんな坂東を見下げ果てるように、早百合部長の視線は冷たく、声音は漂白されたように無機質になっていく。

「氷が必要な現場には製氷機が常備してある。氷が必要になる度、貴君を呼び出すのは非効率だ。それとも貴君は、一日中現場待機するのか？」

　坂東は、何も言えなかった。

「時と場所を問わず身一つで事を成せる貴君ら能力者の力は素晴らしい。だが、本人がその場にいないと使えないのが最大の弱点だ。残念だが、貴君を現場待機させておくなら、製氷機を一つ置いたほうがいい。他の能力者についても、電気能力や火炎能力は家庭レベルでなら電気やガスの節約になるが、発電所で活躍するのは難しいだろう。今後、欲しがる企業を募るつもりではあるが、今すぐ斡旋できる仕事は要人警護だけだ」

「～～～～ッ」

　坂東は、怒りと絶望が入り混じった複雑な表情で椅子に座ると、現実逃避をするようにうつむいた。

「オレに仕事がない？　渡会ですらプロジェクト入りしているのに、オレがメンバーから外された？　フザケるな……」

　押し殺すような声で言ってから、坂東は上目遣いに俺のことを睨にらみつけてきた。

　その視線が気持ち悪くて、俺は顔を背けた。

　そんな坂東をまるでいないかのように、何人かの戦闘系能力者が、坂東の横を素通りして前に出てきた。

　きっと、坂東とは違い、自分の行いに自信があるんだろう。

　それだけで、善良な人なんだろうと、好感が持てた。

　でも、後ろめたいことでもあるのか、ほとんどの生徒は、サイコメトリー検査に尻込みして、座ったままだった。

「食料班の人はこちら、第三会議室に移動になりまぁす」

「ほらレントちゃん、早く行くっすよ」

「お、おう」

　詩冴は気さくに俺の肩を引くと、ニカリと笑った。

　俺は彼女の作った流れに乗るようにして、講堂から、そして坂東から逃げた。




　　　　◆




　翌朝の学校で、俺は教室に着くなりクラスメイトたちに取り囲まれた。

　みんな、好奇心に眼めを輝かせている。

「おい渡会、昨日のあれって、最近ニュースでやっている能力者招集だよな!?」

「国家プロジェクトって何!?　どうやって日本を救うの!?」

「つうかお前テレポーターって本当かよ!?」

「絶対遅刻しないし超便利じゃん！」

　──言われてみるとそれもそうだな。普通に歩いて登校して損した。

　とは思う一方で、日常的に使うのはやめようと思う。

　移動先の人からすれば突然空間に人が現れるわけで、びっくりさせてしまう。

　それに、なんだかダメ人間になりそうで怖い。

　運動不足で不健康になる自分を想像して、寒気がした。

「なぁ渡会、もったいぶらないで教えてくれよ！」

「あ、あー」

　人生の中で、こんなに興味を持たれたのは初めてで、なんだか慣れなかった。

　同時に、クラスメイトの手の平返しに腹が立った。

　だから、あくまで追い払うために返事をすることにする。

「詳しくは言えないんだけど、俺らの力を社会に役立てようって話だよ。それぞれの能力に合った仕事を斡旋してもらって、今日から仕事だ」

「渡会君はどこで働くの？」

「いや、俺の仕事は、能力者たちを仕事現場に送る送迎任務だ。総務省そのものが仕事場ってことになるらしい」

『おぉぉぉおおおお』

　と、感嘆の声が教室に充満した。

　人垣の奥で、何人かの生徒が囁ささやき合った。

「総務省って何？」

「とにかくお偉いさんたちが働く場所だよね？」

「防衛省とか文部科学省とか財務省とか？」

「総ってついているし、なんか凄そう」

「渡会の奴どんだけ出世してんだよ！」

　くるりと俺へ振り向くと、みんな、空中にＭＲ画面を展開した。

『渡会君、ちょっと連絡先──』

「あ、坂東おはよう」

　男子生徒の一言で、みんなは口を閉じた。

　ボス猿の登場に、全員そろって興味の矛先を変えた。

　一斉に俺から離れて、反対側のドアから入ってきた坂東へ群がった。

「おい聞いたぞ坂東！　お前ら社会のために政府にスカウトされたんだろ!?」

「渡会は総務省で働くらしいけど、坂東はどこだ？」

　最初、不機嫌そうな顔だった坂東は一瞬で表情を取り繕った。

　また、いつものように大きな態度で前髪をかき上げた。

「オレら戦闘系能力者の仕事は要人警護だ。誰を護衛するかは、そのうち辞令が下りるだろうけど、政治家か皇族か、そういや国民的スターも、要人と言えば要人だよな」

　──いや、お前はサイコメトリー検査拒否したから仕事ないだろ。

「すげぇ……」

「さっすが坂東！」

「あ、あのさ、もしも大物芸能人の護衛役だったら、すぐに教えてくれよ」

　坂東の言葉に色めき立つクラスメイトたちの姿に、俺はげんなりとした。

　客観的に見るとよくわかる。

　力に群がっている人間は、すごく醜い。




「あ、おはよう渡会君、なんだか凄すごい騒ぎだね」

「おう、朝倉」

　廊下から、朝倉が俺に挨拶をしてきた。

　彼女は隣のクラスだから、うちのクラスを通り過ぎる時、入口近くにいる俺の姿が見えたんだろう。

　彼女はドア枠に手をついて、うちの教室を覗のぞき込んだ。

「坂東君、相変わらず人気者だね」

「まぁ、そうとも言えるのかな……」

　幼い頃から、坂東は常に学年のリーダー格だった。

　それを人気者、という言葉で表現していいのか俺が疑問に思っていると、彼女はすぐに坂東から視線を外した。

「そうだ。それでね渡会君、私も今日からお仕事だから、学校が終わったらテレポートで一緒に総務省に連れて行ってくれる？」

「ん、いいぞ。どうせ行き先一緒だしな」

　俺が頷くと、朝倉はにこやかにほほ笑んだ。

「ありがとう。えへへ、持つべきものはテレポーターの仲間だね」

「ピンポイント過ぎる特徴だな」

「そういえば今のところ、国内のテレポーターって渡会君だけらしいね」

「いそうでいない能力ってことなんだろうな」

　俺らの会話に気づいた生徒が、羨ましそうな声を上げた。

「うぁあああ、いいよなぁ坂東たち。高校生で社会のための国家プロジェクトに参加して勤務先が総務省で放課後はテレポーターの送迎。なんだよそのスーパー戦隊ぶりはぁ……」

「おいおいひがむなよ」

　坂東は自慢げに鼻で笑った。

　その顔がムカついたので、俺は仕返し覚悟で事実を言うことにした。

「は？　いや俺、坂東はテレポートで送らないぞ」

『え？』

「ッ、渡会テメッ」

　みんなの表情がニュートラルになって、坂東の顔が強こわ張ばった。

「坂東は要人警護の仕事から外されたから、プロジェクトには参加してないんだ。なぁ、朝倉？」

　俺一人では信用して貰えるかわからないので、申し訳ないと思いつつ、朝倉を巻き込ませて貰う。

「あー、うん、まぁそうだね」

　朝倉の視線が、気まずそうに俺と坂東の間で揺れた。

　今の発言が、坂東の立場を悪くすることを気にしているのかもしれない。

　でも、俺は嘘うそを言っていないし、悪いのは嘘で人気を得ようとする坂東だ。

　みんなの、居心地の悪い視線が坂東に集まった。

　坂東は、語気を荒らげて言いつくろった。

「今はまだってだけだ。氷帝の異名を持つこのオレを、プロジェクトから外せるわけないだろ？」

「じゃあ仕事が決まったら教えてくれ。朝倉と一緒に総務省に送るよ」

「だ、大丈夫だよ坂東君。仕事なんてきっとすぐに斡あつ旋せんしてもらえるよ。だって国会議員だけでも衆参合わせて７１３人もいるんだから」

　朝倉は優しくフォローするも、今の坂東には逆効果だった。

　悔しそうに歯は噛がみをしてから、坂東は硬すぎる笑みで、朝倉に愛想を振りまいた。

「勘違いしないでくれよ朝倉。オレはわざと断っているんだからな。すぐに飛びついても安く見られるしな。大臣クラスの護衛を任せるに値する能力者がいなくて困っている時に、満を持して名乗り出てやるさ」

「そうなんだ。じゃあ、その時が来たらみんなで総務省に行こうね」

「そうだな。じゃあそれまでは、せいぜい最後の自由を満喫させてもらうよ」

　言って、坂東は堂々とした足取りで、自分の席に座った。

　けれど、もう誰も坂東に群がろうとはしなかった。

　みんな、俺と坂東を値踏みするように見比べていた。

　俺と坂東、どっちに付こうか考えているんだろうけど、悩むだけ無駄だ。

　俺は最初から、坂東みたいにお山の大将を気取る気はない。

　媚こびを売られても気分が悪いだけだ。

「それじゃ渡会君、また放課後にね」

「ああ」

　俺は自分の席に着くと、周囲の人間にも見えるＭＲ画面ではなく、自分にだけ見えるＡＲ画面を開いて、ネットサーフィンを始めた。




　　　　◆




　放課後。総務省に到着した俺は、詩冴よりも先に、他の能力者たちを各仕事場へ送るよう、早百合部長に言われた。

　一番手は、金属班の朝倉だった。

　早百合部長に指定されたのは、太平洋に面した、とある港だ。

　目の前には青い海が広がり、背後にはゲームや映画でしか見ないような倉庫街がどこまでも広がっていた。

　春の暖かな潮風に、朝倉のハーフアップにした長い黒髪がなびいた。

　一瞬、その姿を綺麗だと思いながら、俺は潮風を吸うように鼻をすすった。

「ここが朝倉の仕事場か？　誰もいないぞ？」

「うん、厳密には、あの貨物船の中だね」

　そう言うと、朝倉は俺を誘導するように停泊中の貨物船の影へ駆け込み、船の側面へと小走りになった。

　──それにしても、凄い船だな……。

　埠ふ頭とうに広大な影を落とす船舶を見上げながら、彼女の後ろについていく。

　すると、貨物船は巨大な側面ハッチが開きっぱなしで、ハッチの端が海水に浸っていた。

「あの中にテレポートして」

　朝倉は、気さくに俺の手を握ってきた。

　──詩冴もだけど、男子の手を簡単に握れる女子って凄いな。

　ビッチは除くけど、詩冴も朝倉もちろんビッチじゃない。普通の女の子だ。

　それだけ人懐っこいというか、コミュ力があるのだろう。

　朝も、学校で仲がいいわけではない坂東のフォローを入れていたし。

　言われるがまま、二人で貨物室の入口にテレポートする。

　テレビのチャンネルが変わるように、視界が切り替わった。

「さすがに広いな」

　貨物室の中は体育館よりもずっと広くて、奥は遥か向こうだ。

　──全長１００メートルはありそうだな……。

「それで朝倉、こんなところで何をするんだ？」

　早百合部長は、詳しくは向こうで朝倉から聞いて欲しいと言っていた。

　合同庁舎では話せない理由でもあるのだろうか？

「私は金属班だからね、海から、金属を抽出するんだよ」

「え？」

　俺が驚いている間に、朝倉は海の方へ向かって歩き出した。

　海に向かって大きく口を開いたハッチ。

　その端には座り心地の良さそうなソファと、テーブルが置かれている。

　ソファに腰を下ろすと、朝倉は靴の先で、タンと床を蹴った。

　刹那、彼女の足元がスパークした。

　電流のような光は床、ハッチ、そして海へと消える。途端に、海の水が一斉に船内へ押し寄せてきた。

「おわっ!?　え？」

　驚いて一歩引いてから、俺は首を傾かしげた。

　海水が登ってきたかと思えば、ソレは銀色をしていた。

　銀色の細い川が、床の上を何本も走っていく。いや、何な故ぜか二本だけ、色が違う。

　一本は金色で、一本は赤っぽい。

　その光景を、俺が目を丸くして追っていると、朝倉の優しい声が説明を始めてくれた。

「これが、私の仕事だよ。私の能力は、物質の分解と再構築をする【リビルディング】。知ってる？　海にはね、92種類の元素が溶け込んでいるの。その中には鉄も銅も金も銀もプラチナも入っている。金なんて、今まで人類が掘り起こしたのが24万トンなのに、海には50億トンも溶けているんだよ」

「そんなにか!?　じゃあ何で誰も採取しな、いや、濃度が薄いのか」

　俺がすぐに気づいて訂正すると、朝倉は、生徒が１００点を取った担任のようにっこりと笑った。
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「正解だよ。なにせ海水１トンあたり１ミリグラムしか含まれていないからね。海水を蒸発させる燃料費のほうが莫ばく大だいにかかっちゃうよ」

　鈴を鳴らすように、コロコロと笑う朝倉にはあざとさがなかった。素直に可愛くて、しばらく眺めていたくなった。

　──朝倉みたいな女子って、実在するんだな。

「あの金色のは金で、赤っぽいのが銅、あとの銀色のやつは、他の金属ってわけか」

「そういうこと。それで渡会君には悪いんだけど、今から10分おきに戻ってきて、インゴットをそれぞれ別の倉庫内にテレポートさせて欲しいの」

「だからこの港なんだな」

　どこまでも続く倉庫街を思い出しながら頷うなずいた。

「さっき、早百合部長からもらったファイル、開いてみて。そこに地図情報が載っているはずだから」

　言われた通り、ＭＲ画面を展開して早百合部長から受け取ったファイルを開くと、倉庫街の見取り図が視界いっぱいに広がった。

　無数の倉庫には、倉庫番号と、何の金属をテレポートさせるのかが記載されていた。

　首を回して、チラリと倉庫の奥を見やった。

　金属別にインゴットがピラミッド状に積み上がり、その高さは成長の一途を辿たどっている。

　あの勢いなら、10分後にはこの広い倉庫も満杯になりそうだ。

「だけどね渡会君、このことは他言無用でお願い」

「それは、悪用されないようにか？」

「それもあるけど、もしもこのことが世間にバレたら、きっと世界のパワーバランスを考えた各国は国連に働きかけて、海水の利用を制限するでしょ？　それでもいつかはバレちゃうと思うけど、それまでにどれだけの金属を回収できるかが問題だね。私の仕事は表向き、都市鉱山から金属を回収するってことになっているけど、廃品の中に含まれる金は８０００トンだもん。量が違い過ぎるよ」

　都市鉱山。

　確か、家電とかの機械ゴミに含まれる金属を、鉱脈に見立てた言い方だったかな？

「だからね」

　朝倉はソファから立ち上がると、やわらかい足取りで歩み寄ってきた。

「このことは、みんなに秘密だよ」

　ウィンクと笑顔に、俺は一瞬、棒立ちで固まってしまった。

　それぐらい、朝倉の笑顔は魅力的だった。

　別に、朝倉のことが好きなわけじゃない。

　ただし、犬が可愛かわいいとか、富士山が綺麗だとか、音楽に聞き惚ほれたり、視聴覚情報に魅力を感じる心ぐらい、俺も持っている。

　だから、朝倉の包容力溢あふれる声と柔和な笑みにイイナと感じても、これは仕方ないのだと自分に言い訳をした。

　だけど、どれだけ言い訳をしようと、俺が彼女と秘密を共有することで、一種の達成感と優越感を感じてしまうことは誤ご魔ま化かしようがなかった。

　──俺も所詮男か。

　早百合部長も知っているだろうし、何も俺と朝倉だけの秘密、というわけでもない。なのに馬鹿な話だと、軽い自己嫌悪になってしまう。

　でも、この感覚は嫌じゃなかった。




　　　　◆




　港から総務省に戻った俺は、我妻らサイコメトラーたちを警察署へ送り届け、他のメンバーも、それぞれの仕事場へ送った。

　そうして最後に残ったのは、何十か所も回らなければならない、詩冴だ。




「ここが最初の場所っすね」

　俺と詩冴は、東京都内のとある山中にテレポートしていた。

　朝倉の仕事場は潮風香る海だったけど、詩冴の仕事場は深い緑と土の匂いに包まれた、森林浴スポットだった。

　４月の山中は草花が咲き乱れ、枝葉を見上げれば、リスの親子が走り抜ける貴重な姿が見られた。

「ああ。ここから順に十数キロずつズレて力を使えば、ローラー作戦式に東京中の動物を操れるはずだ。そういや今、気づいたんだけど、山の上で能力使ったら、ふもとの動物を効果範囲に収められないんじゃないのか？」

「それは大丈夫っすよ。【ハーメルン】の効果範囲の半径10キロはドームや球状じゃなくて、円柱っすから。厳密には半径10キロ、高さ上下10キロずつの円柱空間が効果範囲なんすよ。だから山の形や高さに関係なく、すっぽりシサエの手の内っす♪」

「ならいいけど、【ハーメルン】てどれぐらい持つんだ？」

「一瞬でも効果範囲に入ったら半年ぐらいは効き続けるっすよ。能力を使うのやめたら効果切れなんてオチはないんで安心してくださいっす♪」

　詩冴はなぜか、両手を挙げたバンザイポーズで笑った。

　そして、八重歯が可愛いという、どうでもいいことに気づいた。

「今更だけどお前の能力チートだよな。効果範囲といい時間といい、もうレベル１００って感じだぞ」

「実家にいたときから10年以上毎日使いまくってますからねぇ。レベルキャップなんてもう越えているっすよ」

　指を三本立てたスリーピースを目元に当てながら舌を出して、「キラリン」とかふざける詩冴。

　本当に、どこまでもテンションの高い子だ。

　最初は、パリピなうぇーい系かと思った。

　けど、坂東みたいないかにも強そうな奴やつに媚こびず、初対面から悪党ヅラ呼ばわりしたりするので、俺の好感度はかなり高い。

　きっと、単純に明るく人好きな子なのだろう。

「それじゃあ早速行くっすよレントちゃん！」

　両手で拳を作り、肘をわき腹につけ、足を広げて仁王立ちすると、詩冴は純白のツインテールを震わせながら、あらん限りの力を込めて叫んだ。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお燃えろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおシサエの中の何かぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」

「お前はどこの少年漫画時空から来たんだよ!?」

「え？　だってせっかく誰もいないんすから、第二形態に覚醒する練習をする絶好の機会じゃないっすか？　シサエは実家にいた時から山や森にいくたび猛練習していたっすよ」

　と、説明しながら、国民的マンガ主人公たちの必殺技ポーズを、次々披露していく。

　ナントカ波や、ナントカ拳のポージングをやり終えると、詩冴はくわっと目を剥むいた。

「あっ!?　二人いればフュージョンできるっす！　レントちゃん！　シサエと合体するっす！　エロくない意味で！」

「逆にエロいわ！」

　俺がツッコミのチョップを脳天に食らわせるジェスチャーをすると、何故か詩冴は上機嫌に喜んだ。

「えへへ、じゃあそろそろ真面目にやるっすよ」

　また、握り拳で肘をわき腹につけて、漫画の主人公がスーパーモードに変身しそうなポーズで叫ぶ。

「半径10キロ以内の野生のシカ、イノシシの半分！　及び、全野生外来生物は消化器官の中身を空っぽにしてから近くの食肉加工工場まで移動するように！　なお、シカとイノシシは年齢の高い順に、ただし子育て中の個体は除く！」

　途端、山がにわかにざわめいた。

　一方で、詩冴はなにごともなかったように、くるりと振り返った。

「これでＯＫっすよ。じゃあ次のポイントに行くっす」

「おう」

　消化器官を空っぽにするのは、解体するときに邪魔だから、そして移動中、町を通るから、道路が動物のフンだらけにならないようにだ。

　あと、年齢順なのは、絶滅に配慮してだ。

　全部、俺、詩冴、早百合部長で話し合って決めた。

「えーっと、次のポイントは……」

「あ、シカちゃんっす♪」

　俺がデバイスでＭＲ画面を開いて地図を確認しようとすると、茂みの中から、立派な牡お鹿じかが出てきた。

「君はちょ～っとこっちに来るっすよ」

　詩冴は牡鹿を招き寄せると、大胆にも角を握りしめて、その背中にまたがった。

「ライドオン！　レントちゃん、スクショして欲しいっす！」

「え？　おう？」

　あまりにアクティブな行動に度肝を抜かれつつ、俺は言われるがまま、視界スクショで撮影した。

「うへへ、これでまたシサエのライドオンフォルダが潤うっす♪　目指せ全動物制覇～♪」

「お前、前々からこんなことしてたのか？」

　詩冴は、牡鹿の背中から降りて頷いた。

「はいっす。自分、実家が北海道でこの春にパパの転勤で引っ越してきたんすけど、北海道の動物は制覇したから、今度は本州の動物を制覇するっす」

　──北海道出身で白い髪と肌って、イメージまんま過ぎだな……。

　空中にＭＲ画面を展開すると、詩冴は俺に画像フォルダを見せてきた。

「これがエゾシカちゃん、これが道産子馬ちゃん、これがキタキツネちゃん」

　どの写真も、動物の背中に詩冴がまたがり、無邪気に笑っていた。

　どれも、アイドルやモデルの営業スマイルじゃない。心の底からの笑顔だとわかる魅力があった。

　この年齢で、赤ちゃんもかくやというほど天てん真しん爛らん漫まんに笑えるのは、もはや才能だと思う。

「そしてこっちが」

　詩冴の白い指先が、ＭＲ画面をスライドさせた。

「５歳の時に撮ったエゾヒグマちゃんとのスクショっす♪」

「ッッ!?」

　俺を絶句させた画像に映っていたのは、ボスモンスター然とした怪物だった。

　まずデカイ。

　背中にまたがる詩冴が５歳児であることを考慮しても、まるでおひな様のように小さく見える。

　濃密な剛毛越しにもわかる重厚な筋肉の隆起──移動要塞かな？

　分厚くも鋭利で先端が尖とがり、湾曲した長い爪──ニンジャのかぎ爪かな？

　太すぎて頭と胴体を一体化させてしまう首──巨木の幹かな？

「ちょっと待て、何かがおかしい。俺の知っているクマと違う。これはあれか？　ＣＧのフェイク画像か何かか？」
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「え？　あーあれっすね、レントちゃんが言っているのはツキノワグマのことっすね。これは北海道固有のエゾヒグマってクマっすよ」

　あっけらか～んと、詩冴は笑った。

「エゾヒグマ？」

「そうそう。ツキノワグマは大体体長１１０センチで体重80キロのチビクマちゃんで」

　──体重80キロはチビクマなのか？

「エゾヒグマは大きい子だと体長２７０センチ体重４００キロ、噛む力は８００キロ、走るスピードは時速65キロ、川を泳ぎ木に登り、牛やライオンはワンパンキルで頭蓋骨でライフルの弾を弾く、別名山神キムンカムイっす」

「バケモンだろ！　北海道の生態系レギュレーションどうなってんだよ！　そんな奴がそこら辺を闊かつ歩ぽしてるとか北海道怖すぎるわ！」

「いやいや、それは本州の人の勘違いっすよ。いくら北海道でもクマがそこらへん歩いているわけないじゃないっすか。ときどき山のふもとの町に降りてきてニュースになるぐらいっすよ」

「エンカウント率の話はしてねぇよ！」

「それにしても本州の動物はちっちゃくて可愛かわいいっすね。北海道の動物ってみんな大きくてモフモフのプクプクっすから。おーよちよち」

　俺のツッコミを華麗にスルーして、詩冴は牡鹿の頭をなで始めた。

　ちょっと寂しい気分になる。

「モフプクも可愛いけどな、ていうかその可愛いのをお前は食肉加工工場へ送るのはいいのか？」

「うん？　そんなこと言ったらレントちゃんだってヒヨコちゃんやコブタちゃんは可愛くないっすか？」

「それは……」

「この辺の感情はわからない人には一生わからないと思うんすけど、動物が好きで可愛いのと食べるのは何も矛盾しない感情なんすよ。ていうか他の生き物を食べるのは自然な行為でそれに善悪をつけるのが傲慢なんすよ。それに動物を食べるのは残酷で植物を食べるのは残酷じゃないってのはダブルスタンダードでしょ？」

　牡鹿を愛めでながら、詩冴の笑顔は落ち着いた雰囲気に変わる。声も、どこか大人びた、穏やかな語調になる。

「ただ一つ言えることは、畜産家はみんな、牛や豚を可愛がっているし、この子らに養って貰もらっているって姿勢でお世話しているっすよ。社畜、なんて言葉があるけど、家畜のほうが何万倍も愛情と敬意をかけて貰っているんす」

「ッ」

　そう語る彼女の横顔に、一瞬、ドキリとさせられた。

　今の詩冴は、無償の愛で全てを受け入れる聖女のように、慈愛に満ちていた。

　そして、彼女は俺の方をまっすぐに見つめて言った。

「それにぃ、レントちゃんだって可愛い子ほど食べたくなるでしょ？　性的な意味で」

「台無しだよ！」

　詩冴は、よこしまな欲望にまみれた邪悪な顔で笑った。

「サユリちゃんのおっぱいハンパないっすよね。あ、レントちゃんと一緒にいたミイナちゃんとマイコちゃんもマジ巨乳で驚いたっす」

「朝倉や我妻をそういう目で見るなよな」

　両手の指をわきわきとみだらに動かす純白のアルビノ女子に、俺はツッコんだ。

「いやいや、シサエは自分よりおっぱい大きい人をリスペクトしてるだけっすよ？　ほら、巨乳ってご利益ありそうでしょ？」

　言いながら、詩冴が両手を頬ほおに当てて身をくねらせると、彼女の胸が大きく揺れた。それを見ないようにしながら、俺は彼女の手をつかんだ。

「はいはい、お馬鹿言ってないで次の現場に行くぞ」

「ぃやん、冷たくしちゃいやっす♪」

　──次の現場に行ったら、すぐ朝倉のところへ避難しよう。もうすぐ10分経たつし。

　沈鬱なため息をつきながら、俺はテレポートをした。




　　　　◆




　ローラー作戦で東京都内の山全てを効果範囲にし終えたのは、夜に近い十八時だった。

　詩冴と総務省に戻った俺は、すぐさま各地の能力者たちを迎えに行った。

　最後に、貨物船の金属ピラミッドを全て倉庫にテレポートさせてから、朝倉を総務省に連れ戻した。

「二人ともお帰りっす」

　講堂には、まだ詩冴が残っていた。頭の上に瓶を載せて、バンザイポーズをしている。器用な奴やつだ。

「どうした？　早百合部長に成果報告は済んだのか？」

「済んだよー。だから二人とコレ、食べようと思いまして♪」

　詩冴が頭の上から降ろしたのは、高級ハチミツの瓶だ。

　朝倉が尋ねる。

「あれ？　どうしたのそれ？」

「今日の仕事先で貰ったんす。レントちゃんのアイディアで養蜂所からミツバチちゃんらの天敵を一掃しつつ、ミツバチちゃんたちに頑張るよう【ハーメルン】かけたんす。そしたら経営者さんがお礼にって。水みず飴あめで水増しされていない純度１００パーセントの高級品っす。これからシサエの家でハニートーストにアイス載せて食べるっす♪」

　瓶を頭の上に載せてくるくる回る。その姿は、高校一年生とは思えないほど幼いが、彼女がやるとあざとさや演技臭さを感じない。

　まさに、天然で天然なのだろう。

「三人でって、俺もか？」

　他人の家に、まして女子の家に誘われるのなんて初めてなので、疑念と警戒心を持ってしまう。

「んあれぇ？　どうしたんすかレントちゃん？　もしかして悪いこと考えてます？　性的な意味で」

「女子がそういうことを言わないっ」

「おーっと、今のは問題発言すよセクハラっすよ男女差別っすよ、というわけでレントちゃんは慰謝料としてシサエをおうちまでテレポートで送るっす」

「あ、お前。さてはそれが狙いだな」

　総務省の庁舎から家まで帰るのが面倒なので、俺に送らせるつもりらしい。

「さぁ～て、それはどうっすかね～」

　詩冴は、その場で怪しげな笑顔を浮かべた。でも可愛い。

「ねぇ詩冴さん、私もいいの？」

「いいっすよ、レントちゃんのフレンドはシサエのフレンドっす」

「え？」

　俺は戸惑った。俺と朝倉は友達じゃない。

　でも、今は同じチームと言えなくも無いし、秘密を共有しているわけで、友達じゃない宣言をするのもはばかられた。

　すると、俺が答えを出す前に朝倉が笑顔になった。

「じゃあ私と詩冴さんも友達だね」

　──コミュ力高いな。

　いつもの俺なら、勝手に友達扱いはなれなれしくて好みじゃない。

　学校の指示で同じクラスに振り分けられただけで友達、連絡先知っていれば友達、という理屈は嫌いだ。

　けど、状況もあって、今だけはむしろ助けられた気分だった。

　詩冴は、甘えるように俺の左手を握ってきた。

「じゃあレントちゃん、住所教えるからシサエのおうちにＧＯっす」

　詩冴が展開したＭＲ画面に地図が表示されて、彼女は一点を指さした。

「渡会君、私もお言葉に甘えていいかな？」

「ん、ああいいぞ」

　俺が手を差し出すと、朝倉も手を握った。

　物理的に両手に花の状態で、俺は詩冴の家にテレポートしようとした。

　ソロ充を気取っていた俺だが、はたからはどう見えているのやら。

「あ、それと今、両親いないから気遣いは無用っすよ」

「え？」

　深い意味は無くても、ドキリとせざるを得ない台詞せりふを投下された直後、俺らはその場から姿を消した。
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　三日後の４月16日月曜日の夕方。

　俺と詩し冴さえは、政府の小型飛行機に乗って、太平洋を高速飛行し続けていた。

「でもいいのかよ。ここって排他的経済水域の外だろ？」

　意外とやわらかいシートに背中を預けて、俺はぶっきらぼうにそう言った。

　ちょっと調べたけど、１９５８年以降、公海での漁業は年々規制が厳しくなり、今では原則禁止だ。

「だいじょうぶだいじょうぶ♪　排他的経済水域の外での漁業は禁止っすけど、シサエたちがやっているのは太平洋のおサカナちゃんたちを日本の漁港へ誘導しているだけっすから。サユリちゃんも言っていたっすよ」




「いいか詩冴、グレーゾーンということはつまりブラックゾーンではないのだ！」




「一番権力持たせちゃいけないタイプだよな……」

　やれやれと、重たいため息をついた。

　この仕事を始めてから、なんだか前よりもため息が増えた。

　でも、不思議と前よりも楽しんでいる自分がいる。

　その原因は、どう考えても彼女たちのおかげだろう。

「と、いうわけで、レントちゃんは日本の漁獲高を上げ、食糧問題解決のために働き続けるシサエのお話相手になって接待するのが仕事っすよ」

「目を輝かせるな鼻息を荒くするな近い近い。ていうか接待って何をするんだよ？」

　全力で警戒しながら俺がへの字口になると、詩冴は拳を突き上げた。

「よくぞ聞いてくれたっす！　ずばり、シサエ式青春の方程式を聞いて感想が欲しいっす！　ではまずは第一部、男女の友情は成立するか第一章一節まえがき」

「それ、トイレ休憩はくれるんだろうな？」

「オヤツタイムはつくっすよ」

　俺が苦笑を漏らすと、詩冴は手持ちのバスケットの中から、ハニートーストを取り出した。

「Ｅカップ美少女女子高生の手作りっすよ」

「女子がバストサイズ暴露しない」

　ドヤ顔の詩冴をたしなめながら、俺はハニートーストを手に取った。




　　　　◆




「戻ったか。今日もご苦労様だったな」

　俺、朝あさ倉くら、詩冴が総務省の会議室に戻ると、早さ百ゆ合り部長が労ねぎらってくれた。

　あれ以来、俺ら三人は一緒に帰るのが日課になっている。

　俺が連れ戻してきた能力者たちが、総務省の職員たちに成果報告をする横で、朝倉は早百合部長に尋ねた。

「お疲れ様です。早百合部長、プロジェクトの進捗状況はどうですか？」

「うむ、貴君らのおかげで順調そのものだ。朝倉美み稲いなが都市鉱山から金属資源を根こそぎ採掘するおかげで、究極のリサイクル体制ができている。明日から、国内の各メーカーへ金属資源の販売を行う予定だ。まだ貴君らのことは世間に公表していないから、表向きは政府の備蓄資源を開放したとしているがな」

　他にも、探知能力者が鉱脈を探知して、地形操作能力者が地中から鉱石を掘り起こしている。

　けど、鉱石から金属のインゴットを作るのには手間と時間がかかる。

　海からいきなり金属塊を作れる朝倉の能力は、本当にチートだ。

「食料も、牛肉は不足しているが代わりに鹿肉が、豚肉の代わりに猪いのしし肉が市場に流れる体制を構築中だ。警察班の活躍で未解決事件は一日１００件解決しているし、行方不明者も毎日２００人以上見つかっている」

「そうなると、残りは農作物と衣類、燃料ですね」

「それについてだが、燃料は政府の備蓄を開放、衣類は日本円が使えないから今まで稼いだ外貨で輸入、農作物と砂糖は、貴君が再構築した金銀プラチナで、東南アジアなどから輸入する予定だ」

　今の説明に違和感を覚えて、俺は口を挟んだ。

「どうして東南アジアからなんですか？」

「東南アジアはサイコメトリー能力者を国の管理下に置いていないからだ。金銀プラチナをサイコメトリーで調べられると、海水から【リビルディング】で生成したことがバレてしまう可能性がある」

　そこまで言って、早百合部長は腕を組みながら息をついた。

「とはいえ、東南アジアには日本国民の需要を満たすだけの野菜や穀物の余裕がない。輸入は果物が多くなるだろうが、国民のビタミン不足は補える。農林水産省に働きかけて果物食の宣伝をしよう」

「ハチミツの生産量も数倍っす♪」

「お前が女王蜂を増やしまくったからな」

　普通、女王蜂候補の幼虫は数匹いるが、争いを経て、実際に女王蜂になれるのは一匹だけらしい。

　なのに、詩冴は養蜂所へ行くと、女王蜂候補の幼虫を増やしつつ、さらにミツバチ同士の争いを禁じて、全ての女王候補幼虫を女王蜂に育てるよう働きかけた。

　結果、詩冴が回った養蜂所は、ハチミツの生産量が数倍になる見込みだった。

「とにかく、これで、物資不足の心配はいらないですね。あとは足りない50兆円の予算をどう稼ぐか、だけですか？」

　今の日本が抱える問題は大きく分けてふたつ。

　ひとつは、日銀が国債を買ってくれなくなったため、国家予算が50兆円不足し、半年で予算切れになること。

　もうひとつは、日本円の価値が暴落したことで一切の輸入ができなくなったことによる物資不足だ。

　そのため、俺ら能力者の力で物資を獲得しつつ、その物資を国内の企業に売って金を稼ぐ、というのが早百合部長の方針だ。

　なのに、早百合部長は難しい表情で、小さくかぶりを振った。

「いや、燃料問題が解決していない」

　そういえばさっき、国の備蓄を開放しているって。

「あの、政府が備蓄している燃料ってどれくらいなんですか？」

「官民合わせても石油は半年分、天然ガスと石炭は三か月分だ」

「レッドラインは三か月、デッドラインは半年ってことですか？」

　天然ガスがなくなれば、家庭のガスコンロはおろか、ガス火力発電所も停止する。そして石油がなくなれば、日本中の車と工場が機能停止に陥る。

「いや、それは違うよ渡わた会らい君」

　朝倉の、聡そう明めいそうな声にたしなめられた。

「燃料調達の見通しが立たなかったら、価格は際限なく上がるもの。ガソリンやガスの値段が数倍に跳ね上がった時点で国民生活や企業活動は事実上の崩壊を迎えるわ」

「朝倉美稲の言う通りだ」

　早百合部長が、鋭い表情で大きく頷うなずいた。

「既に石油製品とガスの値段は高騰が始まっている。火力発電の燃料代が上がれば、電気代も上がる。なれば工場の生産コストも上がり、あらゆる商品の値段が高騰する。政府の試算では、一か月以内に燃料問題を解決しなければ、国民生活が崩壊するらしい」

「そんなに早く!?　でも、能力者の力で新しい油田を見つけたり採掘するはずじゃ」

「貴君の言う通り、いくつかの油田、ガス田は見つかっている。が、石油と天然ガスは土ではないため、地形操作の対象外であることが判明した」

「でも、油井は掘れますよね？」

「うむ。だが、日本国が一日に消費する石油は77万キロリットル、ガスは３億立方メートル。それを採掘する為ための大規模掘削設備の建造には、何年もかかる」

　凛り々りしい美貌を悩ませ、早百合部長は腕を組みあごをなでた。

　金属資源とは違い、燃料資源の調達は難航しているらしい。

「石油って朝倉の能力で作れないのか？」

「残念だけど、私の能力も万能じゃないわ」

　申し訳なさそうに、朝倉は眉根を寄せた。

「私の実力だと、数種類の原子や分子の結合はできないのよ」

「ようするに、金原子だけを集めて結合させて金塊は作れるけど、酸素と水素を結合させて水を作ることはできないってことか？」

「うん、石油の主成分は炭素と水素の化合物の炭化水素だから。練習不足でごめんね」

「いやいや謝るなよ、朝倉はむしろ稼ぎ頭だからな。お前のおかげでどれだけの貴金属が、そうだ早百合部長、朝倉の生成した貴金属で中東から石油を買えないんですか？」

　実際、東南アジアから布や食料を貴金属で買っているらしいので無理ではないだろう。

　なのに、早百合部長はけんもほろろに首を横に振った。

「無理だな。いくらなんでも値段が違う。日本の燃料輸入代は食料の数倍だ。都市鉱山に含まれる貴金属を全て回収しても２年と持たん。国民不安と価格高騰は解消されん」

　──まぁ、実際にはいざとなれば朝倉の能力を公開して、貴金属は海水からいくらでも生成できるって言えば。

　その時、早百合部長の眼光が意味深な色を帯びた。まるで、俺に語り掛けるように。

　そこで、俺はハタと気づいた。

　──いや、違う。そうだ、朝倉は言っていた。海水から貴金属を生成できることがバレれば、各国は国連に働きかけて海水の利用を禁止するだろうと。

　つまり、朝倉の能力を公開すれば、海水から貴金属を生成できなくなり、結局燃料問題は解決しない。

　かと言って、朝倉の能力を隠したまま大量の貴金属で、特に金塊で石油を輸入すれば、各国は疑うたぐるだろう。『こんなに大量の黄金がどこにあったんだ？』と。

　だから、一か月以内に燃料問題を解決しなければ、国民生活は崩壊してしまうのだ。

　緊張で、俺がごくりと息を呑のむと、俺の不安を汲くみ取るようにして早百合部長が声をやわらげた。

「まぁいい、そちらは私が何か方策を練る。貴君らはこれまで通り、職務に励んでくれ」

「はい、じゃあ俺らは報告が終わったら帰りますね」

「待て渡会錬れん徒と、貴君の処遇について、上層部より辞令が下った」

「え？」

　背を向けかけた俺が振り返ると、早百合部長は申し訳なさそうな顔をした。

「言いにくいのだが、貴君のテレポート能力を危険視する者がいる。彼がその気になれば、立入禁止区域への出入りも自由ではないのかと。あるいは、何か犯罪を犯しても、一瞬で現場から立ち去れる、と」

「いや、そんなことしませんよ。なんなら毎日我わが妻つまにサイコメトリーしてもらって俺がいつどこにテレポートしたか報告してもいいですよ。我妻！」

　犯罪者予備軍扱いされて、カチンと来た俺は、つい怒鳴っていた。

「大きな声出してどうしたの渡会くん？」

　職員の人に成果報告をしていたらしい我妻は、不思議そうな顔で駆けてきた。

「これから毎日俺をサイコメトリーして俺の潔白を証明してくれないか？　上層部が俺を犯罪者予備軍扱いするんだ」

「えっ!?　毎日!?」

　何な故ぜか、我妻はぽっと頬ほおを染めて、顔をちょっと逸そらした。

「毎日なんてしたらわたしも魔が差しちゃったら困るし」

「ん、どうした？　声が小さくて聞こえないぞ？」

　詩冴が、我妻の肩をわしづかんだ。

「わかるっすよその気持ち。シサエがサイコメトリー能力を持っていたら間違いなくレントちゃんの性癖をサイコメトリーするっす！」

「ふゃ!?」

「やめい」

　頭に空手チョップを入れるジェスチャーをして、俺は詩冴を撃退した。

「まったく、我妻はお前と違ってイイ子なんだからな」

「そうっす、シサエは悪い子っす。だから何をしても許されるんす♪」

「どんな理屈だよゴルァ。ん、どうした我妻？」

　我妻は、今すぐにでも岩に頭をぶつけて自殺しそうなくらい申し訳なさそうな、良心を痛めた顔で肩を縮めていた。

「産まれてきてごめんね渡会くん」

「何があったかわからないけどお前はうちの女子のマイナス１倍の価値があるから安心しろ」

「マイナス？」

「うちの学校の女子共は存在がマイナスだ。マイナスを掛け算しないとプラスにならない」

「あは、なにそれ」

　我妻は、目じりに涙を溜ためて、笑ってくれた。

　我妻を笑わせられたことに、ちょっと達成感を得る。

「さてと、いい感じにイチャラブしたところで本題なのだが」

「イチャッ!?」

　我妻は、両手で顔を覆ってうつむいてしまった。

　──我妻って一生いじられ役なんだろうなぁ……。

「そういうわけで渡会錬徒。上層部の命令で、貴君にはボディーガードの名目で監視をつけることになった」

「監視ですかっ!?」

　スキンヘッドでサングラスをかけた怖い顔の軍人が、四六時中張り付いてくる想像が浮かんで、俺は素っ頓狂な声を上げた。

　そんな青春は絶対に嫌だ。

「心配しなくても、形だけの監視役だ。貴君を警戒する政治家へのパフォーマンスだと思ってくれていい。だから監視するのは、戦闘系能力者だ。初日に、サイコメトリーを受けた子らがいただろう？　あの中の一人だ」

「な、なんだそうですか」

　が、戦闘系能力者、と聞いた瞬間、坂ばん東どうが頭に浮かんで肝が冷えた。

　万が一にも坂東が俺の監視役になんてなったら、俺は東京湾に飛び込みたくなる。

「明日、貴君の学校に転校する手はずになっている。誰が行くかは、それまでのお楽しみだ」

「今っすよマイコちゃん！　レントちゃんの爆乳美少女に監視されたいという思春期男子の嬉うれし恥ずかしＳＵＫＥＢＥ心をサイコメトリーするんす！」

「ふゃ!?」

「我妻を便利グッズ扱いすんなっ」

　本日二度目の空手チョップを構えた。

　早百合部長も、朝倉も、愉快そうに笑っていた。

　詩冴の影響か、俺も、この馬鹿騒ぎがちょっと楽しかった。




　　　　◆




「では、今日は転校生を紹介します」

　翌朝のホームルーム。担任の一言で、教室は騒がしくなった。

　高校一年生の４月で転校生となれば、当然だろう。

　こんな時期に転校してくるなんて、どういうわけだと、みんな囁ささやき合う。

「針はり宮みやさん、入っていいですよ」

　幕が開くようにドアがスライドして、姿を見せたのは、目の覚めるような真正の美少女だった。

　教室中に静寂が走って、息を呑む音が響いた。

　長く艶つややかな亜麻色の髪にハチミツ色の瞳をした、金色の美少女。

　けれど、クールな顔立ちはアジアンビューティーを体現した切れ長の目に、愛らしい桜色のくちびるが印象的だった。

　背は高く、手足はスラリと長く、ウエストは細く、だけどそれら全てと相反するように、胸回りと腰回りは発育が良い。

　セクシー系アニメフィギュアを等身大にしたような、２・５次元美少女がそこにいた。

　みんな、次々耳裏のデバイスを外して、彼女に視線を合わせた。

　彼女が、デバイスの見せているＭＲ映像ではないかと疑っているようだ。

　俺も、その気持ちは痛い程わかる。

「針宮さん、自己紹介をお願いします」

　まるで、証明写真を撮るように無表情だった彼女は担任に促されて、無関心そうな声で言った。

「どうも。名前は桐きり葉はで趣味は……音楽を聞きながら寝ることかな」

　他人との接触を最低限に抑えるような、気だるげな態度だった。

　それでも、彼女の魅力はまるで変わらない。
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　彼女は、今どきの高校生には珍しく、化粧をしていなかった。

　化粧もアクセサリーも衣装も、笑顔すらなく、それでもなお、彼女は圧倒的かつ完璧な美少女だった。

　まさに、真正の美少女、と言ってしかるべき存在だ。

「所属は総務省異能部の戦闘班。この学校には、渡会錬徒って男子を守るために来たんだ。ボクはボディーガードってわけなんだけど」

　クラス中の視線が俺に集まると、彼女も俺に目を留めた。

　そして、無機質な表情に、感情の火が灯ともった。

「お、はっけーん」

　ゲームで隠しダンジョンを見つけたように、彼女の口角がニヤリと上がった。

　軽くて猫のようにやわらかい足取りで、彼女はするすると俺との距離を詰めてきた。

　絶世の美少女の急接近に、俺はぎょっとして、やや背筋が伸びた。

　すると、針宮は口元に手を当てて軽く噴き出した。

「キミ、ボクのこと見過ぎ。顔赤いよ？」

「へぁっ？」

　俺が喉の奥から変な声を漏らすと、彼女は満足げな笑みを残して、視界の外に消えた。

　体を大きく捻ひねり、あらゆる角度から俺の顔を、ためつすがめつ観察してくる。

「キミがボクのターゲットか……ふーん、写真で見るより可愛かわいいかも。人畜無害そうで」

　最後の言葉にからかいの響きを感じて、俺は声を曇らせた。

「それ、褒めているのか？」

「褒めているんだよ。人間なんて人畜有害な奴やつばかりじゃないか」

　子供のように遠慮のない、幼い残虐性を感じさせる声音に違和感を覚えるも、彼女は止まらなかった。

　俺の机に手をついて、前のめりに顔を近づけてきた。

　──うわっ。

　吐息の射程圏から、彼女はやわらかい表情で囁いてくる。

「早百合部長から、ボクのことは聞いているよね？　ボクは桐葉、今日からボクが、キミのボディーガードだよ」

　彼女からは、瞳の色と同じハチミツのように甘い匂いがした。

　香水じゃない。

　彼女の吐息からも、同じ匂いがする。

　これは、彼女自身の香りらしい。

　魔性、と言ってもいい彼女の魅力に、俺は凍り付いてしまった。

　そこへ、後ろの席に座る坂東が声を上げた。

「おい、なんで渡会なんかにわざわざボディーガードが付くんだよ？」

　途端に、針宮の表情が絶対零度まで冷え込んだ。

「……誰？　キミ」

「ッッッ！！！」

　坂東の顔が屈辱に染まった。

　これはキツイ。

　坂東は、幼い頃から常にみんなの中心人物で一番の有名人だ。

　坂東は知らない人でも向こうは知っている、なんてのが普通だ。

　きっと、他人から「誰？」なんて、言われたことはないだろう。

「あ、思い出した」

　針宮の一言で、坂東の眉間のしわがゆるんだ。

　針宮は、淡々と業務連絡を思い出すように言った。

「キミってあれだよね。初日にどうして氷帝と呼ばれるオレ様に仕事がないんだってヒステリー起こして早百合部長に完全論破されていた。えーっと、製氷機があればキミはいらないとかそんなこと言われていなかったっけ？」

「ッッ～～～～～～!!」

　坂東の眉間と鼻に、彫刻刀で刻み込んだように深いしわが集まり、顔は憤死せんばかりに赤くなった。

　針宮の容姿が坂東好みでなければ、今すぐ氷の棍こん棒ぼうで頭を連打されているだろう。

「ちょっと待てよお前。坂東さんが製氷機以下なわけねぇだろ！　坂東さんは氷帝と恐れられていて、そこらの不良が１００人がかりになったって勝てないんだぞ！」

　取り巻きの弁護も、けれど新参者の針宮にはどこ吹く風だった。

「はんっ、アニメじゃないからね。異能者よりも戦車や戦闘機の方が強いから、ボクら戦闘系能力者は需要ないんだよ。それでもサイコメトリー能力で前科がなくて精神面に問題がないって証明すれば、要人警護の仕事を斡あつ旋せんして貰えるはずなんだけど、確かキミ、滅め茶ちや苦く茶ちや動揺しながら断っていたよね。錬徒とは真逆だぁ」

　見下した響きを含んだ声で、針宮が饒じよう舌ぜつに語ると、生徒たちの間でひそひそ話が始まった。それを聞いて、坂東は机を叩たたいて立ち上がった。

「てめぇ、ちょっと可愛いくて胸がデカイからって調子こいてんじゃねぇぞ。オレが渡会以下だって言いてぇのか？」

「さぁね、けど」

　氷使いの坂東が熱くなる一方で、針宮は冷徹な態度を返した。

「早百合部長から聞いたよ。錬徒は、自らサイコメトリー検査を望んだって。個人情報は見ないでくれ、なんて口約束すら交わさずにね。警戒心ゼロの馬鹿だったとしても、キミよりはマシじゃないかな？」

　──さっきに続いて、褒められているのかわからない発言だな。

　でも、坂東からかばってくれるのは、素直に嬉うれしかった。

　口調は少し怖いけれど、根はいい子なのかなと思える。

「ぐっ……」

　坂東が気まずそうに口を閉ざすと、針宮はトドメを刺すように冷たく言った。

「それと、彼にボディーガードが付く理由を知りたがっていたね。そんなの、彼がＶＩＰだからに決まっているじゃないか。ボクら戦闘班の仕事は要人警護。そして彼は日本唯一のテレポーターだよ？　彼の能力は国の財産だ」

「俺のアイスキネシスを馬鹿にしてんのか!?」

「質問に答えただけだよ。ボクはお前らと違って、悪口を言うのが嫌いなんだ」

「てめぇ、ブッコロスぞ！　表出ろ！」

　坂東は窓を開けると、三階から地上へ繋つながる氷の滑り台を作り出した。

　斜面を踏みつけ、スノーボーダーのように滑り降りると、校門前でがなった。

「さっさと降りてこい！　テメェも戦闘系ならオレとシロクロつけろ！」

　もう、理屈が無む茶ちや苦茶だ。

「針宮、あんな馬鹿無視していいぞ」

　坂東の強さを知る俺は、針宮を止めた。

　けれど返ってきたのは、むしろ好戦的な声だった。

「それは下策だよ。ここで引いたらナメられる」

「いやでも、あいつマジで強いから危ないぞ」

　俺が席から立ち上がると、針宮はまばたきをした。

「心配してくれるんだ？」

「いやそりゃするだろ」

　坂東の強さを知らない女子が、坂東と戦おうとしている。ここで止めなかったら、俺は無自覚の加害者だ。

　それに出会ったばかりだけど、彼女からは悪い感じがしない。そんな子が坂東の犠牲になるのだけは許せなかった。

　だから俺は、努めて冷静に、針宮の説得を試みた。

　なのに、彼女はふと、表情をやわらげて言った。

「ありがと。素直に嬉うれしいよ」

　弧を描く桜色のくちびるから白い歯を見せる彼女の微笑に、俺は息を呑のんで魅入った。

　気を抜けば一ひと目め惚ぼれしてしまいそうな魅力に、俺は思考が停止してしまう。

　けれど、それは一秒にも満たなかった。

「でもね錬徒、その頼みは聞けないよ。だって、ボクはキミのボディガードだから」

　何かの火蓋が切られたように、彼女は、マフィアの女ボスを彷ほう彿ふつとさせる重みのある声音を響かせた。部屋の気温が、二度下がった錯覚すら覚える。

「ナメられたらキミの危険が増える。いいかい錬徒。こういう時は力の差を見せつけるのが一番なんだ。それも、圧倒的な」

　語気を強めてから、彼女は窓枠に足をかけて、一息に跳び出した。

　三階の高さから跳び出し、スカートを翻して黒いスパッツを俺に見せつけながら、彼女はコンクリートの上に着地した。

　──どんな脚力だよ。肉体強化系か？

　俺を含めたクラスメイトは、全員窓にへばりついて、二人の戦いを観戦し始めた。

　担任も、最前列に立っている。お前は止めろよ。

「よくビビらずに来たな。その勇気だけは褒めてやるよ。いや、それとも知らないだけか？　この、氷帝坂東亮りよう悟ご様の恐ろしさを！」

　どこのバトル漫画から引用してきたんだというようなセリフを並べる坂東のダサさには閉口するも、針宮の身が心配でならない。

　坂東は性格こそ最悪だけど、実力は本物だ。

　取り巻きの言う通り、不良が１００人束になっても、坂東には勝てないだろう。何度か、同じ戦闘系能力者と喧けん嘩かになったこともあるけど、坂東が負けたことはない。

　針宮は、俺のボディーガードとして早百合部長が派遣してくれた子ではあるものの、俺の護衛は形だけのものと言っていた。

　それほど強い人材を寄よ越こすとは思えない。

　坂東がなおも色々とまくし立てる一方で、針宮は、校長の長話を聞く生徒のように興味無さそうな顔だった。

　そして、

「弱い犬ほどよく吠ほえるって、小学校で習わなかったの？」

　その一言で、坂東の堪忍袋の緒が切れた。

「ッ、死ねぇええええええええええええええええええええ！」

　坂東が両手を突き出すと、その手の平に氷が生じた。バキンと音を立ててバスケットボール大に成長した氷塊は、矢のような勢いで放たれた。

　──やりやがった!?

　骨折必至、当たり所が悪ければ十分に死ねる一撃に、俺は一瞬、肝を冷やした。

　針宮に防御能力がなければ、次の瞬間には無残な光景が待っている。

　俺のテレポートで彼女を避難させようとした刹那。

　パァッーン！

　と音を鳴らして、氷塊は針宮の手の平に激突した。

　彼女は微動だにせず、眉ひとつ動かさず、冷厳な瞳で、氷の砲弾を苦も無く受け止めていた。

　驚きよう愕がくする坂東の視線の先で、細い五指が氷に食い込み、食い破り、氷塊が砕け散った。

「……これだけか」

　つまらなそうに言い捨てると、彼女の身体は突如、上空へ浮かんでいく。

　──超腕力に飛行能力。重力使いか？

　俺が彼女の能力を推理している間も、坂東の攻撃が止やむことは無かった。

「いいマトだなおい！」

　坂東は両手から、ゴルフボール大の氷弾を連続で発射した。

　それなりに密度のある弾幕は、けれど彼女には当たらない。

　針宮は、それこそ重力を操るように、なんの予備動作もなく３６０度あらゆる三次元方向に滑り、弾幕をすり抜けていた。

　まるで宙を舞う妖精のように軽やかで優雅な針宮とは違い、地上の坂東は平静さを失い、いきり立った。

「この野郎！　降りてきやがれ！　正々堂々勝負しろ！」

　その言葉を無視して、針宮は坂東を指さすや否や、指先から液体を放った。

　速い。

　電光石火の勢いで、気づいた時には、坂東は頭から液体を被かぶっていた。

「ぶはっ！　なんだこれ！　接着剤か!?　体が固まる！」

　坂東はおかしなポージングのまま体が固まり、髪もバリバリだった。

「ほい」

　針宮が、釣り竿ざおを振り上げるように手を振りかぶると、石せつ膏こう像と化した坂東はコンクリートから引きはがされて、空に吊つり上げられた。

「うわぁああああ!?」

「ほいほいほい」

　無感動な声で、針宮は指揮者のように手を振り、リズムに合わせて坂東は宙を転がり、何度もコンクリートに叩きつけられていく。

　その姿は、針宮が坂東亮悟という名のムチで地面を叩くようにも見えた。

「ぎゃっ！　ぐえぇっ！　がはっ！　げぁっ！」

　針宮は腕を組んで優雅に休み、遥はるか天空から坂東を見下ろした。

「そろそろ負けを認めたら？」

「だ、誰がテメェみたいなクソ女に！」

「じゃあいいよ。勝手に終わらせるから」

　彼女は右手で銃の形を作った。撃鉄を模した親指を前に倒すと、坂東は絶叫した。

「ぎゃあああああああ！　いっ、痛いぃいいいい！　痛いぃいいい！　ッッッ──」

　絶叫は不意に途切れた。

　坂東は白目を剥きながら、水面近くで酸素を求めてもがく金魚のように口をパクパクと動かした。

　あまりにも超絶した戦闘力に、俺は圧倒されてしまい息を呑んだ。

　最強。

　その二文字が、頭の中に浮かぶ。

　もがき苦しむ坂東を睥へい睨げいしながら、針宮は冷たく言った。

「キミ、さっきは随分と偉そうな口を利いていたけど、自分をどこの何様だと勘違いしたら他人を見下せるんだい？」

　誰もが坂東の敗北に言葉を失っていると、彼女は宙を滑るように戻ってきた。

「針宮、お前、何したんだ？」

　超身体能力に飛行能力、接着液体に念動力、そして坂東の症状。

　彼女の能力は、まるで見当がつかなかった。

　俺が真剣な顔で針宮を見つめていると、彼女は一瞬の沈黙を挟んでから、ガラス細工のような表情から一転、別人のように上機嫌な笑みを浮かべた。

「ひーみーつ♪」

　まさに、小悪魔的な笑みだった。

　特に最後の「つ」と言った時の表情はキス顔まんまで、いっそ、時間を止めてしまいたくなるほどに可愛かった。

　妖しくて怖いほど綺麗で、だけど可愛かわいいくて、そんなギャップに、思わず魅了されてしまった。

　──クールで強くてセクシーで可愛いって、完璧超人かよ。

　何かしゃべらないと間が持たなくて、強引に質問を続けた。

「じゃあ、質問を変えるけど、お前、いくつの能力を持っているんだ？」

「ひとつだよ」

「ひとつ!?　いや、お前だって──」

　食い下がる俺の言葉を遮るように、針宮は距離を詰めながら口を開いた。

「ボクのことは桐葉って呼んでくれる？　針宮って名前、好きじゃないんだ」

　キスの射程圏内から香る、ハチミツのように甘い匂いと笑顔に、息と疑問を飲み込んだ。

　救急車のサイレンが届く頃、俺の意識は金色の瞳の奥にあった。




　　　　◆




　放課後になると、俺は朝倉、桐葉と一緒に総務省へテレポートしてから、海へ向かった。

　俺の監視役なので、桐葉も朝倉の仕事内容は知っているらしく、問題はない。

「次は誰を送るの？」

　総務省の講堂に戻ると、桐葉が尋ねてくる。

　坂東を倒した時に見せてくれた笑顔が嘘うそのように、今は平へい坦たんな態度だ。

「警察班だよ。探知能力者、念写能力者、サイコメトリー能力者を各地の警察署に送り届けるんだ」

「あ、渡会くん、わたしたちいいかな？」

　生徒たちの中から我妻たちが進み出てくる。

　我妻の左右に立っているのは、黒髪をツーサイドアップにした、小柄で愛くるしい少女、丹う生にゆう麻ま弥やと、青みがかった髪をうしろでシニヨンにまとめた長身のクール美人、小鳥遊たかなし真ま理り愛あだ。

　丹生は探知能力者で、小鳥遊は念写能力者だ。

　彼女たち三人の手にかかれば、どんな難事件でも赤子の手をひねるように解けてしまう。

「あれ？　そっちの綺き麗れいな人は？」

　初対面の桐葉に、我妻はきょとんと小首をかしげた。

「こいつが早百合の部長の言っていた、俺の護衛という名の監視役だ」

「え!?　女の子なの!?」

「俺もびっくりだよ。男子が来るとばかり思っていたからな」

　頬ほおをかきながら、横目で桐葉を覗のぞき見た。

「……ボク以外はみんな、政治家の警護任務を希望したからね」

「人気ねぇなぁ俺」

　気だるげな桐葉に引きずられるように、俺もため息を吐いた。

　──そりゃまぁ、どうせ仕事をするなら、できるだけクラスメイトにマウントの取れる相手のほうがいいだろうさ。

　同じ能力者の護衛なんて、学校で自慢にもならない。

「もしかして、ボクじゃないほうが良かったかい？」

　ふと、彼女が横目を返してきて、俺は慌てて顔の前で両手を振った。

「いやいや、お前は悪い奴やつじゃないみたいだし、むしろホッとしているよ」

　彼女の善良性は、坂東への対応を見ればなんとなくわかる。

　それに、女子に張り付かれるのは居心地が悪いけど、グラサンスキンヘッドのマッチョ軍人に監視されるよりは遥かにマシだ。

「ただ、さ……恥ずいから、あんま寄り過ぎるなよ」

　キスの射程距離まで迫って来る桐葉のことを思い出すと、彼女は口元を邪悪に歪ゆがめた。

「ふ～ん、たとえばぁ？」

「ちょっ、顔近いから」

「キミは顔が赤いよ？」

　俺で遊ぶような声音で、桐葉は距離を詰めてくる。

　彼女の豊満すぎる胸が、俺の胸板に触れて少し潰れた。

　俺が視線を落としてその事実を目視して息を詰まらせると、横やりが入ってきた。

「それ以上、渡会さんに近づいてはいけません。彼は困っています」

　声をあげたのは、クール美人の小鳥遊真理愛だった。

　古来日本人女性の理想美と言われる濡ぬれ羽ば色いろの青みがかった髪を、シニヨンヘアーにまとめたクールビューティーだ。その高貴な品格に溢あふれた大人びた美貌は、桐葉にも負けていない。

　総務省に集まった男子たちの噂うわさにも、よくのぼる美人さんだ。

　──いいぞ小鳥遊。そのまま大人の見識でこの小悪魔を論破してくれ。

　無表情の小鳥遊は冷静に、けれど強い意志のこもった声で、教え諭すように語った。

「見たところ、貴女あなたは大変美しく、そして豊かな胸をお持ちです」

　──うんうん……うん？

「そんな貴女が迫れば、今年、16歳を迎え性欲旺盛であろう渡会さんは脳の視床下部を刺激され、性欲が増大して理性を司つかさどる前頭葉の働きが鈍り、若き衝動由来の醜態を晒さらしてしまうかもしれません。だから離れてください。ですよね、渡会さん」

　真顔で俺に振り向きながら、親指を立ててきた。

　俺は失望のあまり、大きく肩を落とした。

　──お前その顔でポンコツ系だったのかよ？

「なら、キミも錬徒に近寄らない方がいいんじゃない？」

　やや挑戦的な口調の桐葉に、小鳥遊は首を横に振った。

「いえ、私のように無愛想な女が男性の興味を引くはずがありません。男性から愛されるのは、貴女のように笑顔の似合う女性かと」

「あはは、そうやって褒められたのは初めてだよ。キミ、いい人だね。錬徒と同じ匂いがするよ」

　──え？　俺がこのポンコツと同類なの？

「渡会さんのような人望厚い方と比較され、嬉うれしいです」

　──それはイジられ役としての人望か？

「へぇ、錬徒ってみんなから信頼されているんだ」

　──そのみんなってどのみんな？　こういう時のみんなの意味を問いたい。

「はい、いつも渡会さんは素晴らしい人だと話しています、主に舞まい恋こさんが」

「ふゃ!?　真理愛、それは言っちゃだめだよ」

　眉一つ動かさず、小鳥遊は肩越しに我妻へ振り返り、親指を立てていた。

　──今のは我妻の何をフォローしたんだ？

「そして丹生は何をしているんだ？」

　いつの間にか、小さな丹生はちょこちょこと桐葉の胸の下にもぐりこみ、頭頂部で桐葉の胸を持ち上げていた。

「すごく、大きいのです」

　目を輝かせて、むふー、と息をついた。

「やめなさい」

　テレポートで、丹生を俺の横に強制移動させた。

「むぅっ」

「あ、こらやめろ。左スネを蹴るな。ピンポイントに同じ場所を狙うな！　そして真理愛はどうして右スネを蹴ってくるんだ！　しかも狙いが正確だぞ！」

「麻弥さんに加勢すべきと判断致しました。えい、えい、えい」

　──なんなんだ。能力者って馬鹿しかいないのか？

「キミ、ボクのおっぱい触っていいからやめてくれるかな？」

　丹生はゼロ秒で桐葉の胸に跳びついた。

「それでいいのかお前？」

「構わないよ。ボクの仕事は、キミを守ることだからね」

　胸を揉もまれながら、桐葉は微笑を浮かべた。

　──酷い絵面だな、そしてその守り方はどうなんだ？

　我妻が頭を下げた。

「ごめんなさい、わたしの友達が、えーっと、針宮桐葉さん」

「あれ？　ボク名前言ったっけ？」

「いや、わたしサイコメトリー能力者だから。触らなくても見ただけで相手の名前と能力ぐらいはわかるんだ」

　我妻の言葉を引き金に、桐葉の顔から笑みが消えた。

　ガラス細工のように無機質な視線に見下ろされて、我妻は委縮した。

　それで、俺はすぐに気づいて謝った。

「悪い桐葉。俺が言っとくべきだった。我妻、桐葉は能力秘密なんだよ」

「え!?　そうなの!?　ごめん、できるだけ能力は使わないようにしているんだけど、名前の確認で視界のほうはよく使うからつい」

　慌ててまくしたて、我妻は謝罪した。

　対する桐葉は、酷ひどく冷めきった顔で息をついた。

「まぁいいよ。どうせいつかはバレるんだし。ボクから説明するよ」

　亜麻色の髪先をいじりながら、桐葉は腕を組み、諦め口調で語り始めた。

「ボクの能力は【ホーネット】。ハチ以上にハチの能力を再現できるんだ」

　──ハチ？　じゃあ、桐葉からハチミツの匂いがしたのは、そのせいか。

「身体能力は当然、坂東の動きを封じたのは蜜みつ蝋ろう、宙に吊つり上げたのは蜂糸、トドメは毒針を飛ばしたんだ。もっとも、毒の効能は自由自在だから、ハチ以上に危険だけどね」

　──えっ、ということは……。

　想像力を働かせた俺は、目を丸くして固まった。

　その様子に、自嘲気味に笑いながら、桐葉は俺を見やった。

「どうする？　怖いなら早百合部長に言って今からでも……何してんのキミ？」

「ええっ!?　あ、いや……」

　一瞬、イケナイ妄想力が働いてしまったことを恥じながら、俺は視線を逸そらした。

「ねぇキミ、錬徒をサイコメトリーしてよ」

　桐葉は語気を強めながら、我妻に要求した。

「え!?　いやそんなことできないよ」

「じゃあさっきのお詫わびで」

「あうぅ、それを言われると辛つらいなぁ」

「ちょっ、やめろ桐葉。それシャレにならないから！」

「真理愛は何をしているのですか？」

　丹生が小鳥遊のＭＲ画面をのぞき込む。

　小鳥遊は、画面をひっくり返した。

「はい、舞恋さんに代わり、渡会さんの脳内を念写してみたのですがご安心を。渡会さんはなんら恥じる事のない、健全なことを考えていました」

　空中に展開されたＭＲ画面には、ハチをイメージしたセクシーなドレスに身を包んだ桐葉が、深い胸の谷間を強調しながらくちびるを舌なめずりしている画像が映っていた。

　画面下には『媚び薬やく毒でコーフンしちゃった？』という文字が躍っている。

　小鳥遊は「渡会さんの潔白を証明しました」と言わんばかりに、自信に満ちた眼まな差ざしで親指を立ててくる。

「これのどこが健全なんだよ!?」

　全力でツッコミながら、俺は両手でＭＲ画面を隠した。

「何をおっしゃいますか。心理学的調査によれば、男性は１日13回も性行為のことを考えているのですよ。なのに胸元を強調したドレス姿程度、健全ではないですかっ」

「握り拳を作って言うな！　我妻、これはそういうんじゃないから。あと丹生は邪魔するな！」

　我妻は両手で顔を覆い、指の隙間から画像を目にして震えていた。

　丹生は、俺の手をどけさせようと、腕にぶら下がってくる。お人形のように軽い。

　それから、肝心な桐葉のことを思い出す。

「ごめん桐葉！　でもこれは不可抗力って言うか、つい頭に浮かんだだけでとにかく深い意味はなくって」

「ぷっ」

　頭も口も空回りしながら俺が言い訳を並べ立てていると、無機質な桐葉の顔に、幼女のような笑みが咲いた。

「あははははは！　何キミ、ハチとか毒とか言われて最初に思いつくのがソレなの？」

　桐葉は無邪気に、目じりに涙を光らせて笑った。

　それは、学校で俺に見せた小悪魔的な笑みともまた違う、天てん真しん爛らん漫まんな表情だった。

　俺は恥ずかしくて死にたくて、穴があったら入りたいどころか埋めて欲しい気分だった。

　俺はうつむいて、両手で顔を隠した。

　でも、そうすると今度は、温かい腕に肩を抱き寄せられた。

　顔を上げると、目の前で桐葉が、満面の笑みを浮かべていた。

「ハチに興奮するなんて変態じゃないか。発情期？」

「へ、変態じゃないやい」

「説得力がないなぁ」

　小鳥遊のＭＲ画面を指さされて、俺は閉口した。

　誰が何と言おうと、俺が桐葉でエッチな妄想をしたのも、性的に魅了されているのも確かだった。

　──くっ、こいつ、最初の時と全然イメージ違うじゃないか。

　最初はどこか超然とした、近寄りがたい雰囲気があったけれど、どうやらこちらが桐葉の本性らしい。

「ふふふ、これからよろしくね、ワンコくん」

　犬じゃねぇし、サカってねぇし、という反論は飲み込んだ。

　なぜなら、桐葉が身を寄せながら、俺のあごの下をなでてきたからだ。

　とてもではないが、逆らえるような精神的ゆとりはない。

　脳を駆け上がるゾクリとした快楽に耐えながら、俺は話題を逸らした。

「くッ、いい加減、テレポートするぞ。スケジュールが遅れる」

　そろそろ10分経たつし、朝倉のところにも行かないといけない。

　桐葉のせいで、とんだ乱らん痴ち気き騒さわぎになってしまった。

　こんなのまるで、俺が嫌いなパリピ連中みたいじゃないか。

　なのに、別に気持ち悪くはない。

　それはきっと、彼女たちが相手だからだろう。

　同じ乱痴気騒ぎでも、連中のは他人を馬鹿にして見下した態度があるし、より自分が優位に立とうという気構えが透けて見える。

　一方で、彼女たちにはそういうのが無い。

　むしろ、同じ組織の仲間へ対する好意のようなものさえ感じる。

　たいていの奴やつは、坂東に与くみして俺を攻撃した挙句に「こんなのほんのジョーダンだろ、何ムキになってんだよ」と都合のいいことを言ってくる。

　けど、彼女たちには俺を害する気はなく、むしろ、俺のためを思ってくれているのがわかる。

　今までは、ボッチのくせしてソロ充を気取っていた俺だけど、こういうのも悪くないと、そう思い始めていた。

　──ただし、小鳥遊とは一度じっくり話す必要があると思う。




　　　　◆




　我妻たちをテレポートで送り届け、途中、何度か朝倉のところへ寄ってインゴットを倉庫へテレポートさせてから、俺と桐葉が最後に送るのは、今日も詩冴だ。

　いつも自分が最後だとわかっている詩冴は、ちょっと遅めの重役出勤で講堂に顔を出した。

「どもどもーっす、レントちゃん準備はＯＫっすか？」

「おう、ちょうど詩冴の番だぞ」

「じゃあ早速、ワオッ、誰っすかその亜麻髪美少女」

「ああ、こいつは」

「おーっとみなまで言わないでください。シサエにはわかりますよ。さてはその子がレントちゃんのボディーガードっすね」

　キラリン、と目を光らせて、詩冴は両手で拳銃の形を作った。

「正解だよ。針宮桐葉ってんだ。今日からこいつも一緒に回るから、よろしくな」

「な、なんとっ。つまりこの爆乳ボディーを毎日拝めるんすね。キリハちゃん、仕事が終わったらオジサンの家で一緒にお風呂に入るっす」

「１１０番すんぞおい」

　オヤジ化する詩冴をけん制しながら、俺は軽く安あん堵どしていた。

　詩冴と桐葉は、どっちも小悪魔系だ。

　ダブルで俺をからかってくるのは困るけど、いい友達になれるだろう。

「というわけでよろしくっすキリハちゃん♪」

　詩冴が手を出すと、桐葉は言った。

「いいよ。そういうの」

　──え？

　酷く冷めた、無関心な顔を詩冴から背けると、桐葉は俺へ向き直った。

「錬徒、早くテレポートしようか。仕事が遅れるよ」

　にべもない桐葉の態度に、詩冴は一瞬笑顔を怯ひるませながら食い下がった。

「冷たくしちゃいやっす。シサエと仲良くして欲しいっす♪」

「仲良く、って、なんのために？」

　振り返ることもせず、桐葉は肩越しの横目だけで詩冴のことを酷薄に一いち瞥べつした。

　その顔は、初対面の時に見せた気だるげなモノとも、坂東を見下げ果てた極寒の表情とも違っていて、俺は戸惑った。

「そりゃもうお友達になるためっすよ♪　あ、キリハちゃんが良ければそれ以上でも♪」

「トモダチ、便利で都合のいい言葉だね」

　詩冴が茶ちや目めっ気けたっぷりに語る一方で、桐葉の表情はよりいっそう熱を失い、自嘲気味な冷笑を浮かべた。

「ボクに友達なんていらないよ。じゃれ合いたいなら、よそでやってくれる？」

　冷え切った言葉に、詩冴は笑顔を強こわ張ばらせた。

　俺は、すぐフォローに入った。

「おいお前何言ってんだよ。さっきはみんなとあんなに……」

　──いや……違う。

　さっきの、桐葉の言動を思い出して、俺はそのことに気が付いた。

　小鳥遊には、俺に近づかないほうがいいと言われて対応しただけ。

　丹生には、俺を蹴るのをやめさせるために声をかけただけ。

　我妻には、能力を盗み見たお詫びとして俺をサイコメトリーさせようとしただけ。

　騒いでいたのは我妻たち三人と俺で、桐葉は傍観していた。自分の能力を明かした後は、特にだ。

「さ、行こうか錬徒」

「あ、ああ……詩冴」

「う……うい」

　俺が声をかけると、詩冴は困り顔で俺の手を握った。

　その後の仕事は、粛々と進められた。




　　　　◆




「ス、スゲェ……」

　その日の夜。

　俺は目の前に広がる、高級マンション然としたリビングに、目を丸くしていた。

　広さはうちのリビングの四倍。

　床はフローリングで左半分には象牙色の絨じゆう毯たんが敷かれ、そこに足置き付の高級ソファとマーブル柄のテーブルが用意されている。まさか大理石？

　フローリングの方にはカウンター付きの対面キッチンが設しつらえられ、広々とした空間は、家族みんなで調理ができそうだった。

「これが高級官僚用の官舎？　高級官僚ってみんな、こんないい生活してんのか？　じゃあ、政治家用の官舎はどんだけだよ」

　リビングを一回りする俺とは違い、桐葉はまっすぐ窓へ歩み寄ると、淡白に言った。

「ボクはどこでもいいけどね。住む場所にこだわりないし」

　桐葉の横顔に目をやると、彼女はセーラー服をたくし上げ、ぐんっと胸を張り脱いだ。

「ッッ!?」

　途端に、彼女の胸がサイズアップして、俺は目を剥むいた。セーラー服の着痩せ力が凄すぎる。

　圧縮されていたバストは一割増でふくらみ、隠されていたウエストは一割減で細くなり、彼女は当社比二割増しのバストアップを果たした。白い生地がぴんと張り詰めたキャミソールはあまりにも頼りなく、今にも張り裂けてしまいそうだった。

「ん？」

　窓際に立って、眼下に広がる東京の街並みを見下ろしてから、桐葉は亜麻色の髪を翻して、くるりと振り返った。

　必然、彼女の胸と正面から相対することになり、俺の視線は乱高下した。

　そして、彼女の怪け訝げんそうな眼まな差ざしとかち合い、俺は気まずさで凍り付いた。

「？　キミ、大丈夫？」

「へあ？　あ、いや、その……」

「……あ～」

　彼女は視線を立派過ぎる双丘に落とすと、まぶたを半分落としたジト目で俺を見上げ、

「えっち」

　と、血も涙もない言葉で、俺の心臓を斬り裂いた。

　その一言で、俺の顔は首筋から耳まで一瞬で加熱された。そして、両手で顔を隠しながらその場で体育座りになった。

　──神よ！　慈悲があるなら殺してくれ！　今すぐに！

　まさか、おない年の女子に体育座りになるまで追い詰められる日がくるとは思わなかった。若さ故の衝動が憎い。

　だというのに、桐葉はこんなにも哀れで惨めな俺に慈悲の欠片かけらもなく、頭をちょんちょんと突っついてくる。こいつは鬼か、いやハチです。

「ん？　どうしたのワンコくん？　発情しちゃった？　ん？　ん？」

「い、いじめるない……思春期男子は打たれ弱いんだぞ」

　俺が精一杯の抗議に見せかけながら慈悲をこいねがうと、桐葉はいじわるな声をわずかにゆるめた。

「……ねぇ、晩御飯どうしようか？」

「え？」

　俺がひざから顔を上げると、桐葉は視線を合わせるようにしゃがんできた。

　それから、ぱたんと頭を横に倒して、穏やかな表情で俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　彼女の亜麻色の髪が幕のように垂れて、揺れる様にも魅力を感じて、俺の心の琴線は嫌でも揺さぶられた。

「キミ、料理できる？」

「い、いや……」

「じゃあ料理はボクの担当だね。待ってて、今、カレー作ってあげるから」

　彼女は立ち上がると、スカートをふんわりとふくらませながら俺にお尻を向けて、キッチンへと歩いて行った。

　途中、ソファに置いた買い物袋を回収するのを忘れない。

　──そういえば、そろそろ夕飯時か。

　俺が視界の端に映るＡＲ時計が夜の十八時を過ぎていることを確認すると、視線の先で、桐葉はピンク色のエプロンを着た。

　裸エプロンならぬキャミソールエプロンは、思いの外ドキドキした。

　家庭科の調理実習を彷ほう彿ふつとさせる格好なのに、それを家庭で見ることの特別感のせいだろうか。

　こう、胸の奥にぐっとくるものがある。

　──いいな。こういうの。

　こうしていると、仕事中、彼女が詩冴に見せた冷たい態度が嘘うそのように思える。

　あれは、一体なんだったのだろうか。

　視線の先で、桐葉は上機嫌に調理の準備を始めた。

　ここへ来る前にスーパーで買った材料をキッチンに広げて、手際よく、包丁を入れていく。その家庭的な姿に、つい、見み惚とれてしまった。

　俺が、どうしてこんなラブコメ漫画みたいな展開になっているのかと言えば、話は一時間前にさかのぼる。




　この数日で東京、神奈川に続き、埼玉の外来生物も一掃した詩冴を総務省へ連れ帰った仕事終わり、早百合部長が言ったのだ。

「ところで渡会錬徒、アフターも貴君の監視が必要なのだが、針宮桐葉を貴君の家に住まわせる事は可能か？」

「どこに可能性を感じたんですか!?」

「そうか。では針宮桐葉、貴君の家に渡会錬徒を住まわせる事は可能か？」

「あの親じゃ無理だよ」

　──親と仲悪いのかな？

「そうか、では仕方ない、高級官僚専用の官舎がある。今日からそこに住むと良い。それなら一日中監視できるだろう？」

「えっ!?」

「ああはい、わかりました」

「えぇっ!?」




　というわけだ。

　普通、見知らぬ男子と同どう棲せい、いや、同居なんて嫌だと思うんだが、桐葉はなんでもないふうに、それこそ知り合いの犬でも預かるような気安さだった。

　桐葉の倫理観と、俺への認識がわからない。

　性別を気にしないタイプなのか、単に俺のことを男として認識していないのか……。

　彼女のことをもっと知りたくて、俺はちょっと声をかけてみた。

「なぁ桐葉、調理、俺も手伝おうか？」

「いらない。料理って下手に手伝われると、かえって邪魔だから」

　キャッチセールスの勧誘を断るようにすげなく断られてしまう。

　ちょっと寂しく思いながら、「料理はリズムだよ」と口ずさむ桐葉を観察した。

　テキパキと調理を進める桐葉の表情はやわらかく、鼻歌でも歌いそうなくらい機嫌が良さそうだ。

　桐葉は、いくつもの顔を持っている。

　最初に見せた、気だるげながらも俗世から切り離されたような超然とした表情。

　俺にお礼を言った時に見せてくれた、花がほころぶような優しい微笑。

　坂東に見せた、冷たく燃えるような敵意に満ちた凶相。

　俺をからかう時に見せる、小悪魔的な愛らしさを持った笑顔。

　そして、詩冴に友達になろうと言われて見せた、人を突き放すような、それでいて悲ひ愴そう感漂う、儚はかなげな冷笑。

　どれも、演技には見えなかった。

　感情が豊かで、感情の起伏が激しい、と言えばそれまでなのだけれど、何か、いびつなものを感じる。

　──と、そうだ。家から荷物を運ばないと。

　夕飯いらないというメッセージは一時間前に送ったものの、引っ越しのことまではまだ言っていなかったことを思い出した俺は、家にテレポートした。

　それから、両親に引っ越しの話をして、必要最低限の荷物を手に官舎へ戻り、新しい部屋に荷物を置くと、リビングから明るめの声が聞こえた。

「錬徒ぉ、ごはんできたよぉ」

「お、おう」

　新婚然としたセリフが、なんだかくすぐったい。嬉うれし恥ずかしいやり取りにドキドキしながらリビングへ顔を出した。

　すると、桐葉は食卓テーブルに二人分のカレーとスプーン、牛乳を配膳していた。

「おー、なんかすごいカレーしているカレーだな」

　引っ越しの話は、父さんも母さんも二つ返事で承諾してくれた。それは桐葉も同じらしく、桐葉は明日から、俺は今日からここに住むことになった。

　我が家のカレーは、具材が細かくてルーの中に紛れて見えない。

　けど、桐葉の作ったカレーは、単二電池大の赤いニンジンや黄色いジャガイモ、きつね色の玉ねぎがコロコロと入っているのが目視できた。

　絵本に出てくるカレーみたいで、凄く、カレー感が強かった。

「何その感想？　でもありがと」

　感謝しながら、桐葉はカレーを対面ではなく、横に並べた。

「普通、こういうときって向かい合って食べるんじゃないのか？」

「え？　だってボクが正面にいたら困るでしょ？」

　きょとんと言って、桐葉は豊満すぎる胸の下で腕を組み、たぷんと持ち上げた。

「ばっ、ばっかお前！　俺は理性で生きる文明人だぞ！　詩冴みたいなおっぱい国民と一緒にするなよ！」

「そう？　せっかく気遣ってあげたのに。じゃあいいよ、ボク、正面に座るから」

「いや、隣で」

　俺は真顔で、極めて紳士的にリスクヘッジに走った。

「めんどうなワンコくんだなぁ」

　俺が椅子に座ると、桐葉もすぐ隣の席にお尻を下ろした。それは、肩が触れ合いそうな距離で、なんだか変に意識してしまう。

「いただきます」

　桐葉は軽く頭を下げると、綺き麗れいな所作でスプーンを手に取り、カレーを食べ始めた。

　和食や洋食じゃあるまいし、家庭料理のカレーにテーブルマナーも何もないと思う。

　だが、桐葉の食べる様は品があって、まるでどこぞの国のお姫様のようだった。

　学校で見せた戦闘力や、人を喰くった態度、小悪魔めいた言動からは想像できない、意外な美点に、またも、俺は胸が高鳴ってしまう。

　──キレイだ。

　ハチミツ色の瞳が、ふと、こちらに視線を投げてきた。

「だから見過ぎ。早く食べないと冷めちゃうよ？」

「み、見てねぇしっ。いた、いただきます！」

　笑いをこらえるような顔で促されて、俺は慌ててスプーンを手に取った。

　そして、あまりのおいしさにまぶたが上がった。

「おいしい。ていうか、このカレー、俺が知っているのと違うな。ルーにトロみがある。カレーのルーって、水みたいにさらさらしているもんじゃないのか？」

「ボクのカレーは片かた栗くり粉こを混ぜているからね。そのほうがルーの味がよくわかるんだよ」

「へぇ、だからか」

　実際、その差は歴然だった。

　市販のルーなんて全部同じ味のはずなのに、桐葉のカレーは、濃厚な味わいだった。

　それに、カレーは半分スープ料理みたいなイメージがあったけど、ニンジンやジャガイモを噛かんで食べていると、かつ丼と同じご飯もの、という感じがして、食べ応えがある。

「どお、おいしい？」

　期待を忍ばせた声に、俺は頷うなずいた。

「あぁ、めっちゃ美味うまいよ」

「よかった。キミに喜んでもらえてボクも嬉しいよ」

　桐葉の笑みには愛情が溢あふれていた。

　自意識過剰だとは思うけど、まるで、恋人にしか見せないような特別な笑顔に感じた。

　自称ソロ充で、実際にはただのボッチだったと自覚した俺に、その笑顔は眩まぶしすぎた。照れ隠しに、話題を振った。

「家でも良く作るのか？」

「うん。ていうか、食事の時間に親居ないからね。自炊が基本だよ」

　女性の社会進出が進み、両親共働きの多い現代では、桐葉のような家庭は珍しくない。俺の家も、両親のいない日は多い。

　もっとも、うちの場合は作り置きのご飯か外食だ。俺が自炊することは滅めつ多たにない。

「片栗粉混ぜるだけで、こんなに味変わるんだな」

「それだけじゃないよ。ルーは中辛だけどボクのハチミツ、プロポリス、ローヤルゼリーを入れることで、口当たりを甘く優しい辛さにしているんだ」

「お前のって、どういうことだ？」

「忘れた？　ボクの能力【ホーネット】はハチの能力を再現すること。ボクは蜜みつ蝋ろうと蜂糸の他に、ハチミツ、プロポリス、ローヤルゼリーを自由に生成できるんだよ」

「すっげ。お前、戦闘班じゃなくても活躍できるんじゃないか？」

　お世辞抜きの本音に、けれど桐葉は謙虚にほほ笑んだ。

「それは無理だよ。作れるって言っても、プールを満たすような量を作れるわけじゃないからね。国内需要の一割にも対応できないよ」

「そうか、じゃあ、お前のハチミツを食べられるのは、身内だけか」

「そうそう、家族の特権だよ。それからね」

　ひそめた声と熱い吐息が、耳の穴に注がれた。

「ボクのキスはハチミツ味だよ」

　頭の奥までのぼせ上るような快楽に、くちびるを噛みしめた。

「あはは、顔真っ赤。流石さすがは発情期のワンコくんだ」

　桐葉はお腹なかを抱えて笑い転げた。

　危険だ。桐葉は、思春期の男子にはあまりに危険な存在だと、実感した。

　理性を総動員して、仰のけ反ぞり逃げながら、俺は話を逸そらした。

「そういえば、なんで桐葉は俺のボディーガードに名乗り出てくれたんだ？」

　桐葉の話だと、志願したのは彼女ひとりらしい。

　桐葉だって、俺よりも政治家の護衛をしたほうが得なのに、どうしてだろうと思う。

「早百合部長からキミの人柄を聞いていたからだよ」

「なんて言っていたんだ？」

　何か、不名誉なことを言っていないだろうなと、訝いぶかしみながら尋ねた。

　けれど、桐葉は優しい表情で、思い出話を語るような口調で言った。

「学校でも言ったけど、初対面の相手のことを信頼して、自分からサイコメトリーを受けたんだよね？」

「あ、ああ」

「そんなキミなら、ボクのことも平気かなってね。護衛対象から毒女とか蟲女とか言われる職場なんてブラックだろ？　それでも、予防線として能力は隠そうと思っていたけど、キミはボクの能力を知っても嫌がらなかったから、結果オーライかな」

　彼女の話に、軽くショックを受けた。同時に、昼間の言葉を思い出した。




「ボクに友達なんていらないよ。じゃれ合いたいなら、よそでやってくれる？」




　──桐葉は、いじめられていたんだろうか。

　子供の残虐性は、俺もよく知っている。

　子供は他人を攻撃できる材料を探し、無ければでっちあげてでも他人を攻撃して自己顕示欲を満たす性質がある。

　そこに、毒蜂の能力を持つ子供がいれば、どんな扱いを受けるかは明白だ。

　実際、リーダー気取りの坂東とは違い、超能力者の中にはいじめられる人もいる。

「まっ、ボクに発情までするのは誤算だったけどね」

「……発情してねぇし」

　くったくなく笑う桐葉へ、力無い反論をした。胸の中で、不安が大きくなっていくのを感じた。

　冷淡な彼女と、無邪気な彼女、どちらが本当の彼女なのか。

　もしも、無邪気な彼女が本物で、いじめが原因で冷淡な性格に上書きされたのだとしたら。俺の不安通り、親との仲が悪かったら。

　学校でいじめられた後、誰もいない静かな家で、独り食事をする桐葉の姿を想像すると、いてもたってもいられなかった。

「デザートはハチミツたっぷりのハニートーストだよ。キミが毒殺されないよう、これからはボクがキミのごはん、用意してあげるから、楽しみにしててね♪」

「ぉぅ……」

　彼女のウィンクに、つい頷いてしまう。

　やっぱり、桐葉は底無しに可愛かわいいかった。

　外見はもちろん、性格も。

　今日一日で何度も俺をからかってきて、でも、坂東からかばってくれて、俺を肯定してくれた。普段は冷淡で妖艶な雰囲気なのに、突然、可愛い態度になったり、幼女のように無邪気な顔になる。

　しかも、そこにはあざとさや演技を感じない。

　こんな子が友達なら、毎日が楽しいだろう。

　でも、同時に彼女のことが心配でもあった。

　だから、俺は彼女に提案した。

「なぁ桐葉、今度、どこかに遊びに行かないか？」

　桐葉は片眉を上げて、試すような口調で尋ねてきた。

「それ、デートに誘っているつもり？」

「!?　違う違う詩冴たちとだよ！」

　慌てて否定してから、俺は親しげな声で誘った。

「せっかく同じ職場で能力者同士だし、みんなとも仲良くしようぜ」

　途端に、彼女の表情は冷めきった。

「あー、そういう話。変な気を使わなくていいよ。ボク、友達とかいらないから」

「なんで？」

　俺が恐る恐る尋ねると、桐葉は椅子の背もたれに体重を預けて、酷ひどくつまらなそうに言った。

「ボク、ソロ充なんだよね。一人がいいっていうか、他人はわずらわしいんだよ。みんなで群れてマウント取り合って空気読み合って、空気を乱した奴やつを全員で攻撃してドヤ顔で上下関係作って、くだらない。みんなの言う友達って、ただのステイタス稼ぎでしょ？」

　桐葉の言葉は、中学時代の俺そのもので、胸に深く突き刺さった。

　けれど、だからこそ彼女のことを助けたかった。

　桐葉のことを否定せず、彼女に寄り添いながら、俺は説得を試みた。

「だよな。あいつら気持ち悪いよな。でもさ、昼に会った我妻たちは、そういう感じじゃなかっただろ？」

「……表向きはね。でも、毒針女と一緒になんていたがるわけないじゃん。キミは自分が底抜けのお人よしだって自覚を持ったほうがいいよ」

　徐々に不機嫌になる声に、俺は、なんとかとっかかりは無いかと探りを入れる。

「いい人って、小鳥遊にも言ってなかったか？」

「ボクの能力がバレる前だったからね。でも、もういいよ」

　夢見がちな子供に社会の現実を教えるような、達観した口調で桐葉は語り始めた。

「小学校に入学した時、空を飛ぶボクを見て、みんなは妖精みたいって言ってくれた。でも、だんだん髪と目の色が変わって、ボクの能力がハチだってわかったら、みんなで仲良く手を取り合ってボクを攻撃し始めたんだ。怖い、危ない、刺されるから逃げろ、害虫は駆除しようぜとかね。他にも蟲むし女、害虫女、毒針女って言ってくるんだよ……友達だと思っていた子も、みんな。針宮じゃなくて、毒針宮って呼ばれたこともあった。中学も、先週まで通っていた高校もね。年齢なんて関係ない。ソレがニンゲンの本性なのさ」

　まるで、自分は人間ではないように、そして、人間という存在そのものを否定するような語調だった。

　俺は、心臓がキュッと縮まるような不安に襲われた。

　学校で、彼女は苗みよう字じで呼ぶことを拒絶した。

　きっと、苗字で呼ばれるたび、嫌な記憶を思い出してしまうのだろう。

　俺は必死になって、桐葉を説得する言葉を探した。

　けれど頭は回らず、舌は喉の奥で固まり、息が詰まった。

　無理だ。

　俺だって、朝倉や詩冴たちと触れ合うことで友達の必要性を悟ったんだ。

　俺以上に辛つらい目に遭っていた桐葉を、言葉だけで説得なんて、できるわけがない。

「錬徒。カレーが冷めちゃうんだけど？」

「……悪い」

　俺がカレーを食べ始めると、桐葉もつまらなそうにカレーを食べ始めた。けれど、もう彼女は笑ってくれなかった。

　俺の胸は不安と心配でいっぱいで、カレーの味も、半減してしまった。




　　　　◆




「あ、二人ともおはよう」

　翌朝。

　俺と桐葉が登校すると、教室の前で朝倉の声に呼び止められた。

　振り返ると、朝倉が小走りで駆けよって来た。

「おはよう朝倉」

「針宮さんの髪、綺麗だから、後ろ姿でもすぐにわかったよ」

「ボクのことは桐葉って呼んでくれる？　その針宮って名前、痛そうで嫌いなんだよね」

　桐葉は、不機嫌そうに声をくぐもらせた。

　昨夜のやりとりを思い出して、俺は口の中で下唇に歯を立てた。

「ごめん、これからは気を付けるよ。それで桐葉さん、同どう棲せい生活は上手うまくいっている？」

「同棲じゃないよ。まぁ、ワンコくんはボクに発情しっぱなしだけど？」

「発情してねぇしワンコじゃねえし！」

　からかうような含み笑いで顔を覗のぞき込んでくる桐葉に、俺は全力で抗議した。

「あはは、上手くやっているみたいだね。でも渡会君、くれぐれも節度のあるお付き合いを心掛けてね。じゃないと、桐葉さんに嫌われちゃうよ」

「いやいや、俺ほど節度のある男はいないぞ」

「え～、どうかなぁ」

　顔の輪郭に手を当てながら、朝倉はくすくすと笑った。

　なんていうか、女子グループ全体で、俺をからかう流れができている気がする。

「おい渡会！」

　突然のがなり声に振り向くと、朝倉に続いて現れたのは、坊主頭の坂東だった。

　いつもの取り巻きはいない。坂東一人だ。

　額に青筋を、眉間にしわを刻んだ怒り顔で、大股に距離を詰めてくる。

「朝から女侍はべらせていいご身分だなぁおい！」

　俺は、桐葉と朝倉を守るように、彼女らの前に進み出た。

「そんなことより、頭どうしたんだ？」

「その毒女のせいだろが！　わけわかんねぇ接着剤塗まみれで目が覚めたら丸刈りにされていたんだよ！」

　──あー、そういえば坂東も病院の人もあれが蜜みつ蝋ろうって知らないのか。もっとも、坂東は喋しやべれるような状況じゃなかったけれど……。

「テメェ、自分がオレに勝てないからってそんな毒女けしかけやがって！　オレがどんな目に遭ったと思っていやがる！」

　ネットで調べたけれど、ハチの毒は激痛、かゆみ、呼吸困難などを引き起こすらしい。

　白目を剥くほどだから、よっぽど酷かったんだろう。

　それより気になるのは、坂東の毒女呼ばわりだ。

　肩越しに桐葉の機嫌を窺うかがうと、案の定、彼女は酷く苛いら立だった顔をしていた。

　ハチの能力が原因でいじめられた彼女にとって、毒女は禁句だ。

「どいて錬徒。そのバカには再教育が必要だ」

　深く、重たい声音の桐葉に、坂東もやる気満々だ。

「再教育？　じゃあオレはテメェを調教してやろうか！　毒針宮！」

「弱い奴がイキがるなよ。ますます惨めに見えるよ！」

　──マズイ。これ以上二人を対立させたら、今後、坂東のヘイトが俺よりも桐葉に向いてしまう。

　なんとかしないと、そう焦る俺の前で、坂東の手には氷の棍こん棒ぼうが握られた。桐葉の指先には、ガラスのように透明な針が形成される。あれが能力で再現されたハチの針だろう。

　二人が戦闘の準備に入り、坂東が氷の棍棒を振り上げた瞬間、俺は反射的にテレポートを発動させた。

　瞬間、アニメーションで坂東のレイヤーだけを削除したように彼の姿は消失した。

　戦う相手を失い、肩透かしを食らった桐葉は、まばたきをして俺を見た。

「錬徒、あの馬鹿をどこにテレポートさせたの？」

「え……どこだろ？」

「渡会君、場所指定しなかったの？」

　朝倉は目を丸くして、口に手を当てて驚いた。

「いや、場所を指定しないとテレポートできないはずなんだけど、う～ん、すぐに追いかけて来られないよう、地下をイメージしたんだけど、この学校、地下なんてあったか？」

　俺が頬ほおをかいた直後、外から断末魔の叫び声もかくやという絶叫が聞こえてきた。

　みんな、窓際に集まって、なんだなんだと騒ぎだす。

　俺らも窓から外を覗のぞくと、朝倉が青ざめた。

「校門前のマンホール……まさか坂東君……」

　想像して、腹の底が冷えた。
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　フィクションで、主人公たちが秘密の移動経路としてよく使う下水道だが、現実の下水道は、あんな地下通路然とした場所ではない。

　街中のトイレと台所とお風呂、他、工場の排水など、人間の出すあらゆる汚物を含んだ汚水が流れ腐敗し、悪臭ガスがたまるそこは、悪臭を通り越して激臭地帯らしい。

　まして、汚物の川に落ちようものなら、残酷過ぎて活字では表現できないことになってしまう。

「やれやれ、流石に死なれたら錬徒に迷惑がかかるから、ちょっと回収してくるよ」

　気だるげなため息を漏らして、桐葉は窓から外に飛び出した。

　そのまま空を飛びながら、蜂糸でマンホールを引き開けた。

　途端に、坂東の絶叫がより大きくなるも、徐々に弱々しくなっていく。

　穴の中に、桐葉は糸を垂らした。

「おーい、聞こえるー？　この糸につかまっていーよー」

　かつては不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇かたきとも言えた坂東の凋ちよう落らくぶりを見ていられず、俺は視線を逸そらした。

「……朝倉、救急車、呼んでおくか？」

「……それはもう、私が呼んだよ……知っている？　下水道掃除の人って、初めての人は必ず感染症で一週間寝込むらしいよ……」

「朝倉は博識だな……はは」

「たまたまテレビで見ただけだよ……あはは」

「…………」

　なんともいえない残念な気持ちを共有していると、俺は自然と尋ねていた。

「なぁ、朝倉は、桐葉のこと、どう思う？」

「どうって、凄すごい綺き麗れいな人だなって」

「そうじゃなくてさ……あいつ、昨日言ったんだ。友達なんていらないって……」

　俺の告白に、朝倉は一瞬、暗い顔になるも、すぐに目元を引き締めた。

　どうやら、真剣に俺の話を聞いてくれる気らしい。

　でも、桐葉のハチの能力を言いふらすのは良くない気がして、なんて説明したらいいか困ってしまう。

　けれど、俺が口を閉ざしていると、朝倉の方から問いかけてきた。

「渡会君は、桐葉さんにどうして欲しいの？」

「俺は、朝倉たちと仲良くしてくれたらって思う。俺も、中学までは友達なんていなくて、人のことは言えないけどさ、でも総務省でみんなに会って思ったんだ。やっぱり、仲間ってのは必要なんじゃないかって。でも、桐葉はそう思えないみたいで、心配になるんだ」

「優しいね。渡会君は」

　穏やかな声で言ってから、朝倉は真面目顔で言う。

「これは、私の勝手な想像なんだけど、きっと桐葉さんは、能力が原因でいじめられていたんだよ」

　流石と言うか、朝倉は桐葉の過去を言い当てた。

「私たち能力者って、その人の性格や能力によっていじめられたり人気者になるみたいなの。私はみんなの壊れた物を直してあげていたら好かれたし、坂東君はあの性格だから、昔から男子たちのリーダーだったんじゃない？」

「ああ」

　小一の頃から、ずっと見てきた坂東のことを思い出しながら、俺は重く頷うなずいた。

「たぶん、桐葉さんは戦闘系の能力を怖がられたんだよ。それで、誰も信じられなくなったんだと思う。でも、渡会君は桐葉さんのことを怖がらなくて、だから護衛に名乗り出てくれたんじゃないかな」

「あれ？　朝倉ってあの時その場にいたっけ？」

「いなくてもわかるよ。だって渡会君、自分からサイコメトリー受ける人だよ？　戦闘系の能力者を怖がるわけないじゃない。でも、その反応を見る限り、図星だったみたいだね」

　お馬鹿なペットを見るような目でため息をつかれて、俺はちょっと恥ずかしくなった。何も恥ずかしいことは無いのに、どうしてだろう。

「……正直、そうやって俺のことを信頼してくれているのは嬉うれしいよ。少しでも桐葉の助けになったみたいで。けど、なんだか寂しいよ。友達なんていらないなんて」

　友達がいない先にあるものを、俺は知っている。

　今は、俺が彼女を支えてあげられる。

　でも、俺が桐葉の前からいなくなる時がきたら、誰があいつを支えるんだろう。

「渡会君の言う通りだよ。でも、だったらなおさら、桐葉さんを助けられるのは、渡会君だけだと思うよ」

　まるで目を覚まされた気分だった。

　朝倉の言う通りだ。

　桐葉が護衛対象に俺を選んだ、ということは、少なくとも俺には好感を持っているということだろう。

　桐葉が心を開いているのが俺だけなら、俺だけが彼女を変えられるはずだ。

「ありがとうな。それにしても、朝倉は本当に頭がいいな。俺、全然話していないのに、なんでもわかるみたいだ」

「そんなんじゃないよ。私も気持ち、わかるから」

「え？　それってどういう──」

「錬徒」

　俺が尋ねている途中で、桐葉が戻ってきた。

「おう、どうだった？」

「目も耳も汚物塗まみれで何も見えない聞こえない状態だったから蜜蝋付きの糸でくっつけて引き揚げて地面に打ち捨ててきた」

　視線を巡らせると、校門の前で、汚物色の人型が、水揚げされた魚のようにビチビチと跳ねていた。

　その姿に、俺は憐あわれみと慈悲の心が湧いて止まらなかった。

　一秒後、救急車の音が聞こえてきた。




　　　　◆




　放課後、総務省から生徒たちを仕事場に送り届けた俺は、桐葉と一緒に官舎へと一時帰宅していた。

　いつも最後に送る詩冴が、学校の用事で到着が一時間遅れるため、今のうちに引っ越し作業を進めるよう、早百合部長が言ってくれたのだ。




「荷物は衣装ダンスひとつと旅行鞄かばんだけでいいのか？」

「うん、ボクは典型的な今時っ子だからね」

　彼女の部屋からテレポートで運んだのは、本当にそれだけだった。

　とは言っても、俺も荷物量は大差ない。

　西暦２０４０年現在、デバイスのおかげで、日本人の荷物は20年前の半分と言われている。

　本、ノート、書類、写真、映像は全てデバイス内にデータで持つのが当たり前。

　パソコンや電話、テレビやゲーム機も無くなったし、部屋に飾る小物も、ＭＲ映像でその場所にオブジェクトが映って見えるよう視界フィルタをかけるのが常識だ。

　荷物は、家具、衣類、食器、家電ぐらいだ。

　家具と家電は備え付けのがあるから、俺らの荷物はさらに少なくなる。

「じゃあ俺も自分の部屋の用意をしてくるよ」

　彼女が旅行鞄を開けて、歯ブラシやシャンプーなどの私物を取り出すと、俺は部屋を出て行こうとする。

「あ、その前に寝室どうする？　キミを監視するなら、一緒に寝ないとダメだよね？」

　一瞬、文明人にあるまじき、野生児同然の期待に満ちた妄想を膨らませてから、俺は語気を強めた。

「あのな、あんまりそういうこと言っていると襲っちゃうぞ」

「またまた、そんな度胸無いくせに。ワンコくんは可愛かわいいなぁ」

　やれやれとため息をついて呆あきれる桐葉に、俺はちょっと強気に出る。

「俺だってヤるときはヤるんだぞ！」

「へー、じゃあどうぞ」

「え？」

　桐葉はベッドに背中を預けるように倒れこむと、手足を折りたたんで、待ちの姿勢を作った。

「ほらほらぁ、来てよ～、ほらほらほらぁ」

「ッッッ!?」

　一秒の間に、頭の中では理性と本能が千の攻防を繰り広げ、理性が薄氷の勝利を収めながら、本能はなおも敗北宣言をしなかった。

　彼女をたしなめるためにベッドへ歩み寄ると、俺は腰を下ろした。

　けれど、仰あお向むけに寝転がる彼女と向き合うためには、彼女に覆いかぶさるしかない。

　これは、相手の目を紳士的に見つめる、仕方のない行為である。

　でも、そこでとある問題に直面した。

　桐葉の長くやわらかい亜麻色の髪が扇状に広がっているせいで、彼女の脇下も顔の左右も、手を突くことができない。

　こんなに綺麗な髪に触れるのは恐れ多くて、とてもではないが手を突けなかった。

　解決の糸口をつかもうと彼女を観察して、その美しさに見とれてしまう。

　見れば見るほど、桐葉は綺麗だった。

　艶つややかな亜麻色の髪。

　長いまつげに縁どられ、宝石のように光るハチミツ色の瞳。

　生命力に溢あふれたみずみずしい白い肌。

　包容力を感じさせる豊かな胸に、守ってあげたくなるように華きや奢しやな肩とウエスト。

　もしも、彼女を欲望のままに扱えたら、俺は歯止めが効かず、底無しに堕落するだろう。

　彼女は、男にとって、麻薬にも近い誘引力に溢れていた。

「…………」

　だからこそ、彼女に触れてはいけないと感じた。

　俺は、桐葉に魅了されている。

　桐葉のことを、好きになっている。

　でも、まだ知り合って二日の、彼女への好意が愛情なのか肉欲なのかわからないような時に、触れるのは道理に反する。

　それに、俺には先にやるべきことがあると、欲望を抑えた。

　桐葉は、他の人の前ではこんなことはしない。やっぱり、俺には気を許している証拠だ。なら、彼女を変えられるのは、俺だけだ。

　葛藤する俺を、怖おじ気けづいたと判断したのだろう。桐葉は満足げな顔でベッドに両手を突いて、上半身を起こした。

　俺も、押しのけられるように身を引いた。

「ほうら、やっぱり何もできない。ワンコくんじゃなくて、チキンくんかな？」

「なぁ桐葉、俺と一緒に、友達を作らないか？」

　きょとんとまばたきをしてから、桐葉は退屈そうにくちびるを尖とがらせた。

「またその話？　いいよ、ボクは今の生活に満足しているし。昨日も言っただろ？　ボクはソロ充だって。ゲームもソロプレイ派で昔から一人遊びが好きだしね」

「そうだ、人は一人でも楽しめる。でも、一人で生きていくことはできないんだ」

　中学三年生の秋、数の暴力で無実の罪を着せられた俺は、それを痛感した。

　あの時、俺を弁護してくれる人がいてくれたら、俺に仲間がいてくれたら。

　そう思わずにはいられなかった。

　だから、桐葉にも仲間を作って欲しかった。

　けれど次の瞬間、彼女が口にしたのは、耳を疑うような酷薄な声だった。

「……キミ、何かカン違いしていないか？」

　永久凍土を思わせる寒烈な声音、嫌悪に満ちた射抜くような金色の眼光。

　その威圧感は、思わず皮膚が粟あわ立だつほどだった。

「ボクを怖がらないから一緒に居てもいいかと思ったけど、調子に乗るなよ。ボクが今までどんな目に遭ってきたかも知らないキミに、ボクの生き方を支配して欲しくないな」

　痛いほどの実感がこもった、重く、深い言葉に、俺は気け圧おされそうになった。

　けれど、負けてなるものかとこらえた。

　ここで退ひいたら、きっと後悔する。

「怖がらないなら一緒に居てもいいってことは、やっぱり、お前も誰かと居たいってことじゃないのか？」

　慎重に言葉を選んだ俺に、桐葉は他人を見下げるような、冷めた表情を向けた。

「別に。ただ、キミとは仕事上、一緒に居ないといけないんだ。なら、ボクに欲情しているみたいだし、えっちなことをしてあげれば、面倒を避けられると思っただけだよ」

「じゃあなんであんな楽しそうに料理してくれたんだよ」

　語気を強めてまくしたてた俺に、桐葉はわずかに怯ひるんだ。

「これは俺の勝手な想像だ。お前が否定するならいいさ。でも、違うだろ」

　初めて桐葉と会った時のことを思い出しながら、俺は強く焼き付けるように聞かせる。

「昨日、お前は最初気だるげで、他人に興味が無さそうだった。でも、俺を見つけた時、お前、ちょっと笑ったろ？　俺がお前の心配をした時、嬉しそうにありがとうって言っただろ？　本当は、俺に期待していたんじゃないのか？　友達になれるかもしれないって」

「ッッ」

　桐葉の目が丸くなり、表情が強こわ張ばるのを見逃さず、彼女との距離を一歩詰めた。

　最初は冷静に説き伏せるつもりだったけど、語り始めれば声は徐々に熱を帯びて、口は俺の感情のままに声を上げ続けた。

「本当に友達がいらないなら、さっさと能力を明かして遠ざければいい。なのに能力を隠していたのは、嫌われたくなかったから、友達を作りたかったからじゃないのか？　でも能力がバレて、だけど俺はお前のことが好きで、だから楽しそうに料理を作ってくれたんじゃないのか？　俺となら、友達関係を作れるかもしれないって」

「ボクじゃない奴やつがボクを語るな！」

　テーブルを殴りつける打音と、かんしゃく玉のように感情的な怒声が部屋に響いた。

　蜘く蛛もの巣状に走るヒビの中央に桐葉は拳をメリ込ませた。

　彼女の眼光は敵意に満ち、食い縛った歯を覗のぞかせる口からは、抑えられない怒りのような、熱い呼気が溢あふれ出していた。

　でも、その姿は痛々しく、少しも怖くなかった。むしろ、心配にすらなる。

　一方で、桐葉は憎しみを滲にじませた声で、恨み言のように呟つぶやいた。

「だからニンゲンは嫌いなんだよ。いつも当事者を無視して自分に都合のいい結論ありきで勝手なことをのたまって、上から目線に人の心を踏みにじって。自分をどこの何様だと勘違いすればそんなことができるんだよ。ちょっと笑ってやれば友達になりたかったとか自意識過剰なんじゃないかい？」

　それから、彼女の口角が上がり、苦笑を浮かべた。

「キミに期待だって？　ボクのカラダが目当てのワンコが図に乗るなよ」

　言うや否や、桐葉はセーラー服を脱ぎ捨て、キャミソールの襟を広げた。

　胸元の深い谷間があらわになり、水色の下着が覗いた。

「ほら、触りたいんだろ。その代わり、今後もうボクの生き方に口出しをするなよ」

　冷淡な口調で告げられる、蠱こ惑わく的てきな誘い。

　その光景に一瞬、意識を奪われるも、罪悪感で目を逸そらした。

「やめてくれ。俺は……お前とはそういうことはしない……」

　俺が顔を背けると、一瞬、桐葉は瞳孔を収縮させてから、何かを諦めるように息をついた。

「はんっ、だろうね。気持ち悪い毒蟲むし女なんてお断り、それが普通の反応さ。悪かったね、ボクの買い被かぶりだったよ」

「そうじゃない！」

　キャミソールの胸元を直しながら自嘲気味に笑う彼女へ、俺は声を張り上げた。

「俺は能力がハチだろうとクモだろうとサソリだろうと気にしない。桐葉は、いい子だと思う。好きか嫌いかなら、大好きだ」

　驚いたように、わずかに瞼まぶたを持ち上げる桐葉に、俺は自分の想おもいをぶつけた。

「けどそれが、恋愛感情なのかはわからない。でも、お前のことが心配なのは本当だ……」

　そう言ってから、短くも濃密な思い出を、噛みしめるように口にした。

「初めて見たとき、綺き麗れいな亜麻色の髪とハチミツ色の瞳だと思った。お前の容姿に惹ひかれたのは確かだ。でもその後、坂東から守ってくれて、肯定してくれて嬉うれしかったんだ。この世には、こんな風に言ってくれる子もいるんだって」

　桐葉は少し目を丸くしながら、戸惑うように両手の指をゆるくにぎった。

「その後、エプロン姿で台所に立つ桐葉の姿に、こういうのいいなって思った。桐葉の料理の味に癒いやされた。知り合ったばかりだけど、桐葉と一緒ならきっと楽しいだろうなって思った。それで、桐葉がずっと独りなんじゃないかって思ったとき、凄く心配になった、助けたいと思った。他の誰でもない桐葉だからだ。俺も……ずっと独りだったから」

「え？」

　今度こそ、桐葉の顔にはあきらかな動揺が浮かんだ。

「俺さ、小中の時、ボッチだったんだよ。みんなに馴な染じめなかったんだ。自分ではソロ充だと思っていたけど……違った」

　あの時のことは、いま思い出しても、本当に辛つらくて、惨めな想いで胸がいっぱいになる。

「中三の秋に、坂東たちが先に手を出したのに、連中は仲間同士で口裏を合わせて、俺は謝罪をさせられた。けど、こんなの序の口だ。これから先の人生、大人になってからも、頼る人がいない、味方がいないってのは、やっぱり辛いと思う」

　けど、一番大事なのはそこじゃない。

「それにさ、朝倉とか、詩冴とか、我妻とか、小鳥遊とか、丹生とかと一緒にいると楽しいんだ。これが友達なのかなって。今までソロ充気取っていたけど、いいなって思った。それで気づいたんだ。ソロプレイも楽しいけど、パーティープレイはもっと楽しいって」

「ッ」

　逃げるように視線を逸らす桐葉を逃がすまいと、彼女の華奢な肩をつかんだ。

　そうして、意識を俺に向けさせてから、あやすように優しく言葉をかけた。

「だから、桐葉には友達を作って欲しい。桐葉に辛い想いをして欲しくないから。桐葉には幸せになって欲しいから。ずっとずっと笑顔でいて欲しいから。俺は、桐葉の笑顔が大好きだから！」

　最後は、つい感情と力がこもってしまった。けれど、その熱意が伝わったのか、桐葉は息を呑のんで、俺と向き合ってくれた。

「ッッ、なら、キミがボクの友達になってくれればいいじゃないか」

「俺だけじゃ駄目だ。俺が明日にでも事故で死んだら、誰がお前を助けるんだよ」

　ハチミツ色の瞳が視線を落とした。

　逃げたわけじゃない。

　桐葉は、必死に闘っているように見えた。

　きっと、頭の中でどうすればいいか、この選択は正しいのか、何重にも葛藤しているに違いない。

　それから、ぎゅっと悩まし気に眉根を寄せてから悲しそうに目を閉じた。

「ありがとう。ボクのこと、いっぱい心配してくれて。でも、ごめんね。ボクは、キミの言葉を信用するには汚れ過ぎたんだ……」

　桐葉はうつむき、俺から表情を隠した。

　それでも、冷めきった声音からは、彼女の恐怖が痛いほどに伝わってくる。

「中学の時、キミみたいにボクを心配してくれる子がいたんだ……最初は嬉しくて、本当に幸せだった……でもね、それはニセモノだった。裏アカウントってやつを見つけたんだ。彼女は可哀かわいそうなボクを憐あわれむことで聖女様ごっこをしていただけだった……ボクも早く気付くべきだったんだよ……彼女、一度もボクを家に呼んでくれたことなかったから」

「ッ」

　桐葉の受けた屈辱に、自然と奥歯に力が入った。

　なんだ、そのゴミみたいな展開は。どうしてそんな奴が存在するんだと、行き場のない怒りに駆られた。

　でも、それこそ、それはほんの序の口だった。

　続けて桐葉が語った言葉に、俺は愕がく然ぜんとした。

「でもさ、やらない善よりやる偽善、て言葉があるだろ？　たとえニセモノだとわかっていても、ボクは彼女の優しさにすがった。すがらないと生きていけなかったんだ」

　過去を悔やむように、声のトーンはより低く、そして、僅かに声を硬くした。

　過去の話なのに、俺はやめてくれと、これ以上、不幸にならないでくれと祈らずにはいられなかった。

　だが、俺の祈りは空むなしく散った。

「しばらくして、彼女がボクの誕生会を開いてくれるって言って、初めて家に招いてくれた。ボクは期待して、聖女様ごっこは自分の勘違いだと思いながら彼女の家に行った。そうしたらクラスの連中が玄関に集まっていて、彼女と一緒に言ったんだ。『はいはいここで、ネタばらし、ドッキリ大成功』『本当に誕生会開いてもらえると思った？』『蟲女のくせに人間ぶってんじゃねぇよ毒針宮』ってね」

「俺は聖人ごっこなんてしない！」

　まるで、彼女の不幸を断ち切るように、俺は口を挟んだ。

　でも、桐葉の持ち上げた顔に、俺を見つめる瞳に瞠どう目もくして絶句した。

　甘いハチミツ色の瞳には涙が溜たまり、けれどこぼれ落ちる寸前のところで耐えていた。

「関係ないよ。ボクは、もう他人に期待できなくなったから。想像できないんだよ、誰かと一緒にいる自分を」

　瞳を悲しみで光らせながら、桐葉は儚はかなげに、そう告白した。

　まるで寒さに耐えるようにして震える彼女に、坂東を圧倒した時の強さは無かった。

　その姿は、謝罪を強制された中三の時の俺よりもずっと悲惨で、ボロボロだった。

　俺をからかう余裕の態度、坂東を軽くあしらった戦闘能力。俺は彼女を、無敵超人のように思っていた。

　けれどそれは俺の勘違いで、実際の彼女は、むしろ俺よりもか弱い存在だった。

　助けてあげたい。彼女の不安を取り除いてあげたい。

　──でも、どうしたらいい？

　みんなが、桐葉のことを裏切らない保証。そんなもの、どうすればいいというのだ。

　桐葉の能力が嫌われない、なんて保証はしようが……待てよ。

　そこで、俺は閃ひらめいた。いや、思い出した。

「わかったよ桐葉。じゃあ俺が証明してやるよ。お前が嫌われないってな」

「え？」

　宝石のような涙に濡ぬれた顔を上げ、俺を見つめる桐葉に、任せろと笑顔を向けてやる。




　　　　◆




　詩冴が出勤する時間になって、俺らは総務省にテレポートで戻った。

　それから、講堂に顔を出した詩冴を見つけるなり、開口一番、俺は言った。

「よう詩冴。今日はお楽しみの日だな」

「そうなんすよ。今日はちょっとテンション高いっすよ♪」

　桐葉に冷たくされた昨日の今日だけど、詩冴は上機嫌に、俺の手を握ってきた。

「お手柔らかに頼むよ。ほら、桐葉も」

「……うん」

　不安げな表情で、桐葉は俺の手にそっと触れた。

　それから、俺は詩冴の仕事現場へテレポートした。




　テレポートすると、昨日とは違う光景に、桐葉は戸惑った。

「……ここは？」

　地面の上に置かれた、無数の木箱。

　その向こうには平屋の小屋がいくつも立ち並び、背後には広大な森が広がっている。

「ここは養蜂場だよ」

「!?」

　桐葉が驚いた顔で固まると、詩冴は両手を挙げて、叫んだ。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！　ガイアよぉおおおおお！　シサエに元気を分けてくれぇええええええええええええええええ！」

　少年漫画よろしくポージングとかけ声を上げてから、詩冴は能力を発動させた。




「半径10キロ以内の野生のシカ、イノシシの半分！　及び、全野生外来生物は消化器官の中身を空っぽにしてから近くの食肉加工工場まで移動するように！　なお、シカとイノシシは年齢の高い順に、ただし子育て中の個体は除く！　そしてすべての生物はミツバチを攻撃するの禁止でミツバチ同士の争いも禁止！　あと女王蜂候補は１つの巣につき最低10匹は産んで、全員大人になるまで育てるように！」

　詩冴の大声に、小屋から養蜂家のおじさんたちが出てきた。

「おー、やってるなぁ」

「他の養蜂場で評判は聞いているよ」

「これでミツバチが外来生物のツマアカスズメバチに食われることがなくなるな」

　まだ、状況がわかっていない桐葉に、俺は説明した。

「昨日は行かなかっただけで、養蜂場も詩冴の仕事現場なんだよ。そんで」

「見るっすよレントちゃん♪　秘技、手乗りバチっす♪」

　詩冴が突き出した両手には、ミツバチ同士が組体操のように合体して、大きな手のひら大のミツバチになっていた。

「おぉ、うまいな」

「はふぅ、ミツバチはまるまるのふわふわで可愛かわいいっすねぇ。昆虫なのにモコモコなんて反則っすよ。えいえい」

　ミツバチの頭を、指先で優しくなでて、詩冴は頬ほおを染めた。

　その様子に、桐葉はあきらかに動揺して、一歩下がった。

　そこへ、養蜂家のおじさんたちが、お土産を手にやってきた。

「ありがとうな。ほい、お礼のハチミツ」

「それからうちのイメージキャラクターの銀ぎん蜂ぱちぬいぐるみだ」

「わお、ありがとうっす♪」

　詩冴はハチミツの瓶とぬいぐるみを受け取ると、銀色のハチのぬいぐるみに頬ずりをした。

「目指せ、全国養蜂場のハチグルミ制覇！」

　ハチのぬいぐるみを手に、子供のようにハシャぐ詩冴の姿を目にして、唖あ然ぜんとする桐葉。その桐葉に、そっと近寄って、俺は語り掛けた。

「詩冴のやつ、ハチが好きなんだよ」

「で、でも……」

「モラハラ野郎が騒いで、みんなもそれに乗っかった。でも、それは教室って閉鎖空間での話だ。ここは教室じゃないし詩冴は他校の生徒だ。そして詩冴は安定の24時間かまってちゃんだ。付きまとうことはあっても突き放すことはない」

「ちょっ、レントちゃんそれ酷ひどくないっすか！　つきまとうなんて人聞きの悪い！　シサエのような巨乳美少女と話せるんだから感謝して欲しいぐらいっすよ」

　むん、と大きな胸を張って鼻高々ポーズをする詩冴の前で、俺は視線を桐葉の胸に移した。

「ちょまっ、そんな特盛メロン持ってこられたらシサエも勝てないっすよ」

「ちなみに桐葉、あいつは巨乳好きの変態親父おやじだから警戒するように」

「さっきからボロクソっすよ！　シサエの怒りを喰くらうっすよ！　てりゃてりゃ！」

　詩冴は、自分の長い純白のツインテールをつかむと、鞭むちのようにして俺の顔を叩たたいてきた。

　──女の子が髪を粗末に扱うなよ。

　というツッコミは飲み込んで、俺は愉快に笑った。

「ははは、悪い悪い。なんかお詫わびするよ」

「きらりん♪　ならお詫びにシサエの家でハチミツパーリーするっす♪　そこでみんなの恥ずかしい秘密の暴露大会するっす♪」

「パーティーって、俺ら以外の誰が参加するんだよ？」

「押しに弱いマリアちゃんはイケるっす。あとはそこからマヤちゃんとマイコちゃんも！　ふふふっ」

「おい、女子にあるまじき悪い顔してるぞ。じゃあ護衛の桐葉は強制参加として、俺は朝倉を勧誘するよ」

「え？」

「さっすがレントちゃん、話がわかるっすぅ♪」

　俺は、戸惑う桐葉の肩に手を置いた。

「というわけだ、一緒に詩冴ん家に行くぞ」

　俺の決定に、桐葉は体を硬くして、反応に困っていた。




　　　　◆




　その日の夕方。

　仕事が終わった俺、桐葉、朝倉、詩冴、我妻、丹生、小鳥遊の七人は、スーパーで食材を買うと、詩冴の家に集まった。

　詩冴の住む社宅のリビングのテーブルには、以前も作ったハニートーストと、口直しの紅茶が並び、みんなで談笑に花を咲かせていた。

　女三人寄れば姦かしましいとは言うけれど、六人も集まれば騒がしくて当然だ。

　もっとも、桐葉と丹生はほとんど喋しやべっていないけど。

「それで映画見ているときにビッグポテチ一袋食べちゃったんすけど、この短時間で６００キロカロリー摂取したのかと考えると罪悪感が半端ないんすよねぇ」

「あー、それわかるなぁ」

「我妻さんもそういう経験あるんだ。まぁ私もだけどね」

　詩冴の話に我妻が同意して、朝倉が照れ笑う。

「ご安心を。世の男性は女性が思っているほどガリガリ好きではありません。多少お肉がついても問題ありません。むしろ過度なダイエットでバストが痩せることを危惧すべきです。そうですよね、渡会さんっ」

　──なんで俺に振るんだよ!?　そしてその達成感溢あふれる瞳はなんなんだよ！

　小鳥遊はクールで、丹生同様に基本が無表情なのに、瞳の奥から伝わってくる感情が半端じゃない。

　ちなみに、丹生は小さな口で、ハニートーストをリスのようにもちもちと食べ続けている。可愛い。

「それより詩冴、親に許可とかいいのか？」

「あー、シサエの両親は数日に一回しか帰らないから気にしなくていいっすよ」

　この広い社宅に事実上の独り暮らしか。

　中学時代からそんな環境なら、彼女のかまってちゃんも、当然かもしれない。

「そういえばキリハちゃんの能力ってなんなんすか？　戦闘系っすよね？」

　期待通り、詩冴が遠慮なしに聞いてくる。

「それは……」

　桐葉は、逡しゆん巡じゆんするように我妻たち警察班へ視線を巡らせた。

　どうせもうバレているから、と迷っているのかもしれない。

　でも、その迷いを踏み潰すように、俺が口火を切った。

「桐葉の能力はハチの力を再現する【ホーネット】だよ。空を飛ぶわ蜜みつ蝋ろうで相手の自由を奪うわ糸でブン回すわ、どこぞのアメコミヒーローかってレベル。坂東っていうアイスキネシストが俺に絡んできたときも、一方的にボコって最後は毒針でＫＯだよ」

「れ、錬徒……」

「なのにみんな桐葉のことを毒針が怖いとか言うんだぜ、酷ひどいだろ？」

　桐葉が、ぎゅっとくちびるを硬くしてうつむいた。

　すると、五人は同時に言った。

「「「「「あー、あるあるぅ」」」」」

「……え？」

　きょとんとする桐葉の前で、小鳥遊はキリっと告げた。

「【念写】でカンニングやリベンジポルノをしていると根も葉もない噂うわさを立てられました」

　続けて、探知能力者の丹生がお人形さんのような無表情で、声にトゲを含ませた。

「わたしのあだ名、警察犬でした。失礼です」

「わたしなんてみんなに触るなとか言われたよ……」

　サイコメトラーの我妻が肩を落とすと、

「能力者あるあるだよねぇ」

　と朝倉が同情した。

「そうそう。人気者になる人でも、誹ひ謗ぼう中傷かやっかみのどっちかは絶対言われるっすよねぇ。シサエも『うるさい』とか『うざい』とか『話が長い』とか言われてクラスの打ち上げやクリスマスパーティーはいつもハブられましたもん！」

「うん、お前のそれは違うんじゃないかな。あと丹生はテーブルの下で何しているんだ？」

「え？　わっ！」

　桐葉が視線を落とすと、丹生がテーブルの下から顔を出して膝の上に座ってきた。

　同じ高校一年生なのに、桐葉と丹生では大人と子供ほども体格が違う。

　丹生は、ちょこんと座ると、桐葉の豊満な胸に後頭部を埋うずめた。

　それから、のほほん、とリラックスし始めた。

「桐葉はいい匂いなのです」

「そりゃリアルにハチミツの匂いがするからな。髪と目の色も、能力の影響らしいぞ」

　丹生は桐葉の艶々の亜麻髪に触れ、手遊びを始めた。

　けれど、桐葉はそれを許さなかった。

「……勝手に、座らないでよ」

　そう言って丹生を抱き上げ、冷たくも床に下ろした。

　丹生は、表情を変えずに、しょんぼりとしたオーラを出した。器用な子だ。

　能力のせいで嫌な目に遭ったのは、桐葉だけじゃない。同じ能力者同士なら、そして詩冴たちとなら、桐葉も友達になれると思ったけど、考えが甘かったか。

　俺が自分の無力さに失望すると、桐葉は椅子から立ち上がった。

「錬徒、さっき、スーパーでホットケーキの材料買っていたよね？」

「ん、ああ」

「詩冴、キッチン貸してくれる？　ボクのハチミツたっぷりのホットケーキ作るからさ。それでみんなに、ボクと銀蜂養蜂場のハチミツ、どっちが上かわからせてあげるよ」

「キリハちゃんハチミツ作れるっすか!?」

「当たり前だろ。他にも美容にいいローヤルゼリーやプロポリスも作れるよ。ローヤルゼリーは酸味が、良質なプロポリスは大人の苦味と甘あま味みが特徴なんだ」

　桐葉の申し出に、女性陣は盛り上がる。

　一方で、桐葉は表情を作らず無愛想に尋ねた。

「ねぇ、キミたちは錬徒の友達なの？」

「当然っす！　シサエたちはレントちゃんのズッ友っすよ！」

「……そう、ならボクの……身内だね」

　身内。友達とも、ただの同僚とも取れるグレーゾーンの単語。

　けれど、桐葉がみんなのことを仲間だと認識してくれたのは、一歩前進だと思う。

　とりあえず、今はこれでいい。自然とそう思えた。

　無意識に、俺は口元が緩んでいた。

「桐葉」

　彼女のあとを追って、俺はキッチンへ行くと、声をかける。

「お前がそう言ってくれて嬉うれしいよ」

　俺が笑いかけると、桐葉は気まずそうに視線を逸そらした。

「別に。ただ、あいつらとは嫌でも一緒に働くことになるんだ。なら、このほうがトラブルを避けられる。それだけさ」

「それでもいいよ」

　そっけない態度の桐葉にお礼を言う。すると、彼女は亜麻色のまつ毛をわずかにうつむかせてから、横目で俺の顔を窺うかがってきた。

「あと……さっきはごめん。自意識過剰とか、カラダ目当てとか言って……」

　申し訳なさと恥ずかしさがないまぜになった、複雑な感情のこもった声と表情。

　その姿が、雨の中の捨て猫のようにいじらしくて、油断すると恋に落ちてしまいそうなくらい可愛かった。

　初対面の時は最強の二文字が頭に浮かんだ戦乙女が、ずいぶんとしおらしくなったものだ。

　俺は、つい頬ほおを緩めながら、幼い妹のイタズラを許すような心持ちで言った。

「怒っていないよ。売り言葉に買い言葉。誰だって喧けん嘩かしている時は意固地になって強い言葉を使ったり、大おお袈げ裟さに言ったり、普段は思っていないようなことを、さも前々からそう思っていたみたいに言うもんだろ？」

　俺の問いかけに、桐葉は控えめに頬を赤らめながら、恨めしそうな上目遣いになった。

「……キミ、10代のクセに人間が出来過ぎていないかい？」

「そうか？」

「うん。でもね、カラダ目当ては本気で思っていたよ？」

　桐葉の表示したＭＲ画面には、俺が妄想した桐葉のエロ画像が映っていた。

　俺は、孤立無援の心境で赤面した。小鳥遊、俺はお前を許さない。







[image: 第三章　俺のテレポート能力がチート過ぎた]




　桐きり葉はとみんなの距離が縮まってから一週間が経たった４月24日火曜日の夕方。

　美み稲いな──一週間前のパーティーから、名前呼びの風潮になっている──を連れて総務省の講堂へ帰ると、早さ百ゆ合り部長が声をかけてきた。

「今日もご苦労だったな。変わりはないか？」

「はい、問題ありません。それよりも、金属の量は足りているんですか？　必要なら残業しますよ？」

　美稲の提案に、早百合部長は首を横に振った。

「その必要はない。貴君のおかげで、国内の金属需要には全て対応できているし、むしろ備蓄すら増えている。これ以上、貴君のプライベートを犠牲にする必要はないさ」

「大活躍だな美稲。てか日本政府お前に頼り過ぎじゃないか？」

「いやいや、恥ずかしいからそんなに持ち上げないでよ」

「だが、実際に朝あさ倉くら美稲を含め、貴君らの活躍には頭が下がるよ。財政破綻して日本円の価値がなくなり、日本は何も輸入ができなくなってしまった。金属、衣類、食料、燃料不足は深刻だ。だが」

　品よく微笑を浮かべながら、早百合部長は滔とう々とうと言いあげた。

「朝倉美稲の力で国内の金属需要すべてを賄いつつ備蓄を増やし、金銀などの貴金属も豊富だ。おかげで、金銀と備蓄外貨で東南アジアから綿を、マレーシアやニュージーランドから羊毛を輸入し対応できている。食料もそうだ」

　視線を、少し離れた場所で成果報告中の詩し冴さえへ向けた。

「留萌るもい詩冴の力で漁獲高は倍増し、南関東と離島から外来生物は一掃され、鹿と猪いのししによる畑の被害も無くなった。同時に、キョン、ハクビシン、アライグマ、鹿、猪の肉を流通させることで食肉不足問題は解決。農産物不足は、金銀で東南アジアから輸入することで解決している。また、これら金属資源、衣類、食料は全て、企業が政府から買っているため、早くも政府は２兆円を超える収入を確保している。これで、少なくとも今月の公務員の給料と公共事業費の支払いはできそうだ」

　続けて、早百合部長の視線は、職員に成果報告中の舞まい恋こたちを捉えた。

「警察班のおかげで、捜査費用はかからないしな。既に一万件以上の未解決事件が解決している。失踪者の行方も、二万人分が明らかになった」

　つまり、まとめるとこんな感じらしい。




　物資不足

　・金属資源　美稲が海から生成。

　・衣類　　　美稲が生成した金銀で輸入。

　・農産物　　美稲が生成した金銀で輸入。

　・水産物　　詩冴が魚を漁港に誘導。

　・食肉　　　詩冴が捕まえた鹿と猪、外来生物たちで賄う。

　歳出削減

　・警察捜査費用　探知、念写、サイコメトリー能力者たちで事件解決。

　・環境対策費用　詩冴の能力で外来生物を一掃。




「そうなると、あとは燃料問題ですね。そっちはどうなっているんですか？」

　政府の備蓄燃料は、石油が六か月分、天然ガスと石炭が三か月分ある。

　だが、燃料の輸入ができない現状では、燃料と石油製品の高騰が止まらないため、備蓄が尽きなくても、あと三週間で国民生活は破綻すると言われている。

　そのため、燃料の確保は急務なのだが……。

　俺の問いかけに、早百合部長は少し眉根を寄せた。

「難しいな。探知能力者が油田や石炭、天然ガスの鉱床を見つけてはいるが、埋蔵量が少ないか、地層の含有濃度が薄く、採算の取れないモノが多い」

「前、石油やガスは土じゃないから地形操作能力者の操作対象外って言っていましたけど、地層ごと採掘できないんですか？」

「それは私も考えたのだが、目視できないような、地下深くの操作は難しいのだ。結局は何年もかけて掘削設備を建造する必要がある。最悪、中東から金銀で輸入することになるが、そこで大盤振る舞いをすれば、能力で金銀を作っていることが一発でバレる」

　表向き、美稲は廃品などの都市鉱山から金属資源を分離させていることになっている。

　けれど、何万トンという金をバラまけば、諸外国は疑いの目を向けるだろう。

　そうなれば、海から金を生成していることが明るみになり、日本にだけおいしい思いをさせてなるものかと、各国は国連に働きかけ、海水の使用を制限するに違いない。

「そうだ、話は変わるが、桐葉、貴君のローヤルゼリーが世界最高品質であると正式に認められた。明日から、業者が破格のグラム50円で買い取ってくれるぞ」

「一グラム50円て、鉄の何百倍ですか!?」

　俺は驚いて、つい声を上げてしまった。まさか、ローヤルゼリーがそこまで高価なものだとは思っていなかったのだ。

「やったね。じゃあ明日から毎日２トン作るよ」

「１日１億、年間３６５億円の売り上げだな。初任給は期待していいぞ」

　──年商３６５億円!?

　途方もない金額に、俺は呆あきれてものが言えなかった。

　──ていうか詩冴も一人で日本の食肉事情を支えているし、美稲に至っては黄金の山を築いているんだよな。あれって何兆円分だ？　舞恋たちのおかげで数千億円分の警察捜査費用も浮いているし……。

　一人の力で大国を左右する彼女たちの力量に、自分が矮わい小しような存在に思えてくる。

「みんな凄すごいなぁ、俺なんてただのタクシーなのに……」

「大丈夫、キミのことはボクが養うから」

「俺はヒモか！」

　ポンと肩を叩たたいてくる桐葉に怒鳴った。彼女から香る、淡いハチミツの匂いが心地いい。

「心配せずとも、プロジェクトを円滑に進められているのは貴君のテレポート能力のおかげだ。そこらの公務員よりも高い給料は保証しよう」

「ちぇ、ワンコくんをボクに依存させようと思っていたのに」

「こらこらこら」

　桐葉の頭に、連続空手チョップを下ろすジェスチャーをした。

　すると、早百合部長はあごをなでて一言。

「ヒモになるかは別として、私としては貴君らにもっとイチャラブ、もとい朝チュンしてくれたほうが都合がよいのだが」

「何の都合ですか!?」

「今後、高給取りの能力者に群がる馬鹿が増えるだろうからな。対等な能力者同士のカップルのほうがトラブルが無いだろう？」

「言っておきますけど、俺ら付き合っていませんからね」

　俺が念を押すように言うと、早百合部長はきょとんとした。

「む？　貴君らはご主人様とペットの関係ではないのか？」

「ほらお前が変な仇あだ名なをつけるから！　俺と桐葉は健全な関係です！」

　俺の言葉に、早百合部長は目を剥むいて凍り付いた。

「何……だと……？　貴君はこんな歩くセックスシンボルと同居していてまだ手を出していないのか？　もしや貴君はロリコン──いや、何も言うまい、性癖は個人の自由だ」

「ロリコンでもないですから！」

「そうそう、錬れん徒とはボクのおっぱいに発情しっぱなしのワンコくんですから」

　桐葉は得意満面、ＭＲ画面に、かつて俺が妄想した桐葉のセクシー画像を表示した。

　俺は、お腹なかの底から真ま理り愛あを恨んだ。

　このネタ、このまま定番化しないよな？　お約束にならないよな？




　　　　◆




　その日の帰り、俺と桐葉はスーパーに寄って、夕食の買い出しをしていた。

　俺がカートを押して、桐葉の後ろを歩くと、彼女は甘い笑顔で振り返った。

「ねぇ錬徒、こうしているとボクら、なんだか家族っぽいね」

　具体的な関係性まで想像して、俺は口の中で頬を噛かんだ。

「恥ずいこと言うなよな、お、見て見ろよ」

　肉コーナーへ行くと、珍しいものが色々と並んでいる。

　鶏とり肉にく、豚肉、牛肉の売り場は半減していた。空いた陳列棚を埋め尽くすのは、鹿肉、猪肉、キョン肉、ハクビシン肉だ。

「詩冴の能力で誘導したやつだね。どうする錬徒？　猪肉の生しよう姜が焼きにしよっか」

「そうだな、猪と豚の食べ比べでもするか。こっちはなんだ？」

　さらにカートを進めると、アライグマの肉が売られているも、やや趣が異なる。

　すでに細かくバラされ、濃いタレに付け込んでいる、焼肉用のパックだ。

「なんでこっちは調理用じゃないんだろ」

「アライグマは雑食性だからね、臭みが強いんじゃないかな。それでニンニクや生姜のタレに漬け込んで臭みを取っているんだと思うよ。えーっと、今調べたら北米だと普通に食べられているみたい。ほら」

　桐葉はＭＲ画面を展開して操作すると、反転させて検索画面を見せてくれた。

「ふ～ん、ネイティブアメリカンたちは普通に食べていたんだな」

「じゃあ錬徒、今日は猪肉で明日は鹿肉、明後日からはキョン、ハクビシン、アライグマって毎日変えてみようか？」

「せっかくだし、そうしようか」

「ＯＫ、じゃあ今日はまず猪肉だね」

　ウィンクをして、桐葉は４００グラム分の猪肉をカートに入れた。

　次に回ったのは野菜コーナーで、こっちも随分と様変わりしている。

　野菜よりも、果物が目立つ。

　それも、マンゴーやパパイヤ、ドラゴンフルーツなど、南国のものが多くて驚かされた。

　デバイスをつけていないお年寄りに配慮して、値札が物理シールの一方で、商品の上にはＭＲ表示で、『ビタミンたっぷり』『野菜不足はフルーツで美味おいしく補おう』というデジタルポップが浮かんでいる。

　これは、早百合部長の言っていた、足りない野菜の供給量を果物で補うための、国の戦略だろう。なんだか騙だましている気分だ。

「マンゴスチン、ライチ、ザクロ、俺が食べたことのない果物ばかりだな」

「見て錬徒、ローヤルゼリーサプリメントだって、ボクが生成したヤツかもね」

　桐葉は、ちょっと誇らしげに見せつけてくる。

「……だな」

「こうして見ると、この半月で日本も様変わりしたよね」

「あぁ……お前らの超能力で変えたんだ」

　総理大臣と日銀総裁の不祥事で日本が財政破綻して、日本円は信用を失った。

　そのせいで、日本は輸入大国なのに輸入ができなくなった。

　金属、食料、衣類が不足して日本国民の生活が破綻するのは目に見えていた。

　だけど、美稲や詩冴の活躍で金属や食料、衣類の供給に成功した。

　他の能力者たちも、各分野で活躍している。

　戦闘班の能力者は要人警護だけど、桐葉のローヤルゼリーは億単位で取引されている。

　俺の護衛なのに、俺よりも稼いでいる。

　──今まで普通に付き合ってきたけど、みんな、俺とは比べ物にならない活躍ぶりだよなぁ。もしかして、俺だけ役立たずなんじゃ。

　ネガティブな気持ちが胸に湧いた瞬間、桐葉がきょとんと顔を覗のぞき込んできた。

「うん？　どうかした？」

「え、いやいやなんでもない。ほら、足りない調味料買いに行こうぜ」

「ならいいけど、気になることがあったら言ってね。ボクは錬徒の友達なんだから」

「気ぃ使わせて悪いな」

「どういたしまして」

　えへんと、桐葉は嬉うれしそうに胸を張った。

　その姿に、つい口元がほころんでしまった。

　一週間前の食事会以降、桐葉は俺以外のメンバーとも話すようになった。

　護衛任務で一日中一緒にいるため、一番の話し相手は俺だけど、もう以前のように、友達なんていらないと他人を突き放すようなことはなくなった。

　あとは、この笑顔を一日でも長く守りたい。そう願いながら、俺はカートを押した。

　もっとも、俺に彼女を守れるだけの力があれば、だけどな。

「あれ？　ポン酢ってあっちの棚なんだ。ボクちょっと取って来るよ」

　棚の上のＭＲポップを確認してから、桐葉は俺に背を向けて駆けて行った。

　その間、俺は調味料の棚からソースやケチャップを選んだ。

　すると、さっきぶりに声をかけられた。

「あれ？　錬徒くんも来ていたんだ」

　振り返ると、カートを押した舞恋と、それに寄り添う麻ま弥やの姿があった。

　麻弥は相変わらずお人形さんのように無表情で、でもぎゅっと舞恋の腕に体を寄せているのが可愛かわいい。

　小柄な舞恋と比べてなお小柄な麻弥は、まるで舞恋の妹みたいだった。髪形も、舞恋がワンサイドアップで麻弥がツーサイドアップだから、余計にそれっぽかった。

「おう、夕飯の買い出しにな。そっちは？」

「わたしたちは、これからうちでご飯にしようと思って。いま、真理愛がポン酢を取りに行っているの」

「ふーん」

　──ん？　じゃあ今、ポン酢売り場では桐葉と真理愛がエンカウントしているのか？

　長身美形女子ふたりがそろうところを想像して、絵になるなと思った。

「そっか、じゃあ麻弥、おいしいご飯作ってもらえよ」

「むぅ、麻弥も一緒に作るのです」

　むすん、とちっちゃく握り拳を固める。可愛い。そして本当に高一なのかな？

　正直、ランドセルが凄く似合いそうだ。

「あ……えっと、それでね錬徒くん」

「うん？」

　舞恋が、何か慌てた様子で声をかけてくるので、俺はマヨネーズを選ぶ手を止めた。

「えっと……えーっと、あ、いい天気だね！」

「ここ屋内だけど？」

「え!?　あーっと、じゃあ……いいマヨネーズだね！」

　棚から取ったマヨネーズを突き出され、俺は一言。

「……おう、じゃあこれ買うよ」

　舞恋が手に取ったのと同じマヨネーズをカートに入れてから、俺は踵きびすを返した。

「そういや真理愛も来ているんだよな。ポン酢売り場まで行くか」

「あ、待ってお父さん」

「お父さん？」

「────!?」

　舞恋は、その場で両手を顔に当て、うつむいてしまった。

　──あー、学校の先生を間違えてお母さんて呼んじゃうあれか？

　男子を父親扱いするのは初めてだけど、特に気にしない。そういうこともあるだろう。

　なのに、舞恋は恥ずかしさのあまり、肩を小刻みに震わせていた。

　麻弥は目いっぱい背伸びをして、舞恋の頭をなでている。なんていい子だろう。

「じゃあ俺、ちょっと桐葉と合流するから」

　そっとしておいてあげようと、俺は慈悲の心で背を向けた。

「えっ？　桐葉さんと一緒なの？　なんで？」

　顔を上げて、舞恋は首を傾かしげた。立ち直りが早い。

「あぁ、俺ら一緒に暮らしているから」

「ど、同どう棲せい!?」

　舞恋は目をまぁるくすると、カートを放り出して迫ってきた。

　舞恋が目と鼻の先まで距離を詰めてきて、ちょっと恥ずい。

「いや、同棲じゃなくて同居な。桐葉は俺の護衛兼監視役だからな」

　途端に、舞恋は口元に手を当てて、一人、熟考に耽ふけった。

「男女が一つ屋根の下なんてどうしよう、桐葉さん美人だしおっぱい大きいし、サイコメトリーの時に絶対魔が差しちゃうよ、どうしてこう誘惑ばかり増えるかなぁ」

　何やらぼそぼそと喋しやべっている。断片的な単語しか拾えないけど、どうやら俺らの生活を心配しているらしい。

「おいおい、そんなに心配なら俺が桐葉に不適切なことをしていないかサイコメトリーしてもいいぞ」

「これ以上わたしを悪の道にいざなわないでぇ！」

　くわっと、舞恋は顔を上げて怒鳴ってきた。俺何かしたか？

　そこへ、予期せぬ奇襲が浴びせられた。

「うわっ、ちょっ、やめろ麻弥、俺の顔を叩たたくな」

　麻弥が、めいっぱい背伸びをしながら両手を伸ばして、俺の顔をぺちぺちと叩いてくる。

「舞恋さんをいじめちゃだめです。錬徒さんは悪い子です。えいえいえい」

「おい、だからやめろって、あ、真理愛いいところに、助けてくれ」

「わかりました」

　通路からカートを押しながら顔を出した真理愛に救助要請を出すと、彼女は素早く駆けよってきてくれた。

「ぐあっ、やめろっ、なんで真理愛まで叩くんだよ!?」びしびしびし

「え？　叩いて欲しいという意味ではないのですか？」びしっびしっびしっ

「真理愛の中の俺はどうなっているんだよ！」ずびしぃっずびしぃっずびしぃっ！

「桐葉さんにイジられて喜んでいる特殊性癖の持ち主だと思っています」

　麻弥以上の無表情フェイスと無感動ボイスに、俺は何も言えなくなった。悲しい。

「え、じゃあボクも叩いた方がいいかな？」

「いるなら助けろよ！」

　ただ一人、舞恋だけはあわあわと対応に困っていた。

　舞恋が唯一の良心に思えて、俺は涙を流すほどに感動した。
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　翌日の昼休み。俺はテレポートで官舎へ帰り、冷蔵庫から桐葉の手作り弁当を取り出し電子レンジで温め、テレポートで再び教室へ戻った。

「ほい、桐葉の分、今日もありがとうな」

「ボクのほうこそ、今日も食べてくれてありがとうだよ」

　毎朝手間暇かけてお弁当を作ってくれている立場なのに、桐葉は笑顔を見せてくれた。

　どうやら、彼女は手料理を食べてもらう喜びに目覚めつつあるらしい。嫁力高ぇ。

「あ、美稲だ、やっほー」

　桐葉の視線の先を追いかけると、教室の開いたドアから、美稲がお弁当を手に入室してくるところだった。

「今日も来たよ」

「よっ」

　俺は軽く挨拶をしながら、俺と隣に座る桐葉の机を反転させながらくっつけて、この一週間、空きっぱなしである後ろの机（坂ばん東どうの）を合体させた。

「今日も手作り弁当なんだね。桐葉さん、将来はいいお嫁さんになるよ」

「まぁね。錬徒の胃袋はつかみ済みだよ」

　誇らしげに胸を反らして桐葉は自信を誇示した。

「実際、桐葉の弁当は米まで美味うまいからな。ブランドはうちで買っているのと同じ米なんだけどな」

「お米２合にこさじ一杯のハチミツを入れて炊くと、ふっくらした仕上がりになるんだよ」

「物理的に愛情入りだったね」

「なんだそのパワーワード」

「でも桐葉さん、胃袋をつかむのはいいけど、依存性のある毒を混ぜちゃダメだよ」

「……やだなぁ混ぜてないよ」

「今の間は？」

「なんだと思う？」

　俺が真顔で尋ねると、桐葉の口角はニヤァァっと上がって、俺を悩ませた。

　美稲が、眉根を寄せて苦笑った。

「錬徒君、将来は尻に敷かれそうだね……」

「違うから、桐葉とはそういうんじゃないから！」

　握り拳を作って意思表示をするも、桐葉のセクシーなヒップラインに敷かれる想像をすると、まんざらでもなかった。

「そうだよね、ワンコくんはお尻よりおっぱいだもんね」

「そういう意味じゃねぇし！」

　直前まで性的な想像をしていたせいか、妙に慌ててしまった。

　──桐葉の奴やつ、心でも読めるのか？

　横柄な声が割り込んできたのは、その時だった。




「おい、最近チョーシこいている渡わた会らいってのはお前か？」

　ぞろぞろと教室に入ってきたのは、細身で美形の男女七人組だった。

　制服のネクタイやリボンの色から、同じ一年生であることがわかる。

　みんな、読者モデルをやっていてもおかしくないルックスだ。

　一年生の美形ランキング上位を集めれば、こんなグループができるかもしれない。

　けれど、その表情は一様にしかめられ、俺のことを威嚇していた。

　俺も、睨まないまでも、負けじと語気を強めた。

「調子には乗っていないけど渡会は俺だ」

　調子に乗るどころか、みんなとの差に劣等感を持っているぐらいだと言ってやりたい。

「調子に乗ってんだろ」

「いつも朝倉さんを独占して何様？」

「あのね、朝倉さんはあんたのものじゃないんだから」

　──それを言うなら、お前らのものでもないだろう。

「あのねみんな、これは別に──」

「まぁまぁ朝倉さんは座ってて」

「そうそう、話はオレらがつけてあげるからさ」

　二人の生徒が媚こびを売るような顔で、美稲の言葉を遮った。

　その間に、背が高くて目力のある生徒が俺と距離を詰め、机に座る俺をぐるりと取り囲み、裁判官のように見下ろしてきた。

　これは、悪質な人間がよく使う手口だ。

　一人の人間を、徒党を組んで責め立てる。

　それも、ターゲットを高い目線から取り囲むようにだ。

　そうすることで精神的優位を取り、相手を委縮させる効果がある。

　それが一番効果的だと、悪質な人間は本能で知っているのだろう。

「オレさ、能力者って嫌いなんだよ。人と違うことができるからって特別な人間気取りで、自分は神に選ばれた特別な人間だとでも思ってんのか？」

「それかバトル漫画の主人公気取りな。キモいんだよ。いつまで漫画に影響されているんだよ。高校生にもなってこの世が自分を主人公にした漫画だとでも思ってんのかよ」

　美稲も能力者なんだけど、こいつら本気で馬鹿なんじゃないか？　いや馬鹿か。

　悪質な人間は、相手を攻撃するという欲望が前に出過ぎて、言葉の整合性を考えない傾向がある。

　論理が破綻していようが矛盾していようが、とにかく相手を攻撃できればなんでもいいので、支離滅裂なことを言っても気にしないのだ。

「お前ら能力者って、自分らを進化した超人だと思っているみたいだけど違うからな。超能力なんて人よりちょっと足が速いとか歌が上手うまいとかと同じただの個性だからな」

「野球部がバッティングができる自分は進化した新人類とか言うのと変わんねぇよ、寒いんだよ。なのにガキの頃からいっつも偉そうにオレらを見下して何様だ？」

　──あー、そういうことか。

　ようするに、こいつらは羨ましいのだ。

　勉強もスポーツも、努力をすれば鍛えられる。

　だけど、超能力だけは手に入らない。

　だから、能力者が羨ましくて仕方ないのだ。

　それで、超能力と能力者を見下して悪者に仕立て上げ攻撃することで、プライドを保とうとしているのだろう。

　美稲につきまとうのは、歪ゆがんだ征服欲の現われかもしれない。

　いつか美稲と付き合い、そのカラダを好きにできるチャンスがあれば、『あの能力者を屈服させてやった』と、支配欲とプライドを満たすのだろう。

「おいなんとか言えよ」

「それともびびって声も出ないか？」

　馬鹿の相手をするのは面倒だ。

　理屈が通じず、あらゆる曲解拡大解釈を駆使して声高に『とにかく自分が正しくお前が悪い。だから謝罪しろ』の一点張りだからだ。

　けれど、これ以上増長させて俺に手を出せば、桐葉が黙っていない。

　既に桐葉は、両目に酷薄な殺意を漲みなぎらせ、五指の先端に淡い光が明滅している。

　その前に、こいつらをどこかへテレポートさせようか。

　でも、暴力を振るわれていないのにそんなことをすれば、逆に超能力で暴力を振るわれたと声高に叫び、被害者面をするかもしれない。

　──あぁ、本当に馬鹿の相手をするのは面倒だ。だからこいつらとは関わり合いたくないし俺はソロ充だったんだよ。

　親や教師は、みんなと仲良くするよう俺に強要してきたけれど、こいつらと仲良くするということがどういうことかわからない大人たちには、怒りで全身の血が泡立ったのを覚えている。

　──なんて、昔話を思い出している場合じゃないよな。とりあえず声を大きめに正論を並べるか。

「ちょっとみんな、私の友達に酷ひどいことを言わないでよ」

　俺が口を開く直前、美稲がたしなめるような語調で言った。

　そのまま、誰かが口を挟む前に、美稲は活舌よく、朗々と口を動かした。

「能力者が嫌いって、今まで私のことそういう風に見ていたんだ。みんな優しい人だと思っていたけどがっかりだよ。それに渡会君は今まで自分が能力者だなんて知らなかったんだから価値観はみんなと同じなのに、勝手な言いがかりで責めるなんて酷いよ。それにそうやって相手を取り囲んで見下ろして圧迫するなんて脅迫も同然じゃない。どうしてそういう底意地の悪いことをするの？」

「なんだよ朝倉、お前オレらよりもこんな奴の肩を持つのか？」

「今は渡会君の肩を持つよ。だって渡会君が一方的にいじめられているんだから」

　立て板に水とばかりに言い切った美稲に、連中は途端に狼狽うろたえた。

「いや朝倉さん、これは違うんだよ」

「そうそう、オレらはあくまで朝倉さんを助けてあげようと」

「私は何も困っていないよ。何から助けるの？」

　当事者に断言されて、連中はさらに旗色が悪くなる。

「だって、どう考えても朝倉さんとこいつじゃ釣り合わないし」

「だから、同じ能力者ってことを盾にしてこいつが強引に迫っているんだと、なぁ？」

　そう言われて、俺は劣等感で怒りが沈静化した。

　美稲は、容姿端麗、成績優秀、品行方正、しかも、一人で日本の金属、衣類、農産物需要を賄う規格外の能力者だ。

　一方で、俺は取り立てて何か美点があるわけではなく、能力はただのタクシー。

　国民的トップアイドルと地下アイドルが対等に食事をしていれば、違和感を覚えるのは当然だろう。

　けれど、俺の想おもいとは裏腹に、美稲は、きりっと目元を引き締めた。

「この一週間、何を見ていたの？　渡会君には桐葉さんが張り付いているし、私を脅迫なんてできるわけないじゃない。それに、いつも私のほうからこっちの教室に来ているし、それは女友達の桐葉さんに会うためだよ。何をどう見たら、渡会君が悪者になるの？」

　一分の隙も無い美稲の理論武装に、連中はたじたじだ。

　俺が相手なら絶対にトンデモ理論を駆使して反論するのだろうが、相手が学園一の美少女なら素直に聞くらしい。

　それにしても意外だ。

　美稲は、争いを好まない子だと思っていた。

　あの坂東にでさえ、無難に対応していた。

　角が立たないよう、その場が丸く収まるよう努めるのが、いつもの美稲だ。

　だから、こうやって明確に誰かの側に立って相手を責める姿には、俺も面食らってしまった。

　連中は、どうすればいいか戸惑い、お互いに顔を見合わせ、主導権を押し付け合った。醜い責任のなすりつけ合いだ。

　そこへ、連中にとってはちょうどよくと言うべきだろう。一週間ぶりに坂東の声が割り込んできた。

「渡会ぃいいいいいいいいい！」

　坊主頭に申し訳程度の毛が生えた頭で眉を吊り上げて、顔を真っ赤にした坂東は、復ふく讐しゆうの鬼そのものだった。

「この一週間、オレがどれだけ酷い目にあったかわかるか？　テメェに下水道に落とされたせいで下痢と嘔おう吐とと高熱が続いてなぁ、ベッドの上で毎日生死の境を彷徨さまよったんだぞ！」

　大股に、床を蹴りつけるように迫りながら、坂東は拳を振り上げた。

「テメェのせいでなぁ！」

「うおっ！」

　驚いた俺は、緊急回避としてテレポートを使った。

　──でもどこに？　また、下水道はマズイ。下水道以外で、ヒステリーを起こした坂東をテレポートさせても誰の迷惑にもならない場所。下水道以外で。

　そうやって、俺が下水道の光景を頭に思い浮かべていると、坂東の姿が消えた。

『あ……』

　俺とクラス中の口が、同じ形で固まった。

　桐葉だけが、あっけらかんと尋ねてきた。

「錬徒、今度はどこに送ったの？」

「……いや、下水道以外のどこにしようかって考えながらテレポートを使ったから」

「……錬徒君、まさか」

　美稲が、口角を痙けい攣れんさせた。

　俺は、必死に取り繕った。

「ほ、ほら、心理学の話で、30秒間キリンについて考えないでくださいって言われても絶対考えるって話、聞いたことないか？」

「ぎぃえぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！！！！！！！」

　窓の外から、坂東の絶叫が聞こえてきた。

　その声は、途中からは五十音では表現不能のモノに変わり、やがて途切れた。

「うわぁ……錬徒君て、バトル漫画なら絶対に最強主人公だよね……」

「え？」

「だって、その気になれば誰でも好きな時に宇宙空間に放り出せるでしょ？」

　その言葉を聞いた途端、美形生徒七人組は同時に、ゾッと青ざめた。

「な、なんかオレらの勘違いみたいだったわ」

「そうだな、ごめんな渡会君」

「じゃあオレら、帰るよ」

「うんうん、ほんとごめん。オレらが悪かったよ」

「言っておくけど言い出しっぺあたしじゃないから」

「あたしはみんなについてきただけだから」

「ちょっ、あんた卑ひ怯きよう、あ、とにかくじゃあね渡会君」

　──は？

　そのまま、七人は尻尾を巻きながら尻に帆をかけて逃げ出した。

　ぽかんとする俺に、美稲は顔の前に手を立てて、申し訳なさそうにウィンクをくれた。

「ごめんね錬徒君。変な風評、立てちゃったかな？」

「いや、宇宙にテレポートさせれば誰でも殺せるなんて、どうせ誰かが気づくだろうし、気にするなよ。むしろ、悪質な人間が俺を避けるようになれば過ごしやすくなる」

　ぴんと閃ひらめいて、俺は桐葉に向き直った。

「桐葉、俺、気に食わない奴やつを宇宙空間に放り捨てられる超危険人物らしいぞ。それでも俺のこと嫌わないでくれるか？」

「嫌うわけないよ。だって、錬徒はボクにそんなことしないでしょ？」

「わかってるじゃん」

「友達だからね」

　桐葉は肩をすくめた。

　漫画やラノベでよくある口上だ。




「異能者を危険と言うなら人は誰でも危険だ。先端の尖ったボールペン一本あれば、人は人を殺せる。武器が無くても、人は人を殴れる。それを警戒しては、外なんて歩けない」




　ただし、こんな使い古された台詞せりふですら、現実の人間は実行できない。

　勝手に他人を危険視して、怯おびえ、差別する。

　それこそ、桐葉の周囲の人間がそうだったように。

「ボクたち、最強コンビだね♪」

　幸せそうな声で笑う桐葉の表情に、俺は自然と優しい気持ちになれた。

「そうだな」

　俺よりも不幸だった彼女が笑ってくれると、俺は気分が良かった。

　でも、美稲のことが、少し気にかかった。




　　　　◆




　放課後になると、俺ら三人は下げ駄た箱ばこで上靴から外靴に履き替えて、正門から外に出た。

　いつもなら、ここでテレポートを使うのだが、俺はどうしても美稲に確認しておきたいことがあった。

「じゃ、テレポートよろしくね」

「なぁ、美稲」

「ん？　なーに？」

　俺の眼めを見て、美稲は首を傾かしげた。

　俺は、できるだけ平へい坦たんな声で尋ねた。

「昼休みの時、美稲はどうして俺をかばってくれたんだ？」

「…………うーん」

　しばし無言になって悩んでから、美稲は優しい表情を見せてくれた。

「少し、歩こうよ」

　俺の返事を待たず、美稲は歩き出し、手を引いた。

　桐葉は何も言わず、ついてくる。

　証明写真を撮る時のような無表情で、成り行きを見守るように無言だった。

　しばらく歩いていくと、下校する生徒たちの流れは、駅の入口に吸い込まれていった。

　だから、駅の前を通り過ぎると、生徒の数はぐっと減る。

　人目の少ない住宅街で、美稲は俺の顔を見やった。

「さて、何か悩みがあるなら美稲さんに話してごらん」

　同い年なのに、まるで年上のお姉さんのように包容力のある口調で、美稲は聞く姿勢に入った。

　その、少しくだけた態度が、俺の口を軽くする。

「前、桐葉にも話したんだけど、俺、いわゆるボッチだったんだよ。小学校でも中学校でもみんなに馴な染じめなくて。だから昼休みの時みたいにかばわれたことも無くて、だから、なんでかなって」

「それはね、私が錬徒君と友達になりたいからだよ」

「なんでだ？　俺なんて何も取り得ないぞ？　それにイケメンでもないしトークが上手うまいわけでもないし、一緒にいて楽しくないだろ？」

「そんなことないよ」

　美稲は、穏やかな声音で言った。

「錬徒君は、凄くいい人だから。錬徒君って、謙虚で真面目でしょ。それって魅力的だと思うよ」

　言われたことのない単語を並べ立ててから、美稲は続ける。

「錬徒君、サイコメトリー能力者の舞恋さんを信じて簡単に手を握ったよね。周りに優しくしてもらえない人が、他人を信じるって、凄すごいことだよ」

　──美稲は、俺がボッチなのを知っていたのか？　いや、坂東と俺を見れば、俺の中学時代なんて、だいたい想像がつくだろう。

「それに、桐葉さんだって。錬徒君に魅力が無いと護衛に名乗り上げないよ」

　美稲とは逆隣を歩く桐葉を意識しながら、俺は重く口を開いた。

「でも俺、今まで好かれたことないぞ」

「それはきっと、みんながいい人じゃなくて都合のいい人と付き合いたかったからじゃないかな？」

　意外にキツイ言葉を吐くんだな、と思う間も、美稲は優しく教え諭すように、滔とう々とうと話を続けた。

「舞恋さんや桐葉さん、詩冴さんや真理愛さん、それに麻弥ちゃんの気持ち、私はわかるよ。私もそうだから。昨日、錬徒君言ったよね。自分はただのタクシーだって、あんなこと、普通なら言えないよ」

　そして、彼女の声にはどこか寂し気な響きが含まれる。

「普通の人は他人の手柄を横取りする、自分との共同だったことにする、あるいは他人の手柄にケチをつける。でも錬徒君は自分の手柄にすら気づかない。そんな錬徒君のことが、私は好きだな」

　──ああ、そうか。

　今の言葉で理解した。きっと彼女も昔、色々とあったのだろう。

　いつも穏やかに見えて、きっとその目で、悪質な人間たちを見続けてきたに違いない。

　そう思うと、急に親近感が湧いてきて、調子に乗ったことを言ってしまう。

「なら、俺も美稲はいい人だと思う。みんなが卑屈で地味だと言う俺を、お前は謙虚で真面目と言ってくれる。そんなお前は、凄くいい人なんだと思う」

「惚ほれちゃった？」

　美稲の誘うような笑顔に、俺は心臓が高鳴り、顔が熱くなった。

「お、お前まで桐葉みたいなこと言うなよ」

　助けを求めて桐葉へ目配せをするも、彼女は愉快そうに喉の奥から忍び笑いを漏らしていた。この野郎。

「はは、冗談だよ。じゃ、そろそろテレポートしようか」

「お、おう」

　人なつっこく美稲が俺の右手を握ると、逆側から、すぐに桐葉が左手を握ってきた。

　そのまま俺と肩を触れ合わせて、亜麻色の髪を揺らしながら、桐葉のハチミツ色の瞳が俺の顔を覗のぞき込んできた。

「モテるね」

　恥ずかしさを噛かみ殺すように奥歯を固め、俺は総務省にテレポートをした。




　　　　◆




　その日の仕事終わり。

　俺らは総務省の講堂に帰ると、早百合部長に挨拶をしてから帰ろうと思ったのだが、部長は難しい顔をして宙に視線を走らせていた。

　おそらく、使用者にのみ見えるＡＲ画面で何かを読んでいるのだろう。

　話しかけるのはまずいかとも思ったが、空気を読まない女子、詩冴が声を上げた。

「難しい顔してどうしたんすかサユリちゃん？」

　──サユリちゃんて、相手は一国の官僚なんだけどな……。

　本人がフランクなので、俺も割と馴なれ馴れしく接してしまうも、ちゃん付けをする勇気はない。

　が、何をどう勘違いしたのか、早百合部長は誇らしそうな笑みで俺に向き直った。

「……貴君も、早百合ちゃんと呼んでいいんだぞ？」

　──気に入っているんかい！

「部長はどこを目指しているんですか……？」

　俺の唇がへの字を作ると、早百合部長は眉間にしわを寄せた。

「初日からずっと、貴君ら学生との距離を感じるのだ。何な故ぜだ？　四捨五入すれば私も貴君らと同じ二十歳なのに！　ほとんど同学年なのに！」

　叫びながら、鷹たかのように鋭い眼光が俺を射抜き、要塞のように重量感溢あふれるバストが威圧してきた。

　──いねぇよこんな同学年！

　だが、俺はクレバーな男なので本音を飲み込んだ。

「それはおいといて、実際、何かあったんですか？」

「うむ、やはり燃料が問題でな」

　俺がスルーしても、早百合部長は気にした風もなく、表情を改めた。本人なりのギャグだったのかな？　そうであって欲しい。

　と願いながら、俺は早百合部長の説明を傾聴した。

「日本の石油の備蓄は六か月分。９月までなら持つが、経済産業省の話では10月以降の不安から、石油製品の値上がりが予想以上に加速しているらしい。このままでは、オイルショックの時のように買い占め行為が始まるぞ」

　凛り々りしい美貌を悩ませ、早百合部長は腕を組みあごをなでた。

「ごめんねみんな、私の【リビルディング】で石油を作れたらいいんだけど」

　申し訳なさそうに、美稲は眉根を寄せた。

　物質を原子レベルで分解し、再構築する力、【リビルディング】は、二種類以上の原子を結合させられない。つまり、炭素と水素を化合して石油を作ることはできないのだ。

「いやいや、美稲が謝るならタクシー野郎の俺は焼き土下座だからな。むしろ美稲は稼ぎ頭だからな。俺なんて生産性ゼロで、あ、なんか自分で言っていて悲しくなってきた」

「こらこら、そんな落ち込まないの、えーっと」

　俺がちょっとネガティブになると、桐葉が舞恋を呼びつけた。

「舞恋いる？　いたらちょっと来て欲しいんだけど」

　職員に成果報告をしている生徒たちの中から、舞恋、それに続く形で麻弥、真理愛がこちらに歩いてきた。

「どうしたの桐葉さん？」

「ちょっと錬徒の能力をサイコメトリーしてくれない？　テレポートに他に使い道が見つかるかもしれないでしょ」

「それってアポートのこと？」

「アポート？」

　舞恋が首を傾かしげると、桐葉も一緒に首を傾げた。

「うん、最初に錬徒くんをサイコメトリーしたときにわかったんだけど、訓練で能力を伸ばしたら、モノを送るテレポートだけじゃなくて、遠くのモノを呼び寄せるアポートもできるみたいなの」

「何それ凄い。ねぇ錬徒、それで地下の石油をアポートすればいいんじゃない？」

　途端に、全員の表情がハッと変わった。

「それは良いな。その方法ならば、採掘設備を建造することなく、石油のみを採掘できる」

　早百合部長に、美稲が語気を強めて同調した。

「それに、含有量、濃度も関係ないですよね」

「うん？　ミイナちゃん、どういうことっすか？」

「あのね、地下資源はみんなそうなんだけど、鉱脈っていうのは資源の塊がプールみたいに溜たまっているわけじゃないの。もちろん例外はあるけど、多くは不純物が大量に混ざっていて、精製作業が必要なの」

「え!?　油田て、温泉みたいに掘り当てたらブシャーっと出るんじゃないんすか？」

「あれは石油じゃなくて原油で不純物だらけだし、オイルサンドっていう原油を含んだ石の油田もあるの。日本には多くの油田や鉱山があるけど、どれも一トン当たりの資源含有量、つまり濃度が薄くて採算が合わないものばかりなのよ」

「だが、渡会錬徒のアポートならば、そうした採算を考えずして、精製後の石油のみを取り出すことができるかもしれないということだ」

「おぉ、レントちゃんすごいっす！」

　興奮する詩冴の横を通り過ぎて、麻弥がちょこちょこ歩み寄って来ると、無言で俺の裾を引っ張った。

「ん、なんだ、しゃがんで欲しいのか？」

　しゃがむと、麻弥は小さな手で、俺の頭をなで始めた。

「錬徒さんいいこいいこです」

「いや、まだ何もしていないんだけどな……」

　けど、麻弥が可愛かわいいのでよしとしておく。

　でも、もしも本当にそんなことが可能なら、願ってもない。

　俺の力で燃料問題を解決できれば、もう、タクシー役なんて悩む必要もないのだから。

「しかし良いのでしょうか」

　真理愛が、冷静な声で水を差してくる。

「そんなことをすれば、極論、金庫からお金を盗むこともできてしまいます。過ぎた力は人を疑心暗鬼にさせます。錬徒さんが政府から危険視されたら……」

　さっきまで盛り上がっていたみんなの顔が、シンと落ち込んだ。

「おいおい、何暗い顔してんだよ。そんなの舞恋が毎日仕事上がりに俺をサイコメトリーすればいいだけだろ？」

「えぇっ!?」

　舞恋が、素っ頓狂な声を出す。

「それでだめなら日に二度でも三度でも、舞恋が俺に盗みをしていないかをサイコメトリーすればいいんだ。ですよね？」

　早百合部長に水を向けると、部長も頷うなずいた。

「そうだな。うむ、上層部から何か言われたらそうしよう」

「あ、ああの、それはいくらなんでも、わたしがもしも魔が差しちゃったら……」

「いや、問題ないだろ？　個人情報も何も、舞恋は俺の名前も住所も知っているし、銀行の暗証番号がわかってもキャッシュカードがないと意味ねぇし。それ以外にも俺のメールアカウントとかパスワードとか間違って読み取っても、舞恋なら悪いことしないだろ？」

「え？　暗証番号？　パスワード？」

「え？　魔が差すって、そういうのを読み込んだらどうしようって話だろ？」

　舞恋の顔が、一瞬で耳まで赤くなって目に涙を溜めた。

「～～～～～～～ッッッ!?　そそそそ、そうだよね！　普通そうだよねっ、うん、ごめんね変なこと言っちゃって」

　まくしたててから、うつむいて両手を顔に当て、「うあぁ～～、わたしのばかばかばかっ」と言っている。舞恋は、何を読み取ることを想定していたのだろうか？

　舞恋が麻弥に腰を抱かれ、真理愛に頭をなでられ元気づけられる中、早百合部長が俺に一歩近づく。

「もし、アポートを使えるなら、石油もだがメタンハイドレートを取り寄せて欲しいところだな」

「なんですかそれ？」

「大量の天然ガスを含んだ固形物質だ。二酸化炭素排出量は石油の七割で環境にも優しい。日本周辺の海に埋蔵されているが、海水が邪魔でまともに掘削できないのだ」

「埋蔵量はどれぐらいなんですか？」

「回収率が３分の１でも１２０兆円分、国内天然ガス消費量１００年分の埋蔵量がある。ただし現在の技術では年間１兆５０００億円分を採掘するのが限界だ」

　あまりに壮大な数字に、俺は軽く興奮した。

「つまり、アポートで根こそぎ取り寄せられたら、単純計算でも日本は今後、３００年間天然ガスに困らないってことですよね？　３００年後には、天然ガスに代わる新エネルギーが使われているかもしれませんけど、輸出してもいいし、何より３００年は大丈夫っていう安心感は大きいです」

「うむ、国民の不安を解消するにはもってこいだ。今の技術なら、メタンガスから同じく炭化水素でできた石油製品を作れる。石油製品の高騰や買い占めも防げるだろう」

　早百合部長が頷くと、俺はぐっと握り拳を作って気合いを入れる。

「よし、じゃあ早速、今日から練習だ！　つっても、具体的にどうすればいいんだ？」

　政府に招集された日、俺に超能力の使い方を教えてくれた美稲へと向き直ると、彼女は頬ほおに手を添え答えた。

「う～ん、そうだね。やっぱり運動と同じで、とにかくチャレンジすることかな。基本はテレポートと同じ要領で、『アレが欲しい』って、強く念じるの」

「そんなんでいいのか？」

　もっと地獄の猛特訓を覚悟していた俺は、ちょっと拍子抜けだった。

「言う程簡単じゃないよ。私だって、石油を作る練習しているのに全然上手くいかないもん。ただ念じるんじゃなくて、喉から手が出るぐらい、狂おしいぐらい念じないと」

　考えの甘い生徒をたしなめるように言い含めてくる美稲に、俺は唸うなってしまう。

「え～、俺そんな喉から手が出るほど狂おしいほど欲しいモノなんてないぞ……」

「そうっすねぇ、レントちゃんが喉から手が出るほど狂おしいほど欲しいモノなんてシサエとキリハちゃんのブラとパンティしか、ちょっ、レントちゃん、無言で空手チョップのポーズは怖いっすよ！　もっと愛を、シサエにＬＯＶＥを！」

「安心してください。今、私の念写能力で錬徒さんが喉から手が出るほど狂おしいほど欲しいモノを念写したところ、思春期男子としてはそれはそれはもう健全なモノでした」

「真理愛は口を閉じろぉ！」

　が、願い空むなしく、早百合部長は真理愛のＭＲ画面を覗のぞき込んだ。

「……そうだな、18歳未満の貴君らには見せられないが、私の渡会錬徒を見る目は何も変わらない。若いうちは皆こんなものだからな」

「なんでちょっと優しくなっているんですか！　肩をつかまないでください！　生温かい目で見ないでください！　詩冴も覗こうとするな！　舞恋は何を悩んでいるんだ！」

「ねぇ錬徒」

　桐葉がトドメを刺しに来たのかと思い、絶望しながら振り向いた。

　すると、彼女はセクシーな笑みと共に両腕を胸の下で組み、たぷんと上に弾ませた。

「ボクのブラ、脱がせてくれる？　日本を救うために」

　煽せん情じよう的なウィンクに、俺の視線は固まり、意識はくびったけだった。

「ッッ～～……ふぁぃ」

　俺は、思考が停止したまま、小さく頷いた。
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　桐葉、詩冴、そして美稲を連れて、俺は官舎のリビングへ戻った。

　夕食は外で済ませてある。これから桐葉と詩冴の指導の下、特訓が始まるのだが、できれば美稲には帰って欲しかった。

「あの、美稲、無理に付き合わなくてもいいんだぞ」

「心配してくれてありがとう。でも大丈夫、というか、むしろ監視役で私はいるべきかなって」

　頬をかきながら、美稲は愛想笑いを浮かべた。

　それはそうだ。ストッパーがいなかったら、何をされるかわかったものではない。

　その反面、これから演じてしまうであろう醜態を、美稲に見られたくないという気持ちもあった。

「じゃあ早速だけど錬徒、ボクのブラ、アポートしてね」

　セーラー服を脱ぎ捨てキャミソール姿になると、桐葉は小悪魔的な笑みを浮かべながら胸を寄せて、挑発してきた。

　その色香に興奮を覚えながら、精一杯の抗議をする。

「だから、そういうのはいいって言っただろ？　そんなことしなくても、俺は桐葉のこと嫌わないから」

　そうなのだ。

　桐葉は、俺のことをカラダ目当てだと勘違いしていた。

　だから俺は、誠心誠意、その誤解を解いた。

　外見が好きなのは認める。だけどカラダ目当てではなく、一人の人間として桐葉のことが心配なのだと。

　桐葉も、そのことは理解してくれたはずだった。

　なのに、桐葉は毎日、俺を誘惑してくるのだ。

「ん～、でもぉ、錬徒がえっちなのは本当でしょぉ？」

　腰をくねらせながら、桐葉は甘い語調で尋ねてくる。

「それにほら、ずっと怖がられていたせいかな。興奮させるの楽しくなっちゃった」

「ッ、お前はもっと慎みというか、恥じらいを持てよ」

　俺は恥ずかしくて仕方ない。

　桐葉の豊乳に視線を注いでいる俺を、誰かに見られたくなかった。

　美稲と、あと少しだけ詩冴の視線が気になって仕方ない。

　桐葉の豊乳から視線を外しながら、真理愛や麻弥並の無表情を作れば問題ないが、桐葉のバストを前にそんな余裕はない。

　恐るべきは桐葉のバストである。何カップあるんだろうか？

「ふっふーん、やっぱりボクのおっぱい気になるんだぁ。やーい、錬徒のえっち」

「ああもうさっさと終わらせるぞ！　遠くのものを手元に呼び出せばいいんだろ!?」

　右手を突き出して、テレポートの感覚で、桐葉のブラを手元に呼び寄せようとした。

　すると、桐葉自身が目の前に現れた。

　それも、左胸を俺の手に押し付ける形で。

「ん？」

「ぃゃん」

　と、桐葉のわざとらしい声。

　キャミソール越しでもなお弾力とボリュームが主張して、なおかつ指が沈み込み、包み込まれるような感触が手の平いっぱいに広がった。

　やわらかい。きもちい。でかい。

　色んなことを一瞬の間に考えてから、視界の端に映る美稲に気づいて手を離した。

「うわゴメン！」

　俺が謝り、詩冴は上機嫌に口笛を吹いて、美稲はやや驚いた表情で口に手を当てて頬を染め、肝心の桐葉は意外にも優しい笑みを見せた。

「謝らなくてもいいよ。ほら、今度は落ち着いてもう一度」

「お、おう……」

　ただ俺をからかっているわけではなく、どうやら、真面目に練習させてくれるらしい。

「やっぱりちゃんと眼めで見ないとダメなんじゃないっすか？　こうやって」

　桐葉が壁際に離れると、詩冴は制服を脱いで、シャツのボタンを四つも開けた。

　すると、深い胸の谷間があらわになり、アルビノ特有の白い肌の色と同じ、白いブラのフロントホックが見えた。

　俺のまぶたが、限界まで開いて固まってしまう。

「ちょっ、おまっ」

「詩冴さん、それは見せすぎだよっ」

　美稲が語気を強めて注意をしてくれる。

　──流石さすがは美稲、頼りになる！

「え～、別に露出度は水着と変わらないじゃないっすかぁ。それともミイナちゃんはレントちゃんの前でビキニになるの嫌っすか？」

「いやじゃ、ないけど……」

　想像しているのか、頬を染めながら、美稲は俺の顔を一いち瞥べつした。

　いや、そんなことをされると俺も恥ずかしい。

　つい、美稲のビキニ姿を想像してしまう。

　性格はおとなしく真面目だけれど、詩冴以上の豊満ボディを持つ美稲がビキニを着たら、凄すごいことになりそうだ。

　桐葉のビキニ姿は……子供の教育上よろしくないので海には連れていけない気がする。

「ほらほらぁ、早くするっすよレントちゃん♪」

「たく、人をおちょくりやがって、ほらよ、これで満足か!?」

　詩冴の谷間からブラが消えて、俺の手に握られた。彼女の体温が生々しく、必死で興奮を抑えた。

　アポート、成功だ。

「ほら、これでいいだろ、て、どうした桐葉？」

　見れば、桐葉がちょっと不機嫌そうな顔で拗すねていた。

「ボクの時は失敗したのに。ボクより詩冴のブラが欲しかったんだ」

「いや眼に見えるからだろ……」

「こうなったら、ファーストパンツはボクのだよ！」

　言って、桐葉はスカートをたくしあげて、パンチラどころかパンモロしてきた。

「桐葉ッッッ!?」

　美稲と詩冴が見ているのに、俺は全力で桐葉の純白のパンツに夢中だった。

　桐葉がスカートをたくしあげた瞬間、俺の辞書から、チラリズムという単語はページごと破り捨てられた。

　一瞬のチラ見せに何の意味がある。裸ならともかく、下着ぐらいなら、むしろ堂々と見せるぐらいが、一周回って興奮する。

　見てはいけないものを、堂々と見せつけながら「どうぞ」と差し出される。

　この贅ぜい沢たく感には、どのような理性も建前も抗あらがえなかった。

　そして美稲が一言。

「舞恋さんに魔が差したらこの日のこともサイコメトリーされちゃうんだよね？」

「その通りっす♪　レントちゃんがキリハちゃんのおパンツに夢中なのもその時に考えていることもまるわかりっす♪」

「どぅわぅ!?」

　謎の奇声を上げてから、俺はアポートを使った。

　速やかに黒歴史の拡大を止めるべく、何も考えず、無我夢中だった。

　桐葉のパンツが消えて、手の中に彼女の温ぬくもりが収まった。けれど、今度はその感触に興奮することはできなかった。

　何な故ぜって、下着よりも遥はるかに刺激的な状況にあったからだ。

　少し考えればわかるが、桐葉はスカートをたくし上げて俺にパンツを見せていた。その状態でパンツが無くなったのだ。つまりは、彼女の隠すべき全てが、つまびらかにさらされていた。

　美稲と詩冴が息を呑のむ音がする。

　桐葉はどこまで神経が図太いのか、笑顔でハシャいだ。

「やったね錬徒、成功だよ」

　だけど……。

「？　錬徒？　二人もボクのパンツ見てどうしたの？　パンツはこっちじゃなくて錬徒の手に……だから、いまボクは……」

　視線を下ろすと、桐葉はきょとん顔を微動だにさせないまま、かぁぁ～、と赤面していく。

　両手でスカートを押さえながら内股になる。

　それから勢いよく顔を上げて、自身も表情に困っているであろう複雑な顔で俺を見つめながら、桐葉はもじもじと口を開いた。

「錬徒のえっち…………」

　その仕草は、今までに見たどんなセクシーポーズよりも刺激的で、同時に可愛かった。

　もう、心臓なんて破けそうなぐらい暴れていて、痛いくらいだった。

　けど、意外にも性的興奮はほどほど。
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　それ以上に、桐葉の大事な場所を見たことに、無限大の特別感と達成感、そして、責任感が湧いていた。

　──この子は、俺が一生をかけても幸せにしないと！

　とか、一瞬でも思ってしまう。

「あのぉ～～」

　そこへ、極めて恐縮しながら、美稲が手をあげた。

「目に見える範囲のモノを移動させるのは、テレポートなんじゃないかな？」

「「「え？」」」

　俺、桐葉、詩冴の疑問符が重なった。

「アポートって、例えば学校にいながら自宅から荷物を取り寄せるようなことだよね？　でも今、錬徒君て目の前のモノを移動させたから……」

「「「あ……」」」

　俺らは、意外と馬鹿だった。

「じゃあボク、自分の部屋に行っているね。部屋にいるボクをリビングにワープさせられたら、アポート成功だよね」

「うん、それはアポートだと思うよ」

「じゃあ錬徒」

　まだほんのりと赤い顔で、桐葉は俺に手を差し出してきた。

　意味が解わからず、なんとなしに、俺はその手を握り返した。握手？

　すると、桐葉は内股をもぞもぞとこすり合わせながら、恥ずかしそうにうつむいた。

「そうじゃなくてぇ……スースーするから、パンツ返して……」

「あぐぁっ!?　ゴメン！」

　もう片方の手で握りしめていたソレを突き出すと、桐葉はかつてないほど初々しい赤面で受け取り、自分の部屋に駆け込んだ。

　まだ手に残る下着の温もりが、今更ながら頭の奥を熱くした。

「もう錬徒君、私たちが帰ったら、ちゃんとフォローするんだよ」

「そうっすよ、これから挽ばん回かいするっす」

「わ、わかってるよ。とりあえず、今はアポートを成功させないとな」

　部屋にいる桐葉をここにワープさせたい。

　そう念じながら、美稲から教わった能力発動のコツ、胸の奥のスイッチを意識する。

　見えないモノ、遠くにあるモノを、目の前に、桐葉を……。

　でも、さっきの光景が印象的過ぎて、桐葉のことを考えると、彼女の艶なまめかしい肌を思い出してしまう。

　──いやいや、俺は何を考えているんだよ。雑念を捨てろ、集中しろ集中！

　けれど、学校で説明した通り、何々を考えるなと思えば思うほど考えてしまうわけで、俺の頭は、桐葉の裸を想像してしまう。

　そして目の前に……全裸の桐葉が現れた。

　──■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■!?

　意識が吹っ飛ぶほどの衝撃が、視覚から脳を貫通した。

　桐葉の白い肌が、豊満なおっぱいと桜色の先端が、細いくびれが、正面からでも幅がわかるお尻が、そしてさっきも目にした大事な部分が、余すことなく俺を誘惑してきた。

「一度で成功させるなんて流石さすがだね。もしかして天才なんじゃない？　それとも毎日あれだけの人数の生徒たちや金属をテレポートさせていたし、それが能力そのものの基礎訓練になっていたのかな？　ん？　どうしたの三人とも？」

　桐葉が視線を自身へと落とすと、今度はもっと明確に、目を丸く固まらせて赤面。それどころか首筋から肩や胸元まで薄ピンク色に染めながら、両手で豊乳と局部を隠した。

　とは言っても、おっぱいが豊満すぎて、彼女の細腕ではほとんど隠せていない。むしろ、腕がむにゅりと食い込んで圧おしつぶれる姿でおっぱいの柔軟性と弾力性を見せつけ、より魅力的になってしまう。

「錬徒……ボクのハダカ見たくて成功させたの？　喉から手が出るほど、狂おしいほど」

「え、いや、これはその……」

「もぅ、普段の仕返しのつもりならやり過ぎだよ。錬徒のえっち！」

　慌てて自室へと駆けこむ桐葉。大きなお尻を左右に振りながら走り去る後ろ姿を、俺はただ見送ることしかできなかった。

「何やっているの錬徒君!?」

「フォローっすよ！　史上最大のフォローをするっすよ！」

「そ、そうだな。すぐフォローしないとな！」

「待って、今すぐはダメ！」

「待つっすよ！」

　二人の制止も聞かず、俺は桐葉の部屋のドアを開けた。

「桐葉！　さっきは、あ……」

「へ？」

　視界には、白くて丸いヒップが突き出されていた。

　どうやら、桐葉はちょうど、パンツを穿はこうと屈かがんでいるところだったらしい。

　その魅惑的な光景に釘くぎ付づけで、俺は、何も言えなかった。

　お尻と肩越しに俺を振り返る顔が、さっきよりも赤くなる。

　そして、悩まし気に眉根を八の字に寄せてつぶやいた。

「したくなっちゃったの？」

「いや、俺は、ちがっ、襲いに来たわけじゃないから！」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお！　大外刈りからの逆十字絞めぇ！」

　突然足を払われて重力が反転。仰あお向むけに倒されるや否や、詩冴がお腹なかに馬乗りになってマウントポジションを取ってきた。

　両手は俺の制服の襟をつかみ、首を絞めあげてくる。

「ぐえっ」

　頸けい動どう脈みやくが絞まり、抗えない眠気と共に、視界がすぅっと薄くなっていった。

「錬徒!?」

「詩冴さん、そんなことできたの？」

「シサエは柔道黒帯っす！」

　意外かつどうでもいい情報を増やしながら、俺は眠りに落ちた。
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「そうだ。天然ガスを長期的に安定供給できる目め処どが立った。来月から日本中の原発と原油石炭火力発電所を止めて構わない。代わりにガス火力発電所をフル稼働させるのだ」

　翌日、４月26日木曜日の放課後。

　桐葉の服の中身だけをアポートした俺は、アポートのコツをつかんでしまい、大活躍だった。

　発電所の燃料庫を前に、早百合部長は通話を切ると高笑いする。

「ははは！　これがメタンハイドレートで満杯とは、笑いが止まらないな」

「え、ええ、まぁ……」

　苦笑いを浮かべる俺の背中を、早百合部長は景気よく叩たたいた。

「どうした、一日でアポートをマスターした天才らしくないぞ」

「あ、あはは……」

　俺の隣では、桐葉がはにかんだ笑みと、熱っぽい視線で俺を見つめてくる。

　それから何を邪推したのか、早百合部長は口角を上げて瞳を光らせた。

「昨夜、何かあったと見るが、青春か？　朝チュンか？」

「何もないですって」

「そうか？　でも良かったな、これで胸を張って桐葉と付き合えるぞ」

　俺と桐葉の仲を勘違いしている早百合部長は、大人っぽい余裕の笑みで尊大に語った。

「私も大人だ。彼女のほうが稼いでいるという状況に、男が引け目を感じるのは知っている。だが、貴君にはこれから毎日２２０億、年間８兆円分のメタンハイドレートを採掘してもらう。給料は、美稲と並んで２トップだろう」

「８兆円、てことは足りない予算が50兆円だから……」

「錬徒だけで16％を稼ぐことになるね。あーあ、抜かされちゃった。お金持ちになったからってボクを捨てないでね」

「いや、俺が８兆円貰えるわけじゃないからな……それに、金持ちになったからって、捨てるとか、その」

　俺が口ごもると、早百合部長がジト目を作った。

「貴君から朝チュンの波動を感じるぞ？」

「それは……」

「ふふ、責任は取ってね、ワンコくん」

　ほんのりと頬ほおを染めながら俺の肩を抱き寄せ、桐葉はウィンクをした。その甘い声音に、彼女の裸体を思い出してしまう。

　──桐葉の、全部見ちゃったんだよ、な。うん、責任は取らないと。

　不可抗力とはいえ、年頃の女の子を全裸にして部屋に突撃までして、どう考えても責任を取らざるを得ないだろう。握り拳を作り、俺が一生をかけて桐葉を幸せにする覚悟を固めると、耳元で桐葉が囁ささやいてきた。

「これからもよろしくね。責任を取ってぇ、ずぅっとボクのぉ」

　彼女の吐息に鼓膜をなでられ、興奮で心臓と頭が加熱する中、彼女は言った。

「友達でいてね♪」

「……へ、あっ!?」

　首を回すと、桐葉は小悪魔的な調子でニヤニヤと笑い、肩を小刻みに震わせていた。

　やられた！　また、俺は彼女にからかわれたのだ。

「桐葉お前なぁ！」

「えー、なになにぃ？　ボクわかんなーい♪」

　桐葉はくるくるとしなやかに回りながら逃げ出した。

　彼女が気にしていなくてホッとする一方で、ちょっと残念な気もした。
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　５月１日の火曜日の放課後。

　俺と桐きり葉はは、詩し冴さえと一緒に、また政府の小型飛行機に乗って、太平洋上を飛んでいた。

　これだけで、航路の半径10キロメートル以内の水産動物たちが、日本の漁港を目指してくれるのだから、楽なものだ。

「それでその検証番組なんすけどね、東京都内１００人の理髪師に同じ髪形の特徴を伝えて切らせたらどういう変化が生まれるのかやったらもう個性が出ること出ること」

「へぇ、やっぱり説明が同じでも人によって解釈が変わるんだねぇ」

「ほんと、中でも説明とまるで違う髪形に仕上がっている床屋があって、もう爆笑っすよ。あ、紅茶にハチミツをプリーズっす」

「ほい」

　桐葉の指先から垂れるハチミツをティーカップで受け止めてからスプーンでかきまぜ、詩冴はおいしそうに甘い紅茶を飲んで笑顔になった。

　二人が楽しそうに会話をしていると、個人的には嬉うれしい。

　上から目線に聞こえるかもしれないけど、仲良きことは美しきかな、と言うべきか。

　人間関係に恵まれず、坂ばん東どうみたいに悪質な人間に囲まれた小学校中学校時代を過ごした俺としては、こうしてくったくなく楽しむ雑談は、心地が良かった。

「と、そろそろニュースの時間だぞ」

「もうそんな時間？」

「サユリちゃんの晴れ姿を見るっす♪」

　俺はＭＲ画面を空中に展開すると、そこからテレビアプリを起動させた。

　画面サイズを機内の床から天井いっぱいに設定すると、俺ら三人の前に高さ２メートルの巨大ＭＲ画面が展開した。

　チャンネルを国営放送に変えると、ちょうど記者会見が始まるところだった。

　記者たちは経済産業大臣と、財務大臣の二人に質問を投げかけた。




　日本円の価値が下がり、日本企業は輸入ができなくなった。

　現在、企業は、日本政府から備蓄資材を買うことで運営を続けている。

　だが、どの業界も備蓄資材はいつまで持つのか不安がっている。

　資材が尽きる前に、日本円を復権させることは可能なのか。

　ネット上では、能力者たちを使い、何か画策していると噂うわさだがその真相は。




　すると、大臣たちは顔を見合わせて、軽く手を振った。

「詳しくは彼女に聞いてくれたまえ」

　そこへ、記者会見場に、早さ百ゆ合り部長が現れた。

　いつもの黒ジャケットとタイトスカート姿で力強く歩き、ハリウッド女優かと疑うような美貌と自信を振りまきながら、席には着かず、大臣たちの隣に威風堂々仁王立ちした。

「私は総務省異能部部長、龍りゆう崎さき早百合です。皆さんもご承知の通り、我々は一部の能力者を集めて、財政破綻した日本の再生計画を進めています」

「具体的にはどのような？」

「今まで日本が輸入していた資材を、超能力で調達し、政府の備蓄資材とするのです。すでにスーパーには外来生物や鹿、猪いのししの肉が並んでいるでしょう？　あれを卸売りしているのは政府ですが、用意は能力者によるものです」

「危険性はないのですか？」

　まるで悪事を追及するかのような女性記者の口調に、早百合部長は毅き然ぜんとした態度を崩さない。

「ありませんね。現に、何の問題も起こっていません。彼らは大人とは違いますから、皆、利権に関係なく、アルバイト感覚で協力してくれています。当然、報酬は支払う予定です。やりがいや善意の搾取は致しません」

「そうですか。しかし、超能力で具体的に、どうやって資材を調達しているのですか？　その方法は本当に問題がないのですか？」

「実に単純です。日本が自給自足できないものは金属、燃料、食料、衣類の四品目です。特定の原子を集める能力者が都市鉱山、つまりゴミの山から金属を集めて金属問題を解消。人間以外の動物を操る能力者が、野生動物を食肉加工工場に集めて食肉問題を解決。テレポーターが海中のメタンハイドレートをアポートで取り寄せ燃料問題を解決。また、農作物と衣類は最初に説明した方法で手にした金銀で外国から輸入することに成功しています」

　──上手うまいな。太平洋上でこっそり魚の誘導をしていることは言わない。あれが露呈すると、国際社会から指摘されそうだからな。

「待ってください。テレポーターは遠くのものを自在に取り寄せられるのですか？　それはつまり、金庫からお金を盗むことも可能ということでは？　その辺りの管理体制はどうなっているのですか？」

　それは、真ま理り愛あの危惧していた通りの質問だった。

　根拠もなく他人を犯罪者予備軍扱いしてくる言動には腹が立った。

　でも、仕方ないのかもしれない。仮に、念じるだけで人を殺せる能力者がいれば、やはり怖いだろう。

「ふっ」

　俺が気落ちするのを見透かしたように、画面の向こう側で早百合部長が不敵に笑った。

「それは、彼かの者に拘束と監視が必要ということかな？」

　口調の変わった早百合部長に、記者も剣けん呑のんな視線を投げた。

「否定はしません」

「ならば、貴君にも拘束と監視が必要だな」

「それはどういうことですか？　ご説明ください」

　憤慨する記者に、早百合部長は涼し気な笑みを返した。

「誰だって人は殴れる。貴君も、そこの人も、あそこの人も、ここにいる誰だって傷害事件を起こすことができる」

　記者たちひとりひとりを手で指しながら、言葉は朗々と続いた。

「犯罪を犯す力があるから拘束と監視が必要と言うならば、人類全てが犯罪者予備軍であり拘束と監視が必要だ。それをしないのは、お互いの信頼であり、ペナルティは問題が起きてから与えるものだからだ。彼だけ信頼の輪から外し、無実の罪で拘束することを是とするなら、それは個人への虐待でしかない」

　──ッッ。

　早百合部長の言葉が、俺の心を熱くさせた。

　このようなことを言う大人を、俺は知らない。

　大人は体の大きな子供で、自己中で排他的で日和見主義で世間体の為ために子供を犠牲にする存在だったはずだ。

　親にも教師にも、大人から守ってもらったことのない俺にとって、早百合部長は初めて目にした保護者の姿だった。

「しかし、その上でなお、該当テレポーターには極めて高い戦闘力を持った能力者を監視に付け、テレポーターが悪事を働けば実力行使で止めるよう厳命しています。私は否定的でしたが、テレポーター自身がそれを望みました」

　それはちょっと盛った話だ。

　けど、結果としてはそうなっている。俺は桐葉の監視を望んでいる。むしろ、彼女を手放したくない。

「また、誰もが躊躇ためらうサイコメトリーを、自ら一日も欠かさず受け、前科が無いことを証明し続けています。テレポーターは、きちんと皆を信頼の輪に入れてくれる、優しい人物ですので」

　記者団は、ばつが悪そうに黙り込んだ。

　ぐぅの音も出ないとはこのことだ。

　その様子に、俺は胸がスカッとした。

「他に質問はありますか？」

「ぐっ、では、財政再建を担うものとして、現政権についてどう思われますか？」

「どうとは？」

「もちろん、この未曽有の財政破綻を引き起こした政権に対する評価です」

　記者は、早百合部長をギャフンと言わせたいという欲望を露あらわにした怪しい目つきで、往生際悪く食い下がってくる。

　何か叩たたく材料を手にしないと帰れない、そんなドス黒い使命感で頭がいっぱいなのは見え見えだ。

　けれど、早百合部長の表情は落ち着いていた。

「この場で私からコメントすることはない」

　記者が、嬉き々きとして前のめりになった。

「逃げるのですか？」

「特定の答えを引き出したい質問に意味はないし私は政治評論家ではない。貴君好みの記事を書きたければ懇意な政治評論家に依頼すればいい。貴君に都合のいい評論で余白を埋めてくれるぞ」

「今のは侮辱ですよ！」

「では、私のＳＮＳに今の動画をアップしよう。私と貴君の顔と名前と所属の情報を載せてな」

　記者は怯ひるみ、青ざめた。

「お、脅すのですか？」

「脅すも何もこの映像は国営放送で生中継されているぞ？　自分の顔が流れるのが嫌なら覆面を被かぶってきたまえ。それに私だけ個人を特定されているのに記者は特定されない。これは不公平ではないか？」

　早百合部長の毅然とした態度、その目力と声の力は画面越しでも息を呑のむ程だった。

「し、質問を撤回します……」

　記者は前かがみで縮こまり、後ろに下がった。

　以降、早百合部長に質問する人は、誰もいなかった。

　まるで、動画サイトのスカッと系動画のような展開に、俺は痛快な気分だった。

　詩冴と桐葉も、声を弾ませた。

「早百合部長やるねぇ」

「あはは、記者さんが可哀かわいそうなくらいっすね」

「そういう詩冴だって顔が笑っているぞ」

「そうっすか？　でもこれで、レントちゃんは安心して眠れるっすね」

「まぁ、錬れん徒とを脅かす奴やつは全部ボクがやっつけるけどね」

　桐葉は悪い笑みを浮かべて、五指に半透明の毒針を形成した。

「自重しろい」

　俺は空手チョップの寸止めでツッコミを入れた。

　対する桐葉は両腕で胸を寄せて上げてキス顔を作った。

　俺はシートの上で前かがみにうずくまった。

「あれ？　ワンコくん発情しちゃった？　かわいい♪」

「からかうなよ……」

　俺が苦しめば苦しむほど、桐葉は喜ぶばかりだった。

　桐葉の逆隣で、詩冴が頭を悩ませた。

「う～ん、これって監視なんすかねぇ？」

　誰がどう見ても、彼女とイチャついているだけだった。




　　　　◆




　二時間後。

　俺、桐葉、美み稲いなが総務省の講堂へ戻ると、早百合部長が出迎えてくれた。

「ご苦労だったな諸君」

「早百合部長も、テレビ出演、お疲れさまでした」

「あの程度、なんのことはないさ。それと、計画の進捗状況から政府の年内見込み収入が出たぞ」

「確か、私たちって50兆円稼がないといけないんですよね？」

「そういえばそんな話だったな」

　美稲の問いかけに、俺は頷うなずいた。

　輸入できない物資を手に入れることにばかり気を取られて、肝心なことを忘れていた。

　日本は税収50兆円、借金50兆円、合わせて１００兆円を国家予算にしている。

　けれど、総理大臣と日銀総裁の内輪もめで、日本は日銀から借金をすることができなくなった。

　だから、今の日本は半分の予算で運営されている。

　このままでは、今年度は９月で予算を使い切ってしまうのだ。

「貴君らのおかげで上々だぞ。燃料、金属、水産物、畜産物は超能力で賄えているからな。政府の企業への販売額は32兆円を超える見込みだ。また、農産物と林産物、それに衣類は備蓄外貨と朝あさ倉くら美稲が用意した金銀で買い付けているから、その分の約11兆円分を足して43兆円ほど稼げる。プラス、針はり宮みや桐葉のローヤルゼリー３６５億円だ」

「残りは６兆９６３５億円だね」

　桐葉の出した答えに、早百合部長は頷いた。

「あるいは節約だな。警察班のおかげで捜査費用はかからないし、留萌るもい詩冴のおかげで外来生物対策費用もいらなくなった。最悪の場合は朝倉美稲の生成した金塊を直接換金すればよいので、予算問題は解決済みと言えるかもしれない」

「けど、それは本当に最終手段なんですよね？」

「うむ。７兆円分なら、都市鉱山で賄えるが資源は有限だ。あまり派手に使うと、その出どころに疑念を持つ者が現れるだろう」

　早百合部長は、周囲を警戒しながら、そう口にした。

　美稲が、海水から金属を作っているのは秘密だ。

　そんなことがバレたら、国連が絶対に介入してくる。

　海水の使用制限ならまだいい。

　もしも、人間鉱山として、美稲の身柄そのものを引き渡すよう要求されたら、最悪だ。

　考えるだけで気が引き締まるような想像をしていると、早百合部長に肩を叩かれた。

「そう難しい顔をするな。貴君のおかげで燃料問題は解決した。今後、自動車のガソリンや暖房の灯油、他、メタンガスからの生成では賄いきれない石油製品製造の為の石油が不足しても少量だ。その程度なら採算の取れない油田からのアポートで足りる。７兆円も、メタンハイドレートを輸出すればいい。胸を張れ、貴君らは日本を救ったのだから」

　その言葉だけで、俺は気持ちが楽になった。

　桐葉とはまた違う意味で、早百合部長には敵かなわない。俺は密ひそかに苦笑した。




　　　　◆




　翌日。５月２日の水曜日。

　俺と桐葉、美稲が登校すると、教室は騒然となった。

「おい渡わた会らい、今朝のテレビ見たぞ！」

「なんで今まで隠していたのよ水臭い」

「守秘義務ってやつか？　でもオレらにぐらい教えてくれてもいいだろ？」

「そうだぜ。同じクラスの仲間じゃないか！」

　男女問わず、みんな、目を輝かせながら迫り、扇状に俺を取り囲んできた。

「ちょっと冷静になれお前ら、今朝のニュースってなんの話だ？」

　今朝は寝坊したので、俺はニュースを見ずに登校してきた。

「何って、これだよ」

　男子生徒がＭＲ画面でニュースサイトを開くと、一本の動画が再生された。

　内容は、昨日、早百合部長が受けたインタビューを短く編集したモノだった。

　画面の右上や下には、『年間８兆円を稼ぐ高校生』『燃料問題を一人で解決する、スーパーテレポーター誕生』と表示されている。

「このテレポーターって、渡会のことだろ？」

　それで俺は、うへぇ、となった。

　はっきり言って、俺にはスター願望も自覚も無い。

　マスコミにバッシングを受ける芸能人のニュースを目や耳にするたび、有名税重すぎんだろ、と思ってきた。

　それに、俺はただ能力を発動させているだけで、なんの苦労も払っていない。例えるなら、計算機で10ケタの足し算を正しく計算したら騒がれている感覚だ。

　もちろん、自分の能力で燃料問題を解決したのは知っている。美稲や詩冴、桐葉と同列になれた達成感もある。

　けど、周りから讃たたえられるのは、気が引ける。

　なのに、みんなは好奇心と憧れに両目を輝かせ、愛想笑いを浮かべながら、俺とコミュニケーションを取ろうと躍起だった。

「おいお前ら、何騒いで、渡会!?」

「あ、坂東、退院したのか？」

　振り返ると、また下水道に落ちて感染症を引き起こして、高熱と下痢と嘔おう吐とが止まらず入院していた坂東が立っていた。

　三度目ということもあり、桐葉は早くも目を険しくし、敵意を向けた。

　坂東も、眉間にしわを寄せて睨にらんでくるも、長続きはしなかった。

「けっ」

　胸むな糞くそ悪そうに吐き捨てて、俺らに背を向けると、坂東は反対側のドアから教室に入った。

　背中を丸め、席に着くと、ネットサーフィンを始めた。その顔は不機嫌の塊で、空中に展開したＭＲ画面を睨むように目を細めている。

　すると、俺を包囲する連中の一人が尋ねてきた。

「なぁ渡会ぃ、ぶっちゃけた話、給料っていくらもらっているんだよぉ」

「は？　なんでそんなこと教えなくちゃいけないんだよ？」

「いいだろ別に。教えてくれないとここ通さないぞ」

　なんて鬱陶しい連中だと思いながら、俺は息をついた。

「基本給が30万。基本超能力手当が20万。あとは個々人の仕事内容で特別超能力手当てが付くけど、４月分はまだ計算中だからわからない」

　合計月50万。

　高校生の収入にしては、多すぎる。なんだか申し訳ない。

「歩合制みたいなものだからね。最初だから、総務省も適正額に悩んでいるんだよ」

　と、桐葉は俺の顔を見ながら言った。

　美稲たちのことは仲間と認識しているも、どうやらクラスメイトたちと言葉を交わす気はないらしい。

　──まだ、ちょっとコミュ力が足りないな。

　その一方で、桐葉にはこいつらと口を利いて欲しくない、という思いもある。

　特に男子。

　彼氏でもないのに、謎の独占欲が生まれていた。

　そこへ、視界の右下に、ＡＲ映像で封筒マークが浮かんだ。

　──メッセージ？　早百合部長からか？

　開いてみると、早百合部長の凛りんとした美声が流れた。

『渡会錬徒、貴君の特別超能力手当が決まったぞ』

　──へぇ、いくらだろ？　20万？　30万？

『政治家共もシブチンでな。メタンハイドレートは政府の財産で、貴君はただ運んだだけだから、掘削料と輸送費としての手当てになった』

　──なら、５万円くらいかな？　まぁ、基本給の30万円でも十分だからいいけど。俺は能力を行使しているだけだし。




『66億円になった』




「あーそうですか66億、66億ぅっ！！！！？？？？？」

　俺は、脊髄反射で叫んでしまった。

　──なんだその報酬額!?　ケタがインフレしているぞ！　バトル漫画なら初期ボスってなんだったんだろうってファンがイジり始めるぞ！

「ボクはローヤルゼリー作り始めたの最近だから今回は３０００万円だけど、次回からは６億円くれるって。ちぇっ、錬徒には随分と差を付けられちゃったな」

　桐葉がチュッとくちびるを尖とがらせる一方で、クラスメイトたちは血を滴らせるシマウマを前にした、法悦のライオン顔だった。

「ろくじゅう、ろくおく……」

「宝クジの何倍だよ……」

「それを毎月……」

「渡会！　オレら友達だよな！」

「あたし実は前から渡会くんのこといいなって思っていたの！」

「渡会！　みんなのセカンドハウスとしてタワマン１フロア買おうぜ！」

「私来週誕生日なんだけど、プレゼントちょうだい！　いいでしょ！」

「今日からお前放課後の払い役な！　66億もあるんだからいいだろ！」

　怒ど涛とうのタカリ行為に圧おされ、俺は咄とつ嗟さに対応できなかった。

　桐葉も、珍しく困惑していた。暴力を振るわれているわけではないので、どう対応すべきか悩んでいるのだろう。

　でも、助け船は後ろからきた。

「はい、そこまでぇ」

　背後から俺と桐葉の肩を抱いて、美稲は、優しい顔でみんなを見回した。

　獣欲を剥むき出しにしたクラスメイトたちに向けて、美稲は理性的に語り掛けた。

「みんな、お金目当てで群がるのはみっともないよ。錬徒君困っているじゃない」

　学園のアイドルにしてスクールカーストトップの登場に、ケダモノたちはやや怯ひるんだ。

「な、朝倉さん……」

「別にいいじゃない。だって66億円だよ66億円。私ら全員に１億円ずつ配っても30億円以上残るんだよ」

「そうそう。あたしならチョコレート66億枚持っていたらむしろ友達みんなに好きなだけ持って帰っていいよって言うよ」

「独り占めなんてずるいわよ」

　──どういう例えだよ……頭だいじょうぶか？

「それ、貰う側が言うことじゃないよね？　それに錬徒君が錬徒君の力で稼いだお金なのにどこがずるいの？」

「「「うっ」」」

　女子ＡＢＣは撃沈した。

「ノブレスオブリージュって言うだろ。金持ちは庶民に施す義務があるんだよ！」

「それを体現したのが累進課税でしょ？　億単位で稼いでいる人はみんな、所得の半分以上を税金で持って行かれているんだよ。自分の才覚で稼いだお金なのに」

「へ？」

「他にも土地や建物を持っているだけで毎年かかる固定資産税、高額な遺産相続にかかる相続税、高額なプレゼントにかかる贈与税とかね」

「税金なら俺らだって払っているぜ」

　男子の一人が、偉そうに胸を張った。

「みんなが払っているのはせいぜい消費税で月１０００円かそこらでしょ？　それじゃ国は運営できないよ。金持ちなんだから奢おごれっていうけど、みんなは現在進行形で高所得者に養われているんだよ」

「ぐっ」

　男子Ａは撃沈した。

「アタシは警察も消防も呼んだことないわよ！」

「それは利用しなかっただけ。いつでも利用できる環境を整えて貰もらっていることが大事なんじゃない。それはスポーツジムに入会しておきながら今月は行っていないから月謝払わないっていうのと同じだよ」

「あぐっ」

　女子Ｄは撃沈した。

「人聞きの悪いことを言う女だな。友達に奢るのなんて普通だろ？」

「錬徒君、この人たちって友達なの？」

「いいや。連絡先知っている奴やつなんて一人もいないぞ」

「お前ふざけんなよ。同じクラスの仲間だろ！」

「クラスは学校側が振り分けたグループだよね？　友達って学校から与えられるものなのかな？　君みたいに都合のいい時だけ友達顔するのってよくないと思うよ」

「のぐっ」

　男子Ｂは撃沈した。

「はんっ。とかなんとか言って、本当は自分がタカりたいだけじゃないのか？」

「言えてる。さっきから妙に渡会の肩持つし、オレらを踏み台にして自分が渡会とお近づきになりたいだけだろ？　朝倉って意外に卑ひ怯きようなんだな」

「それはないよ。だって私の特別超能力手当２００億円だもん」

　全男子女子が撃沈した。

　みんな、目を剥むいて、息を止めている。

「でも私もみんなに奢る余裕はないよ。私が平均寿命まで生きるのにかかる費用２億円を除いた１９８億円は、政府の難病研究機関に寄付したから。たった今ね」

　美稲は、ＭＲ画面をみんなに見えるよう可視モードにして、ひっくり返した。

　そこには、

【寄付をありがとうございます　政府機関一同　１９、８００、０００、０００円】

　と、メッセージ付きの電子感謝状が表示されていた。

　それでまた、みんなは息どころか心臓まで止めそうな顔で、愕がく然ぜんとしいてた。

　俺も、これには脱帽した。

　１９８億円という大金を、ポンとその場で寄付してしまう気きつ風ぷの良さは、尊敬を通り越して崇拝してしまいそうだった。

「それと、錬徒君は桐葉さんとラブラブで18歳の誕生日に結婚する勢いなの。狙っても無駄だよ」

　みんなをたしなめるように、美稲が語気を強めた。

　事実無根の爆弾発言に俺が反論しようとするも、強く否定すると桐葉に失礼かと思い、俺はひとりで勝手に体を硬くしてしまった。

　女子たちは、俺のそばに立つ桐葉の亜麻色の髪、ハチミツ色の瞳、桜色のくちびる、そして、メロン大のバストに目配せをして、戦意を喪失した。

　クラスメイト達は、それぞれ違った、けれど腹に一物抱えた表情で、散っていった。

　色々と言いたいことはあるけど、とりあえず、結果オーライだった。

「ありがとうな、美稲」

「ボクも、錬徒を助けてくれてありがと」

「大したことじゃないよ。ただの正論ですから。じゃあ、またお昼に」

「おう」

「うん」

　謙遜しながら、美稲はクールに背を向け立ち去った。

　──でも驚いたな。まさか美稲が、あんなことを言うなんて。

　さっきの一件で、少なからず、みんなのヘイトを稼いでしまっただろう。

　その場を丸く収めるのではなく、相手をやりこめるようなことを、しかも、自ら首を突っ込んで。あまりにも、美稲らしくない。

　──いや、まだ知り合って一か月も経たっていないし、元から隣のクラスで、そんなに知っているわけじゃないしな。

　元から、美稲はああいう性格だったのかもしれない。

　そう納得して、俺は桐葉と一緒に自分の席へ足を運んだ。

　自然と、すぐ後ろの席に座る坂東が視界に入る。

　坂東は不機嫌そうに鼻を鳴らすと、デバイスのＭＲ画面をみんなに見える可視モードにして、自分の顔を隠した。

　こいつの存在が、やたらと小さく思えて、何も感じなかった。




　　　　◆




　放課後。いつもの仕事終わりに、桐葉、美稲、詩冴を伴って総務省の講堂へ戻ると、早百合部長が笑顔で声をかけてきた。

「今日もご苦労だったな諸君。早速だが、明日からのゴールデンウィーク、貴君ら学生は休みになったぞ」

「え、そうなんですか？」

　国の危機とあって、今まで俺らは、土日も数時間程度拘束されて、働いていた。

　とは言っても、美稲は船の貨物室で能力を発動させたら、あとはずっとデバイスで映画を観みているだけ、詩冴は俺や桐葉とダベりながら太平洋上を飛び、森や山の中で能力を発動させるだけなので、さして苦ではない。

　だからこそ、余計にスター扱いされると気が引ける。

　──正直、毎日女の子たちと遊んで金もらっているだけだよなぁ。

「貴君らは本来、学生の身分だ。貴君らに協力はしてもらうが、貴君らの一生に一度しかない青春を邪魔する気はない。覚えておけ。高校生のゴールデンウィークは一生に三度しかないのではない。高校一年生のゴールデンウィークは一生に一度しかないのだ」

「サユリちゃんカッコイイっす♪」

「でも早百合部長、私の金属生成も休んでいいんですか？」

「金属の備蓄は豊富にある。明日からの四日間程度、休んでもらっても遅れはすぐに取り戻せるだろう」

「それもそうだね。ボクのローヤルゼリーなんて家でテレビ見ながらでも作れるし。そっちはゴールデンウィーク中も作りおきしときますよ」

「それは助かる」

「毎日１億円分、年間３６５億円稼ぐ約束だからね」

　桐葉が愛あい嬌きようたっぷりにウィンクをする。可愛かわいい。

「と、錬徒さんは思っているようです」

「うわぁ、メロメロっすねぇ」

「何やってんだそこ！」

　真理愛と詩冴に、鋭いツッコミを入れた。

「マリアちゃんに頼んでレントちゃんが考えていることを念写してもらったんす」

「詩冴さんに頼まれ、錬徒さんの考えていることをＭＲ画面に念写しました」

「お前は頼まれたらなんでもするのか!?」

「そうですね、望まれれば違法行為を除いてたいていのことはします」

「無表情無感動に何言ってんだよ！」

「いけないことだったでしょうか？」

「む……」

　真理愛は、悪気無く、真顔で尋ねてきた。

　──詩冴と違って、真理愛には邪念が無いから困るんだよな……。

　怒るに怒れない。

「じゃあ明日からみんなで遊ぶっすよ♪　おっとレントちゃん、言っておくけど、エロい展開は期待してもダメっすよ。ふふん、ハーレムデート、期待しちゃったっすか？」

「期待してねっつの。それより桐葉もそれでいいのか？」

　両手の人差し指で俺を差してくる詩冴を手で制しながら、俺は桐葉に向き直った。

「ボク？　どうして？」

「ほら、桐葉は俺の護衛だし、俺がみんなと遊んだら、桐葉を拘束しちゃうだろ？」

「ボクもいいよ。錬徒とはいつも一緒に居るけど、みんなと遊ぶ機会なかったし」

　上機嫌な桐葉に、俺は安あん堵どした。

　──よかった。みんなとも仲良くやれそうだな。

「そっか、なら、俺もいいぞ」

「錬徒君、意外と気遣い上手だよね」

　美稲が、顔の輪郭に手を添えながら、感心したようにふむふむと頷うなずいた。

「美稲は俺をなんだと思っていたんだよ……」

「う～ん、ほら、前に友達いなかった、みたいなこと喋しやべっていたからね。女の子の扱い苦手かなって、ごめん」

　ぺろりと舌を出す姿に、俺は怒る気が失うせた。

「まぁいいや。じゃあ明日、みんなでどこに行くか決めるか」

　桐葉がみんなと過ごすことに前向きなことも手伝い、俺も少し乗り気になれた。




　　　　◆




　翌日の昼過ぎ。５月３日の木曜日。

　ゴールデンウィーク一日目の今日、俺は一人、都内の水族館に来ていた。

　億万長者らしからぬゴールデンウィークだが、これにはわけがある。

　昨夜、みんなとＶＲ会議をしていたのだが……。




「それでみんな、どこ行くっすか。せっかくお金いっぱいあるし海外行っちゃうっすか？」

「パスポートの申請って、今から間に合うのか？」

　沈黙が流れた。

「じゃ、じゃあ国内旅行で高級ホテルに泊まるっす！」

「ゴールデンウィークは明日だし、どこも予約でいっぱいじゃないのか？」

　静寂がその場を支配した。

「じゃあせめて高級なバーで大人の体験をするっす！」

「そういうお店、俺ら入れるのか？　お酒飲むの前提じゃないのか？　知らんけど」

　世界から音が消えた。

　結局のところ、俺らは子供なのだ。

　これがしかるべき大人なら、ゴールデンウィーク前日でも、金の力で思うままにできたのだろうが、俺らにはそんなコネも手段もない。

　高校生に億単位の金を渡したところで、使う知識と能力がない。

　そこで結局、舞まい恋こや真理愛の提案で、成り上がりっぽいことはせず、高校生らしいゴールデンウィークを楽しもうということになった。

　今日は水族館、明日は遊園地、明後日あさつてはスパに行く予定だ。

「錬徒」

　声のする方を振り返ると、私服姿の桐葉、美稲、詩冴、舞恋、麻ま弥や、真理愛が歩いてくるところだった。

　桐葉が一人駆け寄ってきて、白いワンピース姿で俺の前に立った。

「待った？」

「いや、俺も今来たとこ」

　ちなみに、俺と桐葉が別々に家を出たのは、桐葉がこのやり取りをしたがったからだ。様式美だ。

「ワンピ似合っているな。可愛いぞ」

「えへへ」

　桐葉は軽く肩を弾ませて喜んだ。

　詩冴がその隣に並んで、モデルポーズをキメた。俺はチケット売り場へと踵きびすを返した。

「ちょっ、無視っすか!?」

「そういうのは彼氏に頼んでくれ」

「じゃあレントちゃんがシサエの彼氏になってください！」

「恋人は頼まれてなるものじゃない。なりたくてなるものだぞ」

「がーん、まさかレントちゃんに言い負かされる日がくるなんて！」

　詩冴が両手を頬ほおに当てて、オーバーに驚いた。

「レントちゃんの朴念仁、鈍感、難聴系主人公」

「それはけなしているのか？」

「せめて可愛かわいさ人間国宝級の合法ロリ、マヤちゃんにぐらい何か言わないとレントちゃんは人でなしっすよ。この暗黒将軍！」

「麻弥？」

　今日も黒髪ツーサイドアップが可愛い美童女、丹う生にゆう麻弥はお人形さんのような白黒ゴスロリファッションだった。無表情なので、ますますお人形さんぽい。

「麻弥は可愛いぞ。神棚の代わりに飾りたいくらいだ」

「あからさまな差別っす！」

「お前が褒めろっつったんだろ……」

　俺が反論する間、麻弥は俺のお腹なかに抱き着いて、胸板に頭をくしくしとこすりつけてくる。なんだこの小動物。

「舞恋さん、真理愛さん、ここのチケット、電子販売していないみたい」

「どうやらあの券売機で紙のチケットを買う必要があるようですね」

「お年寄りに配慮しているのかな？」

「みんな、シサエの話題をガン無視っす！　シサエたちはズッ友じゃなかったんすか!?　白ウサギは寂しいと死んじゃうんすよ！」

　純白のツインテールをウサギの耳に見立てて振りながら涙ぐむ詩冴の肩に、俺は優しく手を置いた。

「友達だと思うからこそお前の醜態を無視してくれているんだぞ」

「友達だと思うならかまって欲しいっす！」

「はいはい、あんまり騒ぐと子供チケット買うぞ。お前なら誤ご魔ま化かせる」

　24時間かまって、と騒ぎ立てる詩冴の手を引っ張りながら、俺は券売機へと並んだ。

　そして、入口のお姉さんに言われた。

「大人七枚？　小学生は子供料金で入れますよ」

　俺らみんなの視線が、ぽちょんと佇たたずむ麻弥に集まった。




　　　　◆




　水族館の入口近くは池が広がり、その中にウニ、ヒトデ、イソギンチャク、カメが見えた。

　そして、池コーナーを通り過ぎてゲートをくぐると、通路とガラスで隔てられている、ペンギンコーナーだった。

　ガラスの中では、ペンギンたちがプールで泳いだり、集団で並んで白い床の上をよちよちと歩いてとても可愛い。

　奥の方では、飼育員のお姉さんがペンギンたちにエサの魚を与えている。

　舞恋が、頬をゆるゆるにして和む。

「ペンギンて可愛いね。パンダとかシャチとか、どうして白黒の動物って可愛いんだろ」

「シマウマはカッコイイ系だけどな。でもペンギンの可愛さは反則だよな。大人になっても可愛い動物なんて滅めつ多たにいないぞ」

「あ、男の子でもそう思うんだ」

　舞恋が、意外そうな顔をする。

「おいおい、男子でも可愛いものは可愛いんだぞ」

「可愛いに性別は関係ないっす♪　特にあの他のペンギンより大きいけどふわふわの髪をツーサイドアップにまとめた肌が白くて目が大きいのなんてマヤちゃんみたいじゃないっすか？」

「本当だな。まるで麻弥だな」

「麻弥そのものだね」

「麻弥さんとうり二つだね」

「真理愛、麻弥は？」

「皆さんの視線の先におりますが？」

　詩冴、俺、舞恋、美稲、桐葉が、同時に息を呑のんだ。

「いやマヤちゃんすよ！」

「あいつどこから入ったんだ！」

「麻弥そっちだめ！　すぐ戻ってきて！」

「桐葉さん、出入口探そう」

「わかった」

「大人数で入っては大騒ぎになると思いますが」

「ならシサエの【ハーメルン】で！　ペンギンちゃん、スクラムを組んで壁を作ってマヤちゃんが奥へ行かないようディフェンスするっす！」

「きゅ～」

　詩冴の指示通り、ペンギンたちは横一列に並んで、がっちりと肩を組みながら壁を作り、麻弥の進行を阻んだ。

　麻弥がペンギンの壁にダイブ。

　麻弥はペンギンたちのたぷっ腹を欲望のままに揉もみながら、ご満悦だった。

「しまった、マヤちゃんがますます入り浸っちゃうっす」

「おい飼育員に気づかれるぞ」

　奥にいる飼育員は、まだ麻弥の存在に気づいていない。麻弥が無口なのが幸いした。

　けれど、もうすぐ餌をやり終わりそうだった。

　数秒後には振り返って、麻弥を視界に収めるだろう。

「ぬぉおおお！　ペンギンちゃんたち、飼育員さんの気を引くっす！」

　飼育員から餌を貰もらっていたペンギンたちが、突然喧けん嘩かを始めた。

　飼育員さんは喧嘩の仲裁をしようと必死になる。

「よし、今のうちに、て、麻弥の奴やつ、ペンギンを抱いたまま寝始めたぞ！」

「くぅぅうう！　これ以上どうやって飼育員の気を引けばいいっすか！　ペンギンちゃんにムーンウォークでもさせるっすか!?」

「そんなことしたら変な噂うわさになっちまうだろ！」

　俺と詩冴がどうしようと慌てふためき、舞恋はひたすら狼ろう狽ばいして、真理愛は指示を待つメイドのように控えていた。

　そして美稲が一言。

「いや、錬徒君のテレポートで連れ戻せばいいんじゃないかな？」

「そうそう」

　桐葉もきょとんと頷うなずいて、俺ら三人はうつむいた。




　　　　◆




　麻弥をテレポートで連れ戻しつつ、服についた汚れだけをテレポートで綺き麗れいにしてあげた。

　それから、俺らは麻弥を抱えて水族館の奥へと逃げ出した。

　今は、自動販売機でジュースを買って、休憩スペースでテーブルを囲んでいた。

「やれやれ、いつバレるかヒヤヒヤしたぜ」

「もう麻弥、勝手に中に入っちゃダメじゃない」

　舞恋に怒られても、麻弥に反省の色はなく、むしろ不満げだった。

「むぅ、お腹はモチモチしていたけど毛はふわふわじゃなかったのです」

「そりゃあまあ泳ぐ鳥だしな。水吸う羽毛じゃ泳げないだろ」

　麻弥は椅子を降りると、桐葉の膝の上に乗っかった。そして、桐葉の豊乳を枕にくつろいだ。

「やっぱり桐葉さんのおっぱいが一番なのです」

「そう？　ボクのおっぱいそんなに気に入った？」

　桐葉はうれしそうに麻弥を抱きすくめ、ぷにぷにの頬を指でつついた。

　仲睦むつまじい光景に俺がほっこりしていると、美稲が言った。

「そういえば舞恋さんて、麻弥さんのこと呼び捨てなんだ？」

「えっ、いや……」

　舞恋が慌て始めると、真理愛が口を挟んだ。

「舞恋さんは私と麻弥さんには割とタメ口です」

「ふゃっ、真理愛っ」

　舞恋の言葉を遮るように、真理愛はまくしたてた。

「しかしこれは皆さんとの壁があるわけではありません。同じ警察班の我々と違い、皆さんと一緒に居る時はほぼ錬徒さんもセットです。なのでみなさんを呼び捨てにすると錬徒さんのことも呼び捨てにする必要があり、おない年の男子を呼び捨てにするのは恥ずかしいという乙女心の現れです。つまり、舞恋さんは女子力が高いということなのです」

　言い切ると同時に、真理愛は舞恋に向けて親指を立てた。その無表情は、いつもと同じ無表情のようでいて、瞳には確かな達成感があった。

　舞恋の顔は涙目で真っ赤だった。

「真理愛のばかぁ……」

　涙目になって猛抗議する舞恋の姿に、俺と美稲は顔を見合わせた。

「舞恋って将来絶対に苦労するタイプだよな」

「私はすでに苦労しているタイプだと思うなぁ……」

「だな」

　俺がジュースを飲み終えて、空き缶をテーブルに置くと、桐葉が麻弥を抱えたまま立ち上がった。

「ボク捨ててくるよ」

「おう、悪いな」

　麻弥を床に下ろしてから、俺と自分、それから、みんなの空き缶も持てるだけ持って、桐葉は自販機横のゴミ箱まで歩いて行った。

　一人で七人分は大変なので、持ちきれない分は麻弥が手伝ってあげた。

　髪の色は違うけれど、二人の後姿は、仲の良い姉妹のようにも見えた。

「それにしても、桐葉さん変わったよね」

「ああ。最初は俺以外の人なんていらないってタイプだったのにな。けど、それは美稲もじゃないか？」

「私？」

　俺は頷いた。

「勘違いならいいんだけど、なんていうか、前よりも物事をはっきりと言うようになった気がするよ」

　とは言っても、元から俺は、美稲と深い付き合いがあったわけじゃない。だから、これは俺の考えすぎだろう。

　でも、美稲は無言になって、少し視線を落とした。

　それから、まるで観念したように、でも晴れやかな顔で口を開いた。

「それはきっと、私が八方美人をやめたからだね」

　なかなかの爆弾発言に、その場の空気が静まり返った。

「わざわざ人に話すようなことじゃないかもだけど、実はね、私養子なの」

　続く重たい言葉に、俺は反応に困った。

　でも、まるで俺に配慮するように美稲は淡々と語り始めた。

「割とある話なんだけどね、私の両親は子供ができなかったから私を養子に迎えた。でもその後すぐ、８歳の頃に本当の子供ができてから、家に私の居場所はなくなった。だから、学校では居場所を失いたくなくて、みんなに好かれるような言動を心掛けた。けどね、もういいんだ」

　大きく息を吐きながら、美稲は椅子の背もたれに体重を預けて言った。

「だって、私の居場所はここにあるから」

　柔和な笑みを浮かべながら、美稲は語った。

「みんなは私に勝手な期待をしない、望んだ言葉を言わなくても怒らない。強要も攻撃もマウント取りもしない。みんながいてくれたら、私は学校に居場所なんて無くていいんだよ」

　──……美稲。

　彼女の言葉に、深く共感させられた。

　それは、俺も同じだった。

　俺の学園生活は、ただの地獄だった。

　いわゆるスクールカーストの一軍が教室を牛耳って、かと言って他の生徒が哀れな被害者かと言えばそうでもない。

　他の生徒も、互いにマウントや揚げ足を取り合って、少しでも自分が優位になるようにしか考えていなかった。

　他人を尊重し協力する仲間ではなく、組み敷いて優越感に浸る踏み台にしたがる。

　お花畑理論と言われるかもしれないが、実際、互いに仲良くして協力し合えば、そこは素晴らしく居心地の良い空間になるはずだ。

　なのに、誰もが自らの意思で加害者となることで、誰もが被害者になっていた。

　でも、ここにはそれが無い。

　俺も、このままこのメンバーで仕事を続けられたら、学校なんていらない。

「ミイナちゃんにそんな過去があったなんて！　ミイナちゃんはもっと自分に正直になるっすよ。そう、シサエのように！」

「お前はもっと相手のことを考えろ。桐葉の時だって相手の気持ちを考えないからウザがられたんだぞ」

「え、じゃあ相手のことを考えて脱げばいいっすか？」

「なんでそうなるんだよ!?」

　せっかく感動的な気分だったのに、台無しだ。

「いやだってレントちゃんにはそれが一番かなって」

「コラやめろ。お前は俺をなんだと思っているんだ!?」

「エロパワーでアポート成功させたえっちちゃんっす」

「錬徒はえっちだよ」

　いつの間にか桐葉と麻弥が戻ってきていた。

「うっわ裏切るのか桐葉!?」

「裏切っていないよ。ボクはえっちなワンコくんが好きだもん。ワンコくんにならいつでもおっぱい枕してあげるからね」ニヤリ。

「してもらったことがあるみたいな言い方やめろよ！」

「ていうかぁ、もしもシサエがウザいならなんでレントちゃんはいつもシサエに付き合ってくれるんすか？　仕事だからっすか？　シサエとレントちゃんはビジネスライクでドライな関係なんすか!?　それともおっぱいでっかい子と喋しやべれたらなんでもいいんすか!?　レントちゃんはおっぱい国民なんすか!?」

「悪意しか感じない！」

　長引かせても百害あって一利なしなので、俺は辟へき易えきしたため息をつきながら答えた。

「俺はお前とゲームの趣味が同じだし、仕事中、手が空いているときに喋ってくれると暇がつぶれて助かるし、詩冴が動物と戯れているのは可愛かわいいし、俺は一人遊び以外下手だからお前が発起人になってくれると助かるからだよ。でも、それは俺だけであって他の人からするとウザいから気を付けろよ、て、どうした？」

　詩冴は、両手を頬ほおに当てて身をくねらせていた。

　彼女の指先が、俺のわき腹を強めに突っついてくる。

「えへへぇ～、えへへへぇ～。このこのぉっす、ゴールデンウィークが終わったらお昼はシサエが作ってあげてもいいっすよ」

「それはボクの仕事だからダメだよ」

「錬徒君て大人気だね」

「一歩間違えたらヘイト炎上案件だけどな」

　俺は苦笑った。

　──ん？

　その時、休憩スペース横の廊下を、坂東らしき人物が歩いているのが見えた。

　向こうもこっちに気が付くと目が合った。

　見慣れない私服だったけど、不自然に目を逸そらしたから、間違いないだろう。

　──ゴールデンウィークに男一人で水族館か……。

　もちろん、お一人様が悪いとは言わない。

　でも、いつも取り巻きたちを侍はべらせ、年齢イコールボス歴みたいな坂東が、一人寂しく水族館をウロついているのは、なんだか落ちぶれた感があった。
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　夕方になると、俺らは水族館を出て、それぞれの帰路に着くはずだった。

　けれど、不意に詩冴が背後から抱き着いてきた。

「レントちゃん、テレポートで送って欲しいっす」

「横着だなぁ。俺だって移動で滅めつ多たに使わないのに」

　正直、どこに行くのにもテレポートなんて使っていたら、運動不足で肥満体型か虚弱になってしまう。

　ただでさえ桐葉たちとは顔面偏差値で釣り合っていないのだから、体型ぐらいは釣り合いたい。

　でないと、それこそ美女たちと野獣どころか、美女たちとバケモノだ。

「レントちゃんに送って貰もらうっていうのがいいんじゃないっすか。レントちゃんとデートした女子の特権っす」

「はいはいわかったよ。みんなも住所さえ教えてくれればテレポートで送れるぞ」

「わおレントちゃん。そうやってさりげなく女の子の住所を聞き出すなんてやるっすね」

「送ってやらないぞ」

「ぃやん、冷たくしないでっす」

　詩冴は、ますます俺の背中に甘えてきた。

「ッ、恥ずかしいから離れろよ」

　詩冴の身体には、無視できないふくらみがあるので、あまり強く抱き着かれると意識してしまう。今、舞恋にサイコメトリーされると、非常にまずい。

「では錬徒さん、私もテレポートをお願いしていいですか？」

「麻弥もお願いするのです」

「じゃあわたしも」

　三人に住所のデータを見せてもらうと、三人には看板の陰に隠れてもらってから、自宅前にテレポートさせた。

　深く考えずにテレポートさせてしまったけれど、もしも向こうに通行人がいたら驚かれているだろうな。

「ほい次、詩冴な」

「また明日っす～♪」

　手を振りながら、詩冴は姿を消した。

　看板の裏が見える位置の通行人が、一瞬、不思議そうな顔をした。

「じゃあ次は美稲だ」

「いや、私はいいよ」

　そう言って、美稲は首を横に振った。

「なんで？　錬徒に送って貰えば楽だよ？」

「うん、それはそうなんだけどね。なんだか、すぐに帰るのがもったいなくて。歩いて帰りたいんだ。今日、みんなと過ごした時間を思い出しながら」

　美稲は、満ち足りた顔でそう言った。

「じゃあ、駅まで一緒に帰るか？」

「うん」

　美稲はにっこりと微笑ほほえみ、ハーフアップの髪を揺らしながら、愛らしく頷うなずいた。




　それから、俺と桐葉、美稲の三人は、水族館から最寄り駅までの10分間、今日一日を振り返りながら歩いた。

　見た物、買った物、話した事、麻弥がペンギンコーナーに入ってしまった事と、それから、坂東を見かけた事も言った。

　どの会話でも、美稲と桐葉は笑ってくれた。特に、坂東の話を。

　駅に着くと、俺も少し名残惜しかった。

　今日が終わってしまった。

　その感覚に、早百合部長の言葉を思い出した。




「高校生のゴールデンウィークは一生に三度しかないのではない。高校一年生のゴールデンウィークは一生に一度しかないのだ」




　なら、それは一日一日においても言える。

　高校一年生のゴールデンウィーク初日は、一生に一度しかない。

　そして俺は今、その一生に一度しかない日を、失おうとしている。

　そう思うと、急に寂しさがこみあげてきた。

　俺は意外と、影響されやすいのかもしれない。

　知らなかった自分の一面に驚かされながら、俺は美稲と別れようとする。

　けれど、美稲は俺と桐葉を見つめながら、優しい顔で見上げて言った。

「さっき、八方美人をやめた理由、ここに居場所があるからって言ったよね。でもね、きっかけは、錬徒君のおかげなんだよね」

「え？」

　俺がまばたきをすると、美稲は慈愛のこもった声をかけてくれた。

「だって私、総務省でも錬徒君としか接点なかったじゃない」

「あー、言われてみれば。きっかけって、俺を通して詩冴や桐葉と出会ったって意味か？」

「ううん、そうじゃないよ」

　ゆっくりと首を横に振って、彼女は否定した。

「私の知る普通の人は、利益のために動くんだよね。前にも言った、他人の手柄を横取りしたり、自分との共同成果にしようとしたり、ケチをつけたり。他にも、都合がいい人だから一緒にいるとか。でも、錬徒君は違う」

　大きな瞳に俺を映して、美稲ははっきりと、俺の心に響かせるように、明るく語気を強めた。

「錬徒君は自分の利益じゃ動かない。学校の人たちよりも、そんな錬徒君一人と友達になりたいなって思ったの。だから、錬徒君が学校の人に責められたら、錬徒君を守りたいの。たとえそれで学校の人たちに嫌われてもね」

　まるで愛の告白をするように友愛を語る美稲は、とても魅力的だった。

　彼女のことを大切に思いながら、自然と口が開いた。

「もっと、早く美稲と知り合いたかったよ。俺と美稲だけじゃない、俺らみんな、な」

　隣の桐葉の手を握ると、桐葉は俺の腕を抱き寄せてくれた。

「うん、ほんとそうだね。ボクの学校に錬徒がいてくれたら、ボクはあんな辛つらい思いをせずに済んだ。錬徒じゃなくても、今日一緒に遊んだ誰でも、きっとボクを怖がることはなかったと思う」

　深いため息を吐きつつも、桐葉は、夢を見るような声音で、そう漏らした。

「俺ら七人が同じ小学校だったら、桐葉は坂東をぶっ飛ばして元気な女大将、美稲と詩冴は俺らと楽しく遊んで、麻弥はみんなに甘えて、舞恋は難しいことに悩んで、真理愛が天然フォローを炸さく裂れつさせて、俺がツッコんで、そんな毎日だったかもな」

　生まれる場所が違えば、もしかしたらあったかもしれない世界線の光景に思いを馳はせて、俺は笑みを浮かべた。

　そんな小学校時代を送りたかった。

　でも時間は巻き戻せない。

　それこそ早百合部長の言う通り、どんな日だって一生に一度しかないのだから。

　深く考えすぎると哲学的で、あるいはまるでマンガのセリフみたいだけど、再び巡る日なんて一日も無い。

　だから、人は一日一日を無駄にせず、一生懸命生きるべきなんだと思う。

　──なんて、恥ずかしくて誰にも言えないけどな。

　この場に舞恋と真理愛がいないことを幸いに思っていると、美稲は最高の笑みを浮かべて、背筋を伸ばした。

「じゃあ二人とも、また明日ね」

「ああ。また明日な」

「また明日遊ぼうね、美稲」

「うん。二人とも、また明日」

　三人で置き土産のように『また明日』という言葉を残すと、美稲は駅の中へと消えて行った。

　今日が終わるのは寂しいくせに、早く明日になって欲しい。

　矛盾した幸せに浸りながら、俺は桐葉の手を握る指に力を入れた。

「俺って恵まれているよな」

「それはボクもだよ。キミらに会えて良かったよ。ほんと、毎日が夢みたい」

　夢という単語に、俺は胸の奥が痛んだ。

　ゴールデンウィークに友達と遊ぶ。そんな、当たり前のことを夢みたいと言う桐葉に、俺は言いようのない怒りを覚え抑えながら言い聞かせた。

「夢なんかじゃない、現実だ。俺も、みんなも、それに、これで終わりじゃない」

　視線を交える桐葉へ、俺は力を込めて断言した。

「俺らは、もっともっと幸せになるんだ。これから大人になって、好きな人と結婚して、家族を作るんだ。だから、この程度で夢みたいなんて言うなよ」

　俺の言葉に、だけど桐葉は表情に濃い影を落として視線を伏せた。

「ボクは……家族はいいよ」

　まるで懺ざん悔げでもするように、桐葉は辛そうに語り始めた。

「だって、産まれてきた子供も【ホーネット】を持っていたら、可哀かわいそうじゃないか。それに、深くかかわった分だけ、裏切られた時の痛みも大きいしね」

　桐葉の告白に、俺は頭を殴りつけられたような衝撃を受けた。

　桐葉は、変わっていなかったのか？　いや、それはないと思いたい。

　でも、本当の意味で他人を受け入れることができていない事実に、俺はいてもたってもいられなかった。

「でも桐葉──」

　俺の口に、桐葉の細い指先が、そっと添えられた。

　儚はかなげな表情に見つめられて、俺は喉が石のように硬くなり、何も言えなくなった。

　ハチミツ色の瞳の奥で、彼女は告げていた。これ以上は、踏み込まないで欲しいと。

　でも、俺が自分の無力を悔やんでいると、桐葉は言った。

「ねぇ錬徒。美稲を裏切らないでね」

　──水族館で美稲の言った話……桐葉も聞いていたのか。

　困惑する俺の前で、桐葉の瞳がうっすらと濡ぬれていく。

「前にも言ったけど、ボクはキミの言葉を信じるには汚れ過ぎたんだ。でも、美稲はボクとは違う。美稲はまだ間に合う。だから、美稲にはボクみたいになって欲しくないんだ」

　夕日が落とした影に沈みながら、彼女はまるで、自分が別世界の住人であるかのように語った。

　その光景があまりに痛ましくて、胸の奥が、硬く圧縮されるような錯覚を覚えた。

　俺は、自分が無性に情けなかった。

　アポートを手に入れて、日本を救って、それで、桐葉や美稲と対等になれた気でいた。でも勘違いだった。

　実際は、桐葉一人救うこともできない、無力なガキだった。

　──違うだろ！

　弱気になるのは一瞬、俺はすぐに切り替えた。

　ソロ充を気取っていた俺は、美稲たちと出会って仲間の大切さに気付いた。

　居場所を作るために自分を偽っていた美稲は、俺と友達になりたいと言ってくれた。

　それに、桐葉は俺等と過ごした日々を、夢みたいと言ってくれた。

　なら、まだ間に合う。

　他人を信じることに、手遅れなんてないんだ！

「……それは違うぞ、桐葉」

「え？」

　虚を突かれた様子の桐葉に、俺は真摯に向き合う。

「おいおい、美稲の言った言葉、もう忘れたのか？　言っていただろ？」




『みんながいてくれたら、私は学校に居場所なんて無くていいんだよ』




「あのみんなには俺だけじゃない。桐葉、お前も含まれているんだ。だからさ、美稲を裏切らないでくれよ。簡単だろ？　桐葉が美稲を好きでいる限り、あいつの居場所は残り続けるんだから」

「それは……」

　両手を握って、視線を彷徨さまよわせて当惑する桐葉に、俺は畳みかけるように言った。

「美稲を、自分みたいにしたくないんだろ？」

「ッッ」

　ハチミツ色の瞳が、まっすぐに俺を見つめてくる。

　歯を食いしばると、桐葉は何かを決意したように表情を引き締めた。

「錬徒は先に帰っていて！」

　桐葉は鋭く踵きびすを返すと、美稲を追いかけた。

　ふわりと宙に広がる亜麻色の髪の軌跡を目で追いながら、俺は、その背中にエールを送った。




　　　　◆




　錬徒君と別れた後、私は電車に乗ったものの、最寄り駅の一つ前で降りてしまった。

　すぐに帰るのはもったいないとテレポートを断ったけれど、電車で帰ることすらもったいないと思ってしまったのだ。

　叶かなうなら、このまま家に帰りたくなかった。

　家に帰らなければ、まだ錬徒君たちと過ごした時間の延長でいられるから。

　真っ赤な夕日に照らされながら、そんなことを思っていた。

　家に自分の居場所はない。

　あそこは嫌だ。

　息苦しくて、いつも、早く学校へ行きたかった。

　そうすれば、たとえ仮初でも、安あん堵どすることができた。

「…………」

　赤信号の前で、足を止めながら、視線を落とした。

　──この道をまっすぐ歩けば、10分で家に着いちゃう。

　幼い声に視線を上げると、横断歩道の向こう側に、手をつないだ親子が立っていた。

　小学校低学年ぐらいの女の子は、優しそうな母親と手をつないで楽しそうにおしゃべりをしている。

　どこかでお母さんと遊んできたのかな。

　明日もお母さんと一緒に遊ぶのかな。

　良かったね。君は幸せだね。その幸せを大事にしてね。

　自分もあんな親が欲しかった。

　自分もあんな幼少時代を過ごしたかった。

　でも、それは叶わない。

　早百合部長の言う通り、同じ日は二度と来ないから。

　そう思うだけで涙腺が熱くなり、胸の奥が痛んだ。

　でも、だからこそ、次の瞬間には強く誓った。

　みんなとの時間を大事にしよう。

　錬徒君や桐葉さん、詩冴さんや舞恋さん、それに麻弥さんや真理愛さんとの時間を大切にしよう。

　今まで自分を肯定できなかった分、これからの人生を肯定しながら生きよう。

　青信号が、親子と私との距離を縮めていく。

　親子が隣を通り過ぎた瞬間、私は、幼少期の自分と決別するような感覚を覚えた。




　横断歩道を渡ると、右手に広がる公園が目に入った。錬徒君や桐葉さんたちと一緒に公園を歩く姿を想像して、私は足を止めた。

「まだ、帰るには早いよね」

　夕日を見上げてから、遠回りを選んだ。

　公園には人影がなく、無人だった。

　平成以上にＩＴ化が進んだ現在、公園はＭＲゲームの遊び場と化している。

　デバイスを通して見るＭＲ映像のボールを使ったり、ＭＲ映像のモンスターを倒して遊んでいる姿を、何度か見かけた。

　けれど、ゴールデンウィークの夕方にそうした遊びに興じる人は、この近所にはいないらしい。

　誰にも気兼ねせず、全身を夕日に染めながら、私はすがすがしい気持ちで公園の中を眺めて回った。

　公園をぐるりと囲むように植えられた木々は夕日を反射して美しく光っていた。

　水の止まった噴水に留まる小鳥は愛らしく、飛び立つ様に思わず視線を奪われた。

　向かいにはベンチと当たり付き自販機があって、一度も利用したことが無いのを思い出す。

　もうずいぶんと長く住んでいるのに、公園でゆっくりしようなんて思う暇も無かった。

　今なら、なんだか当たりそうな気がして、気まぐれにジュースを一本買ってみようかと思い立った。

　──当たったら、明日、錬徒君と桐葉さんにあげよう。縁起物だよって。喜んでくれるかな。

「美稲」

　彼女に呼び止められたのは、その時だった。

　すぐにでも聞きたかった声を見上げると、空から夕日に染まった桐葉さんが舞い降りてくるところだった。

　綺き麗れいな亜麻色の髪は、その一本一本が緋ひ色いろに輝いて、一瞬、妖精が現れたのかと思ってしまった。

「桐葉さん。どうしたの？」

　思わず、ちょっと声がはずんでしまった。終わったと思った時間が再び回り始めたことに、ささやかな幸福を感じられた。

「うん、ちょっと話したいことがあってね」

　──なんだろう？　もしかして錬徒君のこと？　錬徒君に告白するの手伝ってとか？

「話って、錬徒君には内緒の？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど。後でみんなにも話すつもりだし。でもそうだね、個別に話したほうがいいかなって」

　少し考えるようなそぶりを見せたのは一瞬、桐葉さんはすぐに眼差しを緩めた。それから、親しげな声と一緒に、右手を差し出して笑みを浮かべた。

「美稲、ボクと友達になってくれる？」




「　　　　　　」




　その言葉で、私は自分の中の世界観が塗り替えられるのを感じた。

　長く空を覆っていた雨雲が晴れたように、視界が鮮明に輝くようにすら思えた。

　桐葉さんがくれた言葉は、妹が生まれてから８年間、ずっと欲しかった言葉だった。

　ニセモノの言葉に埋もれて、ずっと欲しかった本物の言葉だった。

　桐葉さんや錬徒君たちと一緒にいる時間は居心地が良すぎて、ずっと夢の中にいるようだった。

　けれど、桐葉さんの言葉で、私は現実を実感した。これは、夢じゃないんだ。私は……

　ホンモノを手に入れたんだ。

　私は桐葉さんと友達になりたい。

　だから、私は「いいよ」でも「よろしく」でもなく、あの言い文句を返したかった。

「何言っているの？　私たち、もうとっくに友達でしょ」

　私の言葉で、桐葉さんの顔が明るさを増した。

　涙腺を熱くしながら、桐葉さんの手を握ろうと手を伸ばした。

　彼に呼び止められたのは、その時だった。




「朝倉」

　よく知っている、けれど聞きたくない声へ振り返ると、そこには錬徒君が見たと言う、坂東君が立っていた。

　平へい坦たんな表情ではあるものの、何か、危険な気配がした。

　ひとまず、今だけは八方美人な自分で対応しておく。

「あら坂東君、奇遇ね。こんなところでどうしたの？　家、近所だっけ？」

「今日は渡会の野郎とデートか？　お前も、すっかり渡会の愛人だな」

　トゲのある言葉には取り合わず、平静をよそおいながら、優しい態度で対応し続けた。

「なんだ、見ていたんだ。でもデートじゃないよ。桐葉さんたちも一緒だもん。ね」

　私は隣の桐葉さんに抱き着いた。

「そうだよ。今日はボクらみんなで楽しんだんだ。まっ、詩冴の言葉を借りるならハーレムデートではあったかもね」

「嘘うそつくんじゃねぇよ！」

　犬歯まで剥むき出しにするほど口を歪ゆがめて、坂東君は怒鳴った。

「入学したばかりの頃はオレにまんざらでもなかったくせに、オレがプロジェクトに選ばれなかった途端捨てるのか？　テレビに取り上げられて気分いいかよ？　一緒に取り上げられた渡会のほうがいいってか？　バカにしやがって！」

　完全に冷静さを失っている。

　どうやら、話は通じないらしい。

　誰もいない公園に、殺気立った男子と一緒という状況に、私は努めて冷静に対処した。いま、彼を刺激するのは危険だ。

「待って待って。バカになんてしていないし、捨てるってどういうこと？　私たち、お互いの連絡先も知らないよね？」

「散々オレに色目つかってたじゃねぇか！　いっつもこれみよがしに巨乳揺らして誘っていただろうが！　それを渡会がプロジェクトに選ばれた途端尻振りやがって！　そんなにあいつのは良かったかよこのビッチが！」

　怒気はより膨れ上がり、坂東は坊主頭をかきむしった。

「ふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんな！　あんな奴やつが、渡会なんかがオレ様より上だってのか!?　あのゴミが、カスが！　オレを誰だと思ってやがる！　氷帝・坂東亮りよう悟ご様だぞ！」

　──あー、この人はもうダメだ。

　私は冷静に、坂東君のことを見限った。

　会話ができるなら、誠心誠意、言葉を尽くして説得する気だった。

　でも、今の彼は駄目だ。

　前提も結論も自己完結していて、不都合な現実は全て受け付けない。

　究極の自己中状態。

　前に錬徒君から聞いた『地球中心天動説』ならぬ『自分中心他動説』だ。

「悪いけど、私たちは帰るね。用があるなら、ゴールデンウィーク明けに学校でね」

「待てよ！　あぁん!?」

　ドスを利かせた声に、私は振り向きかけた体を戻して、坂東君と対たい峙じした。

　彼の指示に従ったわけではない。

　この方が戦いやすいだけだ。

「坂東君の目的は？　私をどうしたいの？　言っておくけど、暴力反対だよ」

　私の隣で、桐葉さんが両手に毒針を形成して、不敵に笑った。

「ボクの致死毒、死なない程度に味わってみる？」

「ぐっ、うっ……」

　坂東君は、一歩踏み出して立ち止まった。

　先月、桐葉さんにボロ負けした時のことを思い出しているんだと思う。顔を真っ赤にして握り拳を震わせているけど、すっかり尻込みしちゃっている。

　完全に諦めさせるために、私は最後の一手を打っておく。

「言っておくけど、私の【リビルディング】もけっこう強いよ。たぶん、運動部の男子たち１０００人が同時に襲い掛かっても、10秒かからないと思うよ」

　脅しじゃない。

　私の【リビルディング】は、物質を高速で分解し、再構築できる。

　地面を硬い土柱に再構築して、地面から突き出させるなんて朝飯前だ。

　１０００人の男子が私に襲い掛かってきても、一撃で叩き飛ばせる。

「…………くそっ！」

　どうやら、完全に意気消沈してしまったらしい。

　坂東君はうつむいたまま、肩を落としてしまう。

「行こうよ美稲。あんな奴、相手にする価値もないよ」

　桐葉さんは鼻で笑ってから、坂東君に背を向けた。

　私も、可哀かわいそうだとは思うけど帰ることにした。もう、私は八方美人じゃない。坂東君のフォローは、もうできない。

　坂東君に使う時間があったら、桐葉さんと一緒に帰るまでの10分を大事にしたい。

　だから、鈍器で何かを叩たたくような鈍い音の意味を、私は理解できなかった。

「え？」

　私の視界に桐葉さんが倒れ込んできても、私はとっさに動けなかった。

　あの桐葉さんが、地面にうつぶせに倒れて、苦しそうに呻うめいている。

　亜麻色の髪が、じわじわと血の赤に染まっていく。

「きり、は、さん？　!?」

　地面に転がる、サッカーボール大の氷塊。その意味を、遅れて理解した。

　冷水を浴びたように、頭から血の気が引いていく私とは真逆に、坂東君は哄こう笑しようした。

「ははははは！　てめぇの能力がどれほどのもんか知らないけどなぁ！　能力を発動さえしてなきゃただのクズ女なんだよ！　これが試合開始のゴングもルールも審判もいない本物の戦いって奴だ。まっ、経験の差だな」

　有頂天になる坂東君を無視して、私は桐葉さんを抱き起こした。

「桐葉さん！　桐葉さん大丈夫!?」

　眼は開いている。でも、顔は苦く悶もんの表情に固まっていた。

　わずかに動く指先には透明な針が形成されるも、すぐに消えてしまった。

　意識はあるけれど、痛みが強すぎて能力を使えないようだった。

「おらよっ！」

　坂東君が地面を蹴り飛ばすと、彼の足元から氷が地を奔はしってきた。

「ッ」

　私は桐葉さんを抱えたまま軽くジャンプをして、それをやり過ごした。

　氷はどこまでも広がり、公園中の地面を覆いつくしていく。

　まるで、アイススケートリンク上にいるような気分だ。

　私は、自分の無知さと無警戒さを恥じた。

　坂東君が、まさか女の子相手に傷害事件を起こすとは思わなかった。

　自分の甘さを呪いながら、私も足元の氷をトンと蹴った。

　──悪いけど、正当防衛させてもらうよ。土柱をみぞおちに叩き込んで、怯ひるんだところを警察に通報させてもらうからね…………え？

　何も起こらない地面を見下ろして、私は驚きよう愕がくした。

　【リビルディング】が発動しない。

　こんなことは初めてで、私はまぶたを開けたまま、固まってしまった。

　静寂の中で、坂東君が邪悪な笑みで口角を上げた。

「氷の下の地面から石の槍やりでも出そうとしたか？　それともオレの氷そのものをどうにかしようとしたか？　でも残念だったな、お前の能力は使えねぇよ！」

「ど、どうして、坂東君、何かしたの？」

　指でデバイス画面をタップすればバレるので、小声による音声操作で、通話アプリを起動させながら、私は時間を稼いだ。

　警察が来るまではおよそ５分。それまで、坂東君を抑えておけるか。

「単純な話だ。お前ら変化系の能力は、超能力に干渉できないんだよぉ！」

「そんな!?」

　初耳の話に私が驚くと、坂東君は機嫌を良くした。

「オレよぉ、ガキの頃から色々な能力者とバトって来たんだよ。その中で、触ったモノの形状を変えられるって、まぁお前の下位互換みたいな奴がいたんだけど、そいつ、オレの氷を変形させることができなかったんだよ。その時に知ったんだよ。オレらの能力の法則って奴を。つまり、この公園にはもう、お前の味方はいないんだよ、どこにもなぁ！」

　息を呑のみながら、助けを求めるように、周囲へ視線を巡らせた。

　地面が、噴水が、木々が、みるみる氷に侵食され、覆われていく。

　まるで、公園そのものが私の心を現すように、氷の侵食に比例して恐怖に駆られた。

　今まで、私が平静でいられたのは、いざとなればいつでも勝てるという安心感があったからだ。

　でも今は、まるで安全装置を外して撃鉄を起こした銃を突きつけられてから、自分が防弾チョッキを着ていないことを知ったような感覚にも似た危機感があった。

　──そんな、何か、何かないの!?

　土でも石でも木でもなんでもいい。でも、つかめるものは空気しかない。

　空気を再構築して、坂東君の周りから酸素を無くせば……いや、私のレベルじゃ、まだ気体の再構築はできない。

　手持ちの荷物や衣服も、武器になるものではない。

　能力を完全に封じられて、私は震える声で叫んだ。

「警察を呼んだわ。早く逃げないと、氷帝の経歴に瑕きずがつくわよ！」

「男女の痴話喧げん嘩かに警察が介入するかよ。民事不介入って言葉知らないのか？」

　今の坂東君に話は通じない。彼は、自分に都合のいい妄想の世界で生きているんだ。

　いや、今に限らず、元からそういう気質なのかもしれない。

　彼も、一般常識は知っているはずだ。

　でも、能力者の中には自分は特別な存在で、周りが自分にひざまずくのが当たり前。親が子に、教師が生徒に【懲罰権】を持つように、自分は他人をどうしようが自由で、それは上級国民たる自分の権利だと思っているような人もいる。

　今は、そうした思想が爆発しているに違いない。

　私は桐葉さんを抱えたまま、素早く振り返って走り出した。

　靴底を分解再構築して、滑らないよう雪国仕様にしたおかげで、思い切り走れた。

「逃がすかよぉ！」

　パチンと、指を鳴らす音が聞こえた直後、背中に体当たりを受けたような衝撃が走って、私は大きく前のめりに転んだ。

「きゃっ！」

　桐葉さんを抱えた腕を、思い切り氷に打ち付けてしまう。桐葉さんは守れたけど、肘に激痛が走って、斬りつけるような冷たさが腕に走った。

　私の背中に当たったであろう、バスケットボール大の氷塊が、カーリングのストーンのように、目の前を滑っていく。

　痛い。上半身に力が入らない。

　背骨が折れてしまったのではと錯覚するような痛みで、私は腹ばいになったまま、動けなくなってしまう。

「はは、いい格好だな。そうだ。針宮を置いて行けばお前は助けてやろうか？」

「ふざけないで！　桐葉さんは私の友達なんだから！」

　冷たい氷の上で、絶望しながらも私は叫んだ。

　私は、私たちはこれから幸せになるんだ。

　もう嘘うそをつかなくていい人たちと、大好きな人たちと、自分の居場所になってくれる人たちと、楽しい思い出を作っていくんだ。

　桐葉さんだって、誰に怖がられることもなく、幸せになるんだ。

　彼女だけでも守ろうと、私は桐葉さんに覆いかぶさった。

　氷で体が冷えていく中、涙腺は熱くなっていく一方で、坂東君は冷淡に告げた。

「なら仲良くしつけてやるよ。嬉うれしいか？」

　背後から、殺気に満ちた男が、足音と共に確実に迫って来る。

　警察が来るまで、あと４分。

　坂東君は４分後、警察に逮捕されて牢ろう獄ごく行きだ。

　でも、私と桐葉さんが壊されるには十分な時間だ。

　一切の希望が見えない絶望感に、私は自分の愚かしさを呪い続けた。

　前に、錬徒君から聞いた話を思い出す。




「異能者を危険と言うなら人は誰でも危険だ。先端の尖とがったボールペン一本あれば、人は人を殺せる。武器が無くても、人は人を殴れる。それを警戒しては、外なんて歩けない」




　視点を変えれば、悪意さえあれば、誰もが他人を傷つけられるということだ。そんなことは、傷害事件のニュースを見ればわかることなのに、私は失念していた。

　口先で論破して、説き伏せて、それで安全が確保されたと寝ぼけていた。

　これが、保身のためにニセモノの笑顔と言葉を吐き続けてきた代償なのか……そう思った時、体の下から熱い脈動を感じた。

「桐葉さん？」

「ありがとう美稲……ボクを、守ってくれて、でも、もういいよ」

　力強い手に、私は押しのけられた。

　重傷の身で、どこにこんな力があるのかと、驚き見上げる私の前で、桐葉さんは頭から血を流しながら坂東君と対たい峙じした。

「おっ、まだ立ち上がれるんだな。でも、目の焦点が合っていないぜ」

　坂東君の反応は、昆虫を弄ぶ、子供のソレだった。

　踏み潰したはずのアリがギリギリのところで生きているのを、笑って楽しむ、あの状況と同じだった。

　虫に対しても残酷な感情を、どうして人に対して向けられるのか、私は信じられなくて、桐葉さんのことが心配だった。

「桐葉さん、飛んで逃げて！」

「悪いけど、飛ぶのは無理かな……でも安心していいよ美稲。このゴミは、廃棄物だけは、ボクが駆逐するから！」

　まるで、特攻でもしかけるような口ぶりに、危険なものを感じた。

「ダメ、桐葉さん、何を──」

　すぐに止めようとするも、彼女は私の言葉をかき消すように、絶叫を上げた。

「アァアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　まるで、断末魔のような悲鳴に怯む私の目の前で、桐葉さんの体は原形を失った。全身にＣＧのグリッド線のようなものが走って、テクスチャが張られるように実体化していく。

　亜麻色の髪からは、二本の触覚が生えて、背中からは剣が貫くような勢いで、四枚の昆虫の翅はねが飛び出した。

　超能力で、桐葉さんの体表に構築されていくのは、ハチのパーツだった。

　他にも、体の要所に金色の甲殻が構築されていく。

　両手の五指はカギヅメのようにゾロリと鋭利に伸びて、拳からは四本の毒針が、手首からはクワガタすら彷ほう彿ふつとさせるオオアゴが形成されていく。

　決して、桐葉さんの体そのものが変化しているわけじゃない。パワードスーツのように装備しているだけ。

　けれど、その姿は禍まが々まがしくて、まるで……。

「ははははは！　なんだよソレ、完全にバケモンじゃねぇか！　それがお前の正体ってわけかよ蟲むし女！」

　坂東君が痛快に笑う一方で、桐葉さんは自嘲気味に口角を上げた。

「ああ、そうだよ。ボクはバケモノだ……こんなボクが友達を、まして、それ以上を望むなんて夢物語さ、だから、もう夢から覚めるんだ」

　桐葉さんは肩を落としてから、地面に座り込む私のことを静かに見下ろしてきた。その表情は哀愁に満ちていて、思わず、抱きしめてあげたくなるほど儚はかなく見えた。

「美稲……錬徒をよろしく。ボクはみんなの前から消えるけど、この姿のことは黙っていてくれると嬉うれしいな……特に錬徒には──」

　桐葉さんの言葉は、だけど最後まで聞けなかった。

　硬質な音に私たちが視線を落とすと、地面を覆う氷が成長して、桐葉さんの足を膝まで飲み込んでいた。そのまま、氷は桐葉さんの膝から腿ももへと駆け上がっていく。

「ッッ、こんなもの！」

　桐葉さんが力んだ途端、氷は水蒸気を噴き上げてから砕け散った。

　スラリと伸びた足からは、熱そうな湯気が立ちのぼっていた。

「ミツバチの発熱能力さ。製氷機以下のお前の能力なんか効かないんだよ！」

　全身に闘志を漲みなぎらせて、桐葉さんは敢然と対峙した。

　けど、その姿は勇敢でありつつもどこか危うくて、胸が不安で押し潰されそうだった。

「ふ～ん、そいつはすげぇな。けどいいのかよ。そんなに能力使って」

「グッ……」

　あたかも坂東君の言葉が引き金だったように、桐葉さんは頭を押さえると目を剥むいて歯を食いしばった。

「桐葉さん！」

　能力にもよるけど、普通、超能力の使用には集中力や精神力を消耗する。

　激痛の中、無理に能力を使えば、長く持つはずがなかった。

　地面に膝から崩れ落ちる桐葉さんの体は、みるみる氷に侵食されて、身動きが取れない様子だった。

　その姿に、坂東君はますます哄こう笑しようした。

「おいおいおいおいイイカッコだなおい！　さぁて、じゃあトドメと行くか！」

　坂東君は殺気を漲らせながら舌なめずりをして、みるみる距離を詰めてきた。

　私は恐怖で腰が抜けたまま、手を伸ばした桐葉さんに触れた。けれど、やっぱり氷を分解することはできなかった。

　圧倒的な絶望感に支配された私は、全身の血液が冷水に置き換わったような悪寒で震えと涙が止まらなかった。

　──終わりだ……なにもかも……せっかく、本物の友達に会えたのに、私のことを、自分を犠牲にしてまで助けようとしてくれる友達ができたのに。

　私の脳裏には、今、一番会いたい人の姿が浮かんでいた。

　──錬徒君……。

　私が優しい彼の顔を思い浮かべると、桐葉さんは虚うつろな目で指先を動かしながら、懺ざん悔げのような涙声を呟つぶやいた。

「ごめんね、錬徒……ボク、美稲を守れなかったよ……」

　その言葉で、彼に会いたい想おもいが溢あふれてしまい、私は本能的に叫んでいた。

「錬徒君……助けて！」

「渡会も殺してやるよ、テメェの次になぁ！」

「いやぁあああああああああああああ！」

　頭上まで迫る怒鳴り声に、私は悲鳴を上げていた。




　その直後、坂東君の姿が消えた。

　いや、ずっと遠く、50メートル先にいた。一瞬前と、同じポーズで。

　何が起こったのかわからない。

　助かった。いや、やられるまでの時間が延びただけだろうか。

　心臓が恐怖で震え、戸惑いながら上半身を起こすと、頭に優しいぬくもりが触れた。

「もう大丈夫だ」

　誰よりも聞きたかった温かい声を見上げて、私は安あん堵どで大粒の涙を流した。

「バトル漫画なら最強チートのテレポーターが助けに来たぜ」

「錬徒君！」




　　　　◆




　桐葉が美稲の元へ向かってから家に帰ると、俺は、不安で落ち着かず、何も手に付かなかった。

　余計なことを言ってしまったか、他人の俺が、桐葉の人生に口を出し過ぎただろうか、そう考えると、焦燥感で胸がざわざわしてしまう。

　すると、その桐葉から電話がかかってきた。

　てっきり、テレポートで迎えに来て欲しいというお願いかと思い出てみれば、桐葉の涙声と、美稲の助けを求める声と悲鳴、そして、坂東の下卑た声が聞こえて、俺は脊髄反射でテレポートした。
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　居場所なんて知らない。

　ただ、この電話の向こう側へ行きたいと思いながらテレポートしたら、目の前には氷漬けの桐葉と、地面に横たわる美稲、二人に迫る坂東がいたので、坂東をテレポートさせた。

　そして、今に至る。

「……錬徒」

　俺に電話をかけてきた桐葉は、頭から血を流し、目の焦点が合っていないようだった。

　まるで、彼女の生命力がそうであるかのように、桐葉の体を覆っていた鎧よろいのようなものが雲散霧消していく。

　こんな状況で、こっそりとＭＲ画面を操作して、俺に電話を繋つなげてくれたのか。

　おかげで、助けに駆け付けられた。

　二人を安心させるために、瞬間的に湧いた怒りを抑え込みながら、俺はまず桐葉を氷の中から俺の左腕の中にテレポートさせた。それから、美稲に右手を貸した。

「美稲、立てるか？」

「う、うん」

　彼女の手に触れると、その冷たさに驚いた。

　まるで、彼女の恐怖心を体現したような温度に、ドス黒い感情が湧いてくる。

　以前、美稲は俺のことを、バトル漫画の最強主人公と言ってくれたけれど、およそ主人公らしくない、本能的な衝動だった。

　いくら俺でも、その衝動だけは抑えられなかった。気が付けば、坂東に向けてドス黒い感情を吐き出していた。

「坂東！」

「おっと、お得意のテレポートは効かないぜ。素人のお前は知らないだろうが、物質に干渉するタイプの能力は、同じ超能力には効かないんだ。つまり！」

　坂東の体が、一瞬で氷の鎧に覆われた。

　鎧はさらに成長して、顔も隠した。まるで、西洋甲かつ冑ちゆうだ。

「こうして全身をオレの氷で守れば、お前のテレポートは効かないんだよ！」

　有頂天になって吠ほえながら、坂東の背中から第三第四の腕が生えていく。その手には、禍々しくねじくれた剣が握られ、怪物じみた姿に変身していく。

「渡会、お前にこの姿を見せるのも久しぶりだな。いや、あの頃よりもさらに進化したから初めてか。これがオレの最終形態、ジ・エンペラーだ。言っておくけど、テレポートで逃げたら美稲の家に行かせてもらうぜ。娘の不始末を、親につけてもらわないとな！」

「ッ」

　咄とつ嗟さに、美稲が俺の肩にすがってきた。その手は硬く強こわ張ばり、彼女の恐怖を物語っている。彼女は、両親と不仲らしい。だからと言って、暴走した坂東の餌食になってもいいわけじゃないんだろう。

　──本当に、優しい子だよ。なのに、あいつは美稲を傷つけた。そして、桐葉も。

　頭が沸騰するような怒りが冷めていく。

　許したんじゃない。

　むしろ、坂東への容赦がなくなった。

　話を聞こうと、テレポートで距離を作ったが、もうその必要はない。

　坂東がどれだけ傷つこうが関係ない。

　桐葉と美稲を守れれば、それでいい。それだけが、唯一の優先事項だ。

「ははは！　命乞いしてももう許さねぇぞ！　今日はお前に身の程をわからせてやるよ！」

　勝利を確信しながら、坂東は地面を蹴り飛ばし、弾丸のように飛び出した。

「錬徒君、逃げて！」

　美稲が叫んで、腕の中で桐葉が身を硬くした。

　だから、頼りがいを見せるように、俺は闘志を込めて言った。

「安心しな。俺は、最強主人公なんだろ？」

「くたばれぇえええええええええええ！」

　氷の武器を振り上げながら、坂東は５メートル手前から跳びかかってきた。

　そして、上空から飛来した砲弾が、坂東を粉々に砕いた。

　目の前で自動車が正面衝突を起こしたような破砕音が耳をつんざいた。

　破片は全てテレポートで防ぐも、衝撃波に肌を叩たたかれ俺と美稲は反射的に目を細めた。

　粉雪が舞い散り、辺りは軽く霧がかった。

　その中央で、坂東はうつぶせに倒れ、砕けた兜かぶとの中で白目を剥いていた。

　完全に意識を失い、動く気配は無かった。

　坂東の最期に、美稲はぽつりとつぶやいた。

「あれって……自販機？」

　坂東の背中に圧のし掛かっているのは、一台の自販機だった。

　美稲がはっと振り返った先、ベンチの隣にあった自販機は姿を消して、自販機の下半分を覆っていた氷だけが残っている。

「坂東にテレポートが効かないなら、他のモノを持ってくればいい。自販機を上空にテレポートさせて、十分にスピードを付けてから落下速度をそのままに、坂東の頭上にテレポートさせれば、絶対に当たるだろ？」

「すごい……あの一瞬で思いついたの？」

「いや、実は毎晩テレポートで戦う方法考えていた。実際に使うことはないと思っていたけど、全身を氷で守っている今の坂東なら、ちょうどいいかなって。美稲に、バトル漫画なら最強主人公だよねとか言われてその気になっちまったんだけど、ガキ臭かったか？」

「ううん、カッコイイよ。大好き」

　美稲は幸せそうな笑みで、俺の首に抱き着いてきた。

　その笑顔は本当に素敵で、坂東への怒りなんて、どこかへ吹き飛んでしまった。

　遠くからパトカーと救急車の音が近づくと、桐葉の瞳がようやく俺に焦点を合わせた。

「気が付いたか？」

「……れん、と？」

「おう、錬徒だぞ」

　桐葉を抱き支える左腕に力を込めてから、俺は優しく語り掛けた。

「え、錬徒、どうして？」

「どうしてって、家族のピンチに駆けつけない奴やつがどこにいるんだよ？　坂東は俺がやっつけたから、もう安心だぞ」

　そう言って俺が歯を見せて笑うと、桐葉の目に涙がたまった。

　きっと、安心して緊張の糸が切れてしまったのだろう。

　涙はハチミツ色の瞳から溢れ、次から次へと、とめどなく流れ続けた。

　そうして、桐葉は泣いた。

　まるで、今、生まれた赤ん坊のように。

　大きな声を上げて泣き続けた。

　だから俺は、桐葉が泣き止やむまで、彼女を抱きしめ続けた。




　　　　◆




　ゴールデンウィーク二日目の午前。

　俺らはみんなで、美稲の引っ越し作業を手伝った。

　あれから早百合部長に頼んで、俺のような監視対象でなくとも、人材保護の観点から官舎に住めるようにしてもらった。

　美稲の部屋は、俺と桐葉の部屋のすぐ隣だ。

　これで、仲の悪い家族からも解放されることだろう。

　ちなみに、坂東は桐葉とともに救急車で、病院へと搬送された。

　回復系能力者は全員ゴールデンウィークで休暇中ということもあり、坂東は普通の治療を受けた。

　本人はゴールデンウィークが開けたら回復系能力者を呼ぶよう叫んでいるが、それは無理だろう。

　回復系能力者たちは全員、１年先まで予約がいっぱい。

　しかも、余命が迫っている人が優先だ。

　命に別状がない犯罪者に順番が回ることはないだろう。

　その上、犯罪の内容が内容だ。

　当然、桐葉の傷は最優先で完治済だ。




　ゴールデンウィーク三日目の夜。

　俺が毎日病院へ送り迎えしている、とある回復系能力者に坂東のことを話すと、

「渡会のバカ！　なんでキチンとトドメを刺さなかったのよ！　あたしがその場にいたら生かしておかなかったのに！」

　と、たいそうご立腹だった。その一方で、

「けど、女の子を守ったのは偉かったわよ。いいこいいこしてあげるわ」

　と、俺の頭を抱いて、わしゃわしゃと乱暴になでまわしてきた。




　ゴールデンウィーク最終日。

　すでに犯罪者として、日本中にニュースが流れた坂東を倒した正義のヒーローとして、俺は積極的に取材を受けた。

　坂東の報道だけでは、能力者は危険という誤った印象を世間に与えてしまう。

　だから、能力者の俺が能力で悪を倒したと強調してもらい、能力者の名誉回復に努めた。

　坂東は、少年刑務所からはしばらく出てこられないらしいけど、仮に出所しても、返り咲くことは難しいだろう。

　未成年だからと実名報道はされなくても、ネット上にはうちの学園の生徒が流したであろう情報が拡散され尽くしている。




　そしてゴールデンウィークが明けた５月７日月曜日の朝。

　俺らは、早百合部長からとあるメッセージを受け取ってから、登校した。

『渡会君！』

　教室に入るなり、ニュースを見たであろうクラスメイト達は、今まで以上に俺に媚こびを売ってきた。

「いやぁ～、お前ほんと凄すごいよなぁ、あの坂東を倒しちまうなんて」

「坂東の野郎もいい気味だよな。調子に乗っていた罰だなこれも」

「坂東にはみんな迷惑していたからな」

「渡会くんはあたしたちの誇りだよ！」

「渡会君、連絡先交換して！」

「これから３年間、同じ学校で過ごすスクールメイトなんだから、いいよね？」

　この前の美稲の話がまるで響いていないなぁ、と俺が思っていると、桐葉が気だるい声で言った。

「あー、そのことなんだけど、ボクら転校するから、キミらとの学校生活は今日までなんだよね」

『えぇっ!?』

　クラスメイトたちの顔が、驚きよう愕がくに固まった。

　早百合部長からのメッセージを思い出しながら、俺もため息をつきながら説明した。

「政府が、廃校になった学園を買い上げて、異能者だけの学園を用意してくれたんだ」

「で、でも、学校が変わってもオレらとの友情は変わらないだろ!?」

「転校したらそれきりなんて寂しいこと言わないでよ！」

　俺と桐葉の背後から、美稲がにゅっと顔を出した。

「そのセリフを言えるのは、今までに一度でも渡会君と仲良くしたことのある人だけだよ」

　クラスメイトたちは、絶望して力無くうしろに下がった。

　その様子に、俺と桐葉と美稲は顔を見合わせて笑った。




　　　　◆




　その日の夕方。総務省での仕事を終え、家に帰宅すると、桐葉は早速台所に立った。

「待っててね錬徒、いまおいしい夕食作ってあげるから」

　鼻歌混じりにセーラー服を脱いで、キャミソールの上からエプロンを着た姿で台所に立たれると、いいな、と思ってしまう。

　すると、桐葉の口元に、ニヤリと小悪魔的な笑みが浮かんだ。

「キャミソールエプロンに興奮するなんて、ワンコくんはえっちだなぁ」

　図星だったので、俺は照れ隠しに、ソファの上から言い返した。

「それより、いい加減そのワンコって呼び方やめろよな」

「いいよ」

　意外にも、拍子抜けするほど、桐葉はあっさりと承諾した。

　どういう風の吹き回しだ、と俺が目をパチクリさせていると、桐葉はエプロン姿のまま、俺の後ろに回り込んできた。

　なんだ、と振り返ろうとした直前、背後から、白い手がにゅっと伸びてきた。続けて、うなじに押し付けられるやわらかくも弾力溢あふれる重量感、首に巻き付く艶なまめかしい腕の体温、最後に、顔に触れる頬ほおの瑞みず々みずしい感触という三連コンボで、俺は全身を硬くした。

「その代わりぃ」

　駄目押しの一撃とばかりに、甘くしびれるような声が、耳の穴に滑り込んできた。

「これからは、ハニーって呼んでもいーい？」

　頭の奥が興奮で加熱された直後、桜色の唇が頬に触れ、淡い水音を響かせた。

「ッッ!?」

　まさかの感触に首を回すと、文字通り、キスの射程圏から彼女は囁ささやいた。

「大好きだよ。ハニー」

　頬を染めた桐葉の笑顔に、俺は息を呑のんで理性を失った。

　桐葉の魅力に、俺は黙って頷うなずいた。








あとがき






　はじめまして、作者の鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　本作を手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　この作品は第六回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト（以下、カクコン）現代ファンタジー部門で特別賞を頂き、出版することとなりました。

　カクコンの受賞には、読者である皆様からの評価が多大な影響を与えます。

　なので本作が受賞し、出版に至ることができたのは、お世辞ではなく、本当に皆様のおかげだと思っています。

　皆様から頂いたこの機会を活いかせるよう、精進していく所存です。

　また、わたくしごとにはなりますが、スニーカー文庫には思い入れがあります。

　実は私が人生で最初に投稿した小説賞がスニーカー大賞なのです。

　高校生の銀鉢少年は伝説的なラノベ【涼宮ハルヒの憂鬱】を読みました。すると、最後のページにスニーカー大賞の応募要項が載っていたのです。

　当時、すでに小説は書いていましたが小説賞への応募はしていませんでした。

　しかし、作家に憧れる銀鉢少年はこの瞬間、「この賞に応募しよう！」と決意し、投稿用の小説を書きました。

　単行本一冊分の長さで一区切りつく小説を書くのは初めてで文章も内容もつたなく、見事に玉砕しました。

　その後、ラノベ雑誌のザ・スニーカーを購読し、毎回投稿し続けるも一度も一次選考すら突破できず大学を卒業してしまいました。ですが運よく、ＭＦ文庫Ｊ用に書いた【地球唯一の男】というＳＦハーレムバトル作品が第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作を取り、【忘ぼう却きやくの軍神かみと装甲戦姫ブリユンヒルデ】というタイトルで出版し、大変お世話になりました。

　多くの小説賞に応募しましたが、その原点はスニーカー文庫でした。

　そのスニーカー文庫から、このような形で作品を出すことになるとは、人生は何が起こるかわからないものです。

　ではそろそろお別れです。カクコンを開催、運営してくれたカクヨム編集部の皆様。本作の担当を買って出てくれた担当編集様。イラストを担当してくれたＰＡＮ：Ｄ様。他、本作の出版に関わって頂いた全ての方に感謝を込めて、ありがとうございました。





鏡銀鉢　　





















スクール下げ克こく上じよう




超ちよう能のう力りよくに目め覚ざめたボッチが政せい府ふに呼よび出だされたらリア充じゆうになりました








鏡かがみ 銀ぎん鉢ぱち
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